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序章　朝霧あさぎり飛鳥あすかと絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずる



　最近、譲が住む街に、コスプレ通り魔の噂うわさが流れている。

　メイド服――ナース服――ネコ耳少女――巫み女こ装しよう束ぞく――セーラー服――ゴスロリファッション――バニーガール――などなどの衣装を着た少女たちが、槍やりや刀、トマホークやトゲつき棍こん棒ぼうなどの武器を振るい、夜よな夜よな大暴れしては道行く人に迷惑をかけている。

　と、そういう噂である。

　譲も教室でこの話を聞いたことがある。

　もちろんその時は、あまりのバカバカしさに、とても信じる気にはなれなかった。

　まさか、ほどなく自分がそのコスプレ通り魔に、巨大剣グレート・ソードで襲われようとは……。

　ましてやその通り魔が、同級生の、それも初恋の少女である――などという事態は、想像もしていなかったのであった。



「朝霧飛鳥さんってさ、なに考えてるのかちょっとわかんないとこあるよね」

　と、以前からクラスメートにはそういわれていた。

　朝霧飛鳥、十五歳。羽衣はごろも学園高等部の一年生。

　見た目のグレードは最高級だ。途と轍てつもなく可愛かわいい。

　ところが、しゃべらない。笑わない。ほとんどクラスのはみだし者だ。

　内気なのか対人スキルが低いのか、それとも悩みごとでも抱えているのか、常に「私のことはほっといてちょうだいオーラ」を全身から放射しまくっている。

　クラスの誰だれとも打ちとけようとせず、休み時間には窓まど際ぎわの席で文学書を読んでいる。

　表紙はドイツのロマン派の詩人の詩集だったり、ロシアの古典文学だったりさまざまだったが、とにかく知的にして精神性が高そうなものばかりだ。

　風に揺れる教室のカーテンのそばで、長い睫まつ毛げを伏せ、読書にふける姿は、なにか高こう尚しような人生の問題について、ひたむきに思し索さくにふけっているように見える。

　その横顔は……美しい。

　絹のようにつややかな長い髪。

　真綿のように白い肌。

　漆しつ黒こくの珠たま簪かんざしのように大きく澄んだ瞳ひとみ。

　入学したばかりの頃ころはクラスの男子や女子も、朝霧あさぎり飛鳥あすかの見た目の愛らしさに惹ひかれ、あれこれと声をかけていた。

　だが、ほとんど反応がない。そっけなく対応されるか、無視されてしまう。

「美人だけど、地味で無ぶ愛あい想そうな子」



    

  
    
      



    

  
    
      　自然にそういう評価が定着した。



　とはいえ、それで朝霧あさぎり飛鳥あすかがクラス内で嫌われるということはなかった。大らかで気のいい生徒が多いのは、羽衣はごろも学園の校風だ。

　むしろそんな朝霧飛鳥を好ましく思う層も、男子の中に存在した（女子の中にも少々）。

　無口で無表情でもそれはそれで需要があるというか、だからこそ萌もえるよね、という者も少なくなかったのだ。

「あのもの静かな文学少女っぷりがいいんだよ～」

「今時あんな知的で大人おとなっぽい女の子、めったにいないよなぁ」

「はあ～、一度でいいから笑うとこ見てみたいわあ」

「こうさ、にこーって笑ったらぜーったい可愛かわいいのに、惜しいよね」

「バカだな。そんなふうに簡単に男に媚こびないとこがいいんじゃないか」

「そうとも。ああいうクールビューティをデレさせるのこそ、青春のロマンてやつだ！」

　と、恥ずかしいことを真ま顔がおで力説したのは、譲ゆずるの友人の染師町そめしまち孝介こうすけである。

　譲も、積極的にそういう会話にこそ加わらなかったが、それらの意見に賛同していた。

「きれいだし、落ちついてるし、感じのいい人だな……」

　そう思って、朝霧飛鳥に好意を抱いだいていたのだ。



　実は譲は、朝霧飛鳥の知られざる一面を見たことがある。

　それは四月、銀の糸のような雨が降りしきる、とある午後のこと。

　バイト中の譲は、引越しの現場に向かうトラックの助手席から、下校途中の朝霧飛鳥を見かけたのだった。

　きれいなブルーの傘をさし、朝霧飛鳥は、ダンボール箱に入ったずぶ濡ぬれの子ネコの前にしゃがみこんでいた。

（朝霧さんだ……）

　朝霧飛鳥は譲に背を向け、しばらく子ネコにかまってやっているようだった。

　が、やがて濡れた子ネコをそっと抱きあげ、手のひらに包むようにして去っていった。

　それは動画に撮っておきたいような、少々出来すぎなほどに感動的なひと幕だった。

「学校では無表情で冷たい感じだけど、本当は心の優しい女の子なんだな……」

　その日をきっかけに、譲は朝霧飛鳥を、それまで以上に意識するようになったのだ。



　放課後、傾きかけた日ひ射ざしの中、校庭を一人で下校していく寂さびしげな背中。

　授業中、ノートを取るペンをふと止めて、はるかな空を見つめる遠いまなざし。

　休み時間、今は使われていない旧校舎裏の木こ立だちで、静かに読書をするはかなげな姿。



　日々の折々に朝霧あさぎり飛鳥あすかを目にしては、ひそやかな胸のざわめきをおぼえる譲ゆずるだった。

　できれば親しくなり、言葉を交わしてみたいとも思う。でも、きっかけがつかめない。なにしろ朝霧飛鳥は誰だれとも口をきこうとしないのだ。とりつくしまがない。

　もしかすると譲は、朝霧飛鳥に、柔にゆう和わで穏やかだった母の面影を、無意識に投影していたのかもしれない。

　譲の母は保育園の先生で、父は武道家だった。

　幼い頃ころから父の手ほどきを受け、譲自身もそこそこ武技の心得がある。

　譲の運動神経は父から、面倒見がよく苦く労ろう性しようの性格は、母から受け継いだものだろう。

　ただ、今の譲は一人暮らしだ。一年半前に両親が他界したのをきっかけに、アパートでバイト生活をしているのだ。一つ下の妹は、祖父母に引き取られている。



　絹ヶ瀬きぬがせ譲。朝霧飛鳥と同じく十五歳。

　趣味らしい趣味は特になし。あヽるヽ事ヽ情ヽでヽ、夕ヽ焼ヽけヽをヽ苦ヽ手ヽとヽしヽてヽいヽるヽ。

　二ヶ月前からクラスメートだったこの二人が、本当の意味で出会ったのは、六月初めの、美しい満月の夜のことだった。



    

  
    
      
第一章　巨大剣グレート・ソードの同級生



　一



　六月上旬の月夜。運河沿いの道。

　バイト帰りの絹ヶ瀬譲は、暗がりから現れた人影に気づいて足を止めた。

　髪の長い少女だ。着ているのはセーラー服。譲の学校の制服である。

「とうとう見つけたわ……。あなたが、“〝女め神がみ”〟ね？」

「めがみ？」

　なんのことだかわからない。そもそも譲は男なのだが。

　折からさあっと吹いた夜風に、長い髪がひるがえり、少女の顔があらわになった。

「あ、あさ――？」

　それはまぎれもなく、譲が想おもいを寄せるクラスメート、朝霧飛鳥だった。

「羽衣はごろも学園高等部、一年三組、朝霧飛鳥。人呼んで『袈け裟さ斬ぎりの飛鳥』！」

　高らかに名乗りをあげ、つづいて意味不明の言葉を、朝霧飛鳥は口にした。

「あなたを倒して、私が次の“〝女神”〟になるわ。さあ！　その胸のクリスタルを渡しなさいっ！」

「ちょ、ちょっと待っ――」

「起動ドライブ！」

　ひと声高く叫んだとたん！　胸のブローチが、まばゆい光を炸さく裂れつさせた！

「なっ、なんだっ？」

　きらびやかな光こう芒ぼうが、生き物のように朝霧あさぎり飛鳥あすかの身体からだを覆おおい、きらめき、はじけた。巻き起こった風に長い髪がうねるようにひるがえり、大きな瞳ひとみがきらきらと輝いた。

　と同時に、セーラー服の白い布地を、奇妙な紋様がびっしりと埋めつくした。まるでなにかの古代文字か、呪じゆ術じゆつ的てきな刺いれ青ずみのようだ。

　譲ゆずるが唖あ然ぜんとして見ているうちに、やがて光がおさまり、紋様が消えた。

　そこには「変身」した朝霧飛鳥が立っていた。

　セーラー服。しかし、カラフルで装飾的な異い形ぎようのセーラー服だ。

　色彩は派手になり、胸には黄色のスカーフがひるがえり、襟えりのデザインも、靴やソックスも変化して、髪には真紅のリボンが現れた。

　そして手には、マンガにでも出てきそうな、信じられないほど巨大な西洋剣。いわゆるグレート・ソードというやつだろうか。

「へ、変身イリュージョン……？」

　あらぬことを口走ってしまった。なぜいきなり同級生が――それも自分が好意を抱いだいてる女の子が――テレビのヒーローや魔法少女みたいに、キラキラしながら変身しなければならないのだ。

　だいたい、女め神がみとかクリスタルってなんのことですか？

（まさか朝霧さんが、噂うわさのコスプレ通り魔、なのか？）

　クリスタルを渡せとか、辻つじ強ごう盗とうみたいなこといってるし。

　――確かに、譲が着ている服には、宝石に似せたガラスの飾かざり珠だまがついている。

　これは譲がバイトしているメイド喫茶の制服だ。さっき店にきたクリーニングの業者が譲の学校のブレザーを間違って持っていってしまい、やむなく店の制服を着ているのだ。

　メイド喫茶という商売がら、女性はもちろん、男性従業員のコスチュームも非常に派手派手しいデザインになっている。街の中を歩くのが恥ずかしいので、わざわざこうして、人の少ない遠回りの道をたどっていたのだ。

　このガラス玉が、なにかあらぬ誤解を生んだのだろうか。

「こんな人目につかない場所で会えるなんてラッキーだったわ。さあ、勝負よ！」

　がしょいぃぃん。と擬音がつきそうな勢いで、朝霧飛鳥が、両もろ刃はの巨剣を譲に突きつけた。先端が欠けて、刀身にひびが入っている。とても実用的とは思えない。

「しょ、しょうぶ？」

　声がかすれる。

「そうよ。あなたの胸の月光貴石アルテミス・クリスタルを賭かけてバトルするの。こうして“〝月光精霊ニンフアー”〟同士が出会ったからには当然でしょ！」

“〝月光精霊”〟。また知らない言葉が出てきた。

「それを奪えば私が“〝女め神がみ”〟よ。ほら、早くあなたも武器を出しなさいよ」

「ちょっと待った。あさぎりさ――」

「そっちがこないなら、こっちから行くわ」

「いや、だから待って、あさぎりさ――」

「アルテミスバトル、開始よ！」

　ぎらり。巨大な白はく刃じんを月光にきらめかせるや否いなや――。

　朝霧あさぎり飛鳥あすかは咆ほう哮こうした！

「覚悟ぉぉぉぉぉおりゃあぁあああああああああぐぁりゃあああああぬぁりゃあっ!!」

　黄色いスカーフをなびかせて、猛然と突進してくる。

「わ――っ!?　わっ、わっ、わああああっ!?」

　譲ゆずるは反射的に後方に跳びすさった。一瞬前まで立っていたアスファルトの路面を、けたたましい音をたてて巨大な剣がうがった。夜よ闇やみの中で火花が散る。

「逃げるな！　それでも“〝女神”〟なの？　ぎにゃゃありゃああああぁぁぁあああああっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　気合や掛け声というより、まるでネコ科の猛獣の雄お叫たけびだ。ほんとにこれは朝霧あさぎり飛鳥あすかなのか。教室でのイメージと違いすぎる！

　うろたえる譲ゆずるにかまわず、朝霧飛鳥は扇風機のように巨大な剣を振りまわす。

　がちんぐわきがちょんぎちゃんぎちぎちごりごりごりゃりゃりゃぐわっきょん!!

　と、えらく複雑な音をたてて、剣の先端が地面を叩たたいたりひっかいたりこすったりして、さらに火花を飛ばす。刃こぼれの心配なんかまるでしていない。

「んぎゃぁぁにゃあぁぎぉぁああえぁぁずりゃあぁぁどぐわぁぎゃあああぐぁぁぁ!!」

　がちんがりがりごちんがちがちがちづががががっっどぎゃずがばががぐぉんっっ!!

　どっちが声でどっちが音かわからない。

「あなたも武器を持って闘いなさい！　弱虫！　いくじなし！　卑ひ怯きよう者もの！　んにゃぉぉああああぁぁぁおおおぁぁりゃあぁあああぁぁりゃああああぁぁあ――っ!!」

　吼ほえる声が一回ごとに違うのは、なにか理由でもあるんだろうか。

　――などと考えている場合ではない！　好きな女の子にわけもわからないまま斬きって捨てられるなんて、そんな人生の終わり方は地上最強にいやだ。

「どぅおりゃおありゃあああああぐわぁあおおおおおががががががんぎゃあっ！」

　朝霧飛鳥は嵐あらしのような勢いで巨大な剣を振るい、譲を後退させる。勢いまかせのめちゃくちゃな攻撃だが、武器がでかい分、かわすのは容易ではない。

　それよりなにより、スピードが尋常ではなかった。まるで早回し映像のようだ。逃れる間もなく、譲はあっという間に追い詰められてしまった。

　後じさる脚あしが運河沿いのガードレールにぶつかる。逃げられない！

「もらったわ！　私が、女め神がみよ！　どぅおりゃあぁぁぁぁぁぁあああああおああっ!!」

　自分で名乗った二つ名の通り、真っ向微み塵じんの袈け裟さ斬ぎりで、朝霧飛鳥が剣を振りおろす。避よけることは不可能だ――！



　その瞬間。

　ギアが切り替わるように、譲の意識がすうっと醒さめた。

　幼少時から父親に叩きこまれた、絹ヶ瀬きぬがせ流の武技。

　ある理由でふだんは忘れようとしているそれらが、自動的に覚かく醒せいしたのだ。



　譲は慌あわてなかった。

　奇妙にクリアな意識のまま、身体からだがオートマチックに動く。

　朝霧飛鳥が振りおろす剣から目をそらさない。しっかりとその軌道を見み据すえ――。

　刀身の側面を、パン、と平手で、横なぐりに叩く。

　効果は絶大だった。運動エネルギーが大きいほど、力のベクトルを変えられると収拾がつかなくなる。全速力で疾走する自転車の前輪を、ひょいと横に押し曲げるようなものだ。

「わ、わわ、わあっ」

　巨大な剣があらぬ方向にそれ、朝霧あさぎり飛鳥あすかが前のめりによろけた。

　その隙すきに譲ゆずるは、一気に間を詰める。

「破は！」

　気合一いつ閃せん、体たい落おとし。華きや奢しやな身体からだが、譲の腰の上でくるりときれいに一回転した。

　そのまますとーん！　という感じで地面に叩たたきつける。もちろん手加減は忘れない。

「きゃあんっ」

　意外に可愛かわいらしい悲鳴だった。朝霧飛鳥の身体が、あおむけにアスファルトにひっくりかえり、剣が硬い音をたてて転がった。

「あっ、あっ、私の剣っ……」

　剣を放したとたん、心細そうな声になった。上体をよじり、剣をつかもうとする。

　が、そうはさせない。譲は朝霧飛鳥の細い腰に馬乗りになり、両腕を地面に押さえつけた。総合格闘技でいうところの、いわゆるマウントポジションだ。

　ほにょん、とセーラー服ごしに、柔らかな身体の感触が伝わってくる。

「ぬぐぅぅうっ！　やるわね。さすがは女め神がみになるだけのことはあるわ！」

　地面に広がった黒髪をうねらせながら、朝霧飛鳥がもがく。誰だれかに見られたら激しく誤解されそうな体勢だ。が、今は気にしていられない。

「いいかげんにしろよ、朝霧さん！　なにやってんだよ、いったい？」

「なーにが朝霧さんよ。なれなれしく人のこと呼ばないで！」

「俺おれだよ俺っ。わかんないのかよ。ほらっ、俺だよっ！」

「なに古くさい振り込めサギみたいなこといってるの。油断させようったってそうはいかないんだから！」

　唯一自由になる首を突き出して、真っ白い歯をがちんがちん鳴らしてかみつこうとする。あくなき闘志というべきか、とんでもない凶暴さというべきか。いつかテレビで見たＳＦホラー映画に、こんな宇宙怪物が出てきた気がする。

「俺だってば、絹ヶ瀬きぬがせ譲！　落ちついてよく見ろってば！」

「え……？」

　朝霧飛鳥が、あおむけに押さえつけられたまま、大きな目をパチクリさせた。

「きぬがせ、ゆずる……」

「そうだよ。ほら、よく見ろって」

「――って、誰？」

　譲はコケそうになった。その隙を朝霧飛鳥は逃さない。

「うぉありゃあおああああああああああっ――っ!!」

　朝霧あさぎり飛鳥あすかは意表を突く動きに出た。自分からしゃにむに譲ゆずるにしがみつき、胸をぎゅうっと押しつけてきたのだ。

「ひぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　叫んだのは今度は譲の方だった。服の布地ごしに、柔らかな二つのふくらみが強烈に押しつけられる。好きな女の子に全力で抱きつかれては、さすがに動揺を禁じ得ない。

　しかし朝霧飛鳥の狙ねらいは、色仕掛けではなかった。譲の体勢を崩すのが目的だったのだ。

「どぅおおおりゃあああああああぁぁぁぁぁあああああっ！」

　驚くべき腰のバネで、一気に体勢を反転！　今度は朝霧飛鳥が譲に馬乗りになった。

「わ、わ、わ、わっ！」

　いろんな意味で平静ではいられない。なにしろ好きな女の子が自分にまたがり、股こ間かんを猛然と押しつけているのだ。

　しかも、プリーツスカートは思いきり広がっている。極ごく薄うすの布地一枚を隔へだててその生温かくて硬くて柔らかい感触が密着している状態に、脳が沸騰しそうである。

「え……なに？　男の子？」

　朝霧飛鳥は、ようやく相手が女性でないことに意識が向いたらしい。

「ほんとに男？　どうして男がアルテミス・ハウリングに参加してるの！」

「だから俺おれだよ！　絹ヶ瀬きぬがせ譲だってば！」

「くどいわね！　そんな名前知らないっていって――」

　いいかけ、はっとした。

「ちょっと、顔よく見せて」

　馬乗りの体勢のまま、朝霧飛鳥はいきなり譲の両耳をわしづかみにした。

「いだだだだだだだっ」

　朝霧飛鳥はやや寄り目ぎみに、額ひたいがくっつきそうなほどの至近距離で、譲の顔をじぃぃぃ――っと見つめた。

　想おもいを寄せる美少女と、息がかかるほどの急接近。でも、ちっとも嬉うれしくない。

「あああ……っ！」

　と、朝霧飛鳥が、大きな目をさらに大きく見開き、譲から飛び離れた。

「あなたのこと知ってる！　見たことあるわ。どこで会ったのかしら。なんだか、しょっちゅう顔見てるような気がするわ！」

「だからクラスメートだって！　廊下側の列の前から四番目！　絹ヶ瀬譲！」

　わめきながら譲も素早く立ちあがる。まだ顔が熱い。心臓も激しく鳴っている。

「きぬがせ、ゆずる……」

　形のいい眉まゆを寄せて、さらにまじまじと、譲の顔を凝視する。

「そういえば、そんな名前の男子がクラスにいたかもしれないわ。興味ないからよくおぼえてないけど、なんか地味ーで目だたない、暗そうなヤツだったような印象があるわ」

「人のこといえるかぁーっ！」

　母親ゆずりの平和的性格を有する譲ゆずるにとって、このように女の子に声を荒らげることは大変に珍しい。実のところ、まだ朝霧あさぎり飛鳥あすかのお尻しりの温ぬくもりが肌に残っていて、平常心でいられないのであった。

「どうして？　なんであなたが月光貴石アルテミス・クリスタルを持ってるの？　まさか、数が少ないっていわれてる、男の月光精霊ニンフアー？」

「意味がわかんないってのに！　俺おれに理解できる言葉を使ってくれ！」

「ふん、まあいいわ。あなたが何者だろうと、私は私の闘いを貫つらぬくだけよ」

　勝手に自己完結し、朝霧飛鳥は無造作に譲のバイト服の飾かざり珠だまをつかんだ。

「月光貴石、もらったわ！」

　べりべりと悲劇的な音がして、バイト服は無残にもひっちゃぶかれてしまった。

　さーっと譲の顔から血ちの気けが引いた。「弁償」のでっかい文字が頭に浮かぶ。

「なにすんだ――っ！」

　朝霧飛鳥は勝ち誇ったように、白銀の飾り珠を月光にかかげた。

「私の勝ちね！　たった今から私が“〝女め神がみ”〟！　ああっ、やっと――やっと手に入れたわ。これで正式に、アルテミス・ハウリングに参加する権利を得られるのね！」

　なにやら事情がありそうだが、かまっていられない。

「返せーっ！」

「おぉっと！　捕まえられるものなら捕まえてごらんなさい！」

　浜辺でじゃれあうカップルみたいなセリフとともに――。

　かっ！　と高らかな音をたててアスファルトを蹴けり、飛鳥が跳躍した。ひらりと譲の頭を跳びこえ、髪を半円を描くようにひるがえし、空中で反転してあざやかに着地する。

「！」

　譲は自分の目を疑った。

　助走もなしで、とんでもないジャンプ力だ。こんな芸当、達人と呼ばれた父にも無理だ。いや、オリンピック代表の体操選手にだって不可能だろう。

　もしやこの朝霧飛鳥は人間ではなく、異星人とか改造人間とか、そんなようなものではないのか――と、そんなことまで頭にひらめいた。

「どうしてもやりたいっていうなら、相手になってあげる」

　朝霧飛鳥の瞳ひとみがきらきらと輝いている。

　譲はこういう瞳をよく知っている。闘いに悦楽を感じる者の瞳だ。

「あなたが誰だれか、目的はなにか。そんなことはこの際、どうでもいいわ！」

「いや、それが一番大事なとこだろ、お互いに！」

「クラスメート同士の一騎討ち……ふっ、これも一興よね。ワクワクするわ！　かかってきなさい!!　どぅぉありゃあゃああああぐわぁぁああどわぁぁあああっ」

「かかってきなさい」といいつつ自分から突進してきた。気性が荒いにもほどがある。

「しょうがない。こうなったら、こっちも本気で――！」

　もはや照れたりどぎまぎしている場合ではない。譲ゆずるが防御の構えを取った、その時！

「両者、そこまで！」

　疾しつ風ぷうのごとく飛びこんできた人影があった。

　はっし！　と、朝霧あさぎり飛鳥あすかと譲の手をつかむ。

「はっ」「はっ」

　譲と朝霧飛鳥が同時に息をのんだ。譲は驚きよう愕がくした。仮にも絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者である自分を、こうも簡単に押さえるとは。いったい何者？

「飛鳥、それに絹ヶ瀬くん。どちらも退さがりなさい。この場は私があずかるわ」

「針生はりゆう先生……!?」

　譲は目をむいた。クラスの担任で体育教師の針生逸美いつみ先生の、見慣れた笑顔が目の前にあった。

「こんなところで会うなんて、奇遇ね、絹ヶ瀬くん」

　年齢は二十代前半。女性にしては背が高く、譲と同じくらいの身長だ。ショートカットで理知的な瞳ひとみ。学校では白ジャージを着ていることが多いが、今はＯＬ風のシックなスーツ姿である。

「先生、見て！」

　朝霧飛鳥が、譲から強奪した飾かざり珠だまを出した。

「月光貴石アルテミス・クリスタルを手に入れたわ！　これで私も、アルテミス・ハウリングに正式に参加できるわよね。運営委員会がそういう条件を出したんだから」

「残念だけどね、飛鳥。それは月光貴石じゃないわ」

「え……？」

　飛鳥の表情が固まった。

「それに絹ヶ瀬くんはアルテミス・ハウリングとは無関係なの。それはただのガラス玉よ」

「そんな……やっと手に入れたと思ったのに」

　飛鳥の表情がみるみる歪ゆがみ、きっ、と譲をにらみつけた。

「だましたのねっ！」

　それはある意味、こっちのセリフのような気もする。

「なんでそんなややこしい服着てるのよ！　あなたって、夜中に女みたいなカッコして出歩く趣味があるわけ!?」

「人聞きの悪いこというな！　これはバイト先の制服だ！　俺おれの服クリーニングに出されちまって、しょうがないから着てるんだよ！」

「いいわけしないでよ！　月光貴石アルテミス・クリスタルと勘違いしちゃったじゃないの！」

「知るか！　だいたいそのなんとかクリスタルって――」

「落ちついて、絹ヶ瀬きぬがせくん。ちゃんと説明するから」

「うわぁぁ……」

　針生はりゆう先生に肩を抱かれ、柔らかな胸を押しつけられて身体からだから力が抜けてしまった。

「近くに私のマンションがあるわ。そこで話しましょう。ああ、その前に、飛鳥あすか」

「――なんですか」

　一気にテンションが落ちた飛鳥が無ぶ愛あい想そうに返事をする。教室にいる時の姿を思いだす。

「ハウルのドライブ状態を解きなさい。そのままでは人目についてしまうわ」

「…………」

　飛鳥は無言で、軽く目を閉じ、息を吸った。

　すると――。

　さっき変身した時と同じように、光が飛鳥の胸から湧わきだし、その身体を包みこんだ。

　変形セーラー服の布地に、古代文字のような紋様が浮かび上がり――。

　飛鳥の服は元通り、羽衣はごろも学園高等部の、地味で平凡なセーラー服に変わった。

　あっけにとられている譲ゆずるをおかしそうに見て、先生が歩きだす。

「二人ともいらっしゃい。この先に私の車が停とめてあるから」



　二



　針生先生の家は、二十階建てのマンションの最上階だった。

　窓から夜景が、そして海が見える。その豪華さたるや、譲の住む六畳一間の、ろくに家具もないおんぼろアパートとは、文字通り天てん地ちの差だ。

　譲と飛鳥の前には、先生が出してくれたミルクティーがある。飛鳥はソファの上で膝ひざをかかえて丸くなり、不機嫌に仏ぶつ頂ちよう面づらだ。さっきからひと言もしゃべっていない。

　譲は落ちつかなかった。ほんの二十分ほど前までは、今日の夕食はどうしようか、などと考えながら歩いていたのだ。なんだか夢の中にいるような気がする。

「絹ヶ瀬くん、これから話すことは誰だれにもいわないでほしいの。お願いできるかしら」

　他人が黙っていてほしいことをペラペラ話す趣味はない。亡なき両親にだって怒られてしまうだろう。譲が承知すると、針生先生は話し始めた。

「絹ヶ瀬くんは、コスプレ通り魔の噂うわさ話ばなしは聞いたことがある？」

　コスプレ通り魔。やはりその言葉が出てきた。

「学校でみんなが話してるのを聞いたことありますけど……」

「最近よく聞く話だものね。夜中に刀や槍やりで闘っているメイドや巫み女こや、バニーガールやナース、エレベーターガールやチアガール、バレリーナやレースクイーン、闘牛士やネコ耳少女、体操着の女の子やキャビンアテンダント、などのコスプレをした女の子たちがいるっていう噂うわさ。――ただのおバカ系の都市伝説、とみんな思っているけど、実はね」

　ずいっ、と針生はりゆう先生が顔を近づけてきた。

「実は、すべて、本当のことなのよ」

「…………」

「驚かないのね。さすがは古武道の後継者、肝きもが据わっているわね」

「いや、どう反応していいかわからないだけなんですが……」

「この街ではそういう、いろんな衣装を着た女の子たちが、いくつかのグループに分かれて闘っているの。ある宝物をめぐる争奪戦よ。私や飛鳥あすかもその闘いに参加しているの」

　頭がついていかない。飛鳥を見ると、無関心そうにそっぽを向いていた。

「でもね、決して非合法なことではないのよ。運営委員会には、この街の偉い人も大勢名前をつらねているわ。というより、この街はそのために造られたの。見て」

　先生が、窓の外のきらびやかな夜景に目を移した。

　碁ご盤ばんの目状に区切られた市街が七色の光を放っている。譲ゆずるたちの住む海辺の街だ。

　旧名は羽衣はごろも市。今は「マリナフロント55」と呼ばれている。

　歴史のある古い街なのだが、長いことさびれ気味だった。それが再開発によって、一気に超近代的な都市として生まれ変わったのだ。

「マリナ」の名称は、街の南に広がる海にちなんでつけられたものだ。昔から繊維業が盛さかんだったので、荷を輸送するための運河が縦横に走っている。人々の名前も、繊維や衣服に関係するものが多い。たぶん「朝霧あさぎり」も「麻あさ切ぎり」が転化したものだろう。

　そして五五は区画の数、つまりブロックが五十五丁目まであるわけだ。

「この街に、犯罪防止用の監視カメラがないのは、絹ヶ瀬きぬがせくんも知ってるわよね」

「はあ。カメラがなくても安全な街を目指す、って理念とかなんとか」

「本当の理由はそうじゃないの。どこでバトルをしても見とがめられないためなのよ。この街全体が、アルテミス・ハウリングのためにデザインされた都市なの。いわば街の形をしたリングというわけね」

　話がどんどんでかくなる。どこまで真面目まじめに受け取っていいのだ。

「最近は地方分権や地域への権限委譲が進んで、各地の県や市町村に、中央政府の管理が行き届かなくなってるでしょ。だからこんなふうに、思いきった街造りが可能になったの」

「地方分権って、コスプレした女の子が夜中にチャンバラすることなんですか……？」

　すごく間違った地方分権という気がする。

「私たちが奪いあっている宝物は、月光貴石アルテミス・クリスタル。ある種のバトルゲームね。期間は一回につき一週間。別に悪いことしてるわけじゃないのよ。一部では公然の秘密だし、まっとうで合法的なゲームなの。一般の市民に知られていないだけで」

　一般市民に隠しているという段階で、すでにまっとうでないように思えるが。

「ルールは簡単。参加者の中に一人だけ、宝玉――月光貴石アルテミス・クリスタルを持っている者がいて、それが“〝女め神がみ”〟。他ほかの参加者はチームごとに女神を追いかけて、月光貴石を奪いあうの」

　鬼ごっこみたいなものだろうか。この場合、逃げる側が鬼になるわけだが。

「今はゲームの五日目で、あさってが最終日。その日没の時点で、月光貴石を持っている者が、今回の優勝者というわけで……」

「いや、えぇ～っと。待ってください。質問、質問！」

　自ら挙手して質問するなんて、入学以来初めてだ。

「なんでそんなことやってるんですか？　それに、さっき朝霧あさぎりさんが、すごい力で剣を振りまわしたり、跳んだりはねたりしたのは……」

「朝霧さん」という言葉に、ぴくっと朝霧飛鳥あすかが反応した。なにか気に障さわったのだろうか。しかし仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、不愉快そうに譲ゆずるをにらんでいるだけだ。

　飛鳥にかまわず、先生が説明する。授業の時と同じ、明解な口ぶりだ。

「最初の質問への答え。これは一種の実験だと思ってくれていいわ」

「実験？」

「ハヽウヽルヽの力を、人間がどれだけ使いこなせるか。それをバトルゲームの形で試しているのよ」

「ハウル……」

「ハウルというのは、アルテミス・ハウリングの参加者が着ている服のこと。ふだんは宝石の形をしていて、ドライブ状態になると、持ち主ぬしの衣服に作用して変身させるの」

　さらりといっているが、それはかなり驚くべき技術ではないのだろうか。

「名前の由来は諸説あるけど、天てん女によが置いていった羽は衣ごろもからきてるって話もあるわ。地上に留とどまった羽衣だから、羽衣留ハウル。“〝羽は織おる”〟が転化したって説もあるようね」

　ｈｏｗｌ吼える・叫ぶ――という意味ではなかったのか。

　アルテミスの衣装を羽織るゲーム。さしずめそういうことだろうか。

「ひょっとして、勝つとなんでも願いがかなうとか――」

　と、譲が思いついたまま口にしてみる。針生はりゆう先生は小さく笑った。

「だったら素敵でしょうけどね。もっと現実的なお話よ。優秀な成績をおさめた者には、運営委員会から奨学金とか奨励費とか、さまざまな特典が与えられるの。ま、ちょっと変わったクラブ活動みたいなものだと思ってちょうだい。ほら、体育会系の部活でも、全国優勝すれば有名大学にスカウトされたりするでしょう。あんな感じ」

　確かに現実的だ。拍子抜けするほどに。

　でもそれなら、なぜ秘密にする必要があるのだろう。

「飛鳥あすか。絹ヶ瀬きぬがせくんにハウルを見せてあげなさい」

「ヤです」

　即答。

「あ、す、か」

「…………」

　飛鳥はしぶしぶ胸のブローチをはずした。

「触ってごらんなさい、絹ヶ瀬くん」

「いいんですか？」

　真珠のような宝石が二つついている。が、よく見るとその表面は、揺らめくように渦うずを巻き、不思議な輝きを放っていた。まるで海面に映はえる月光のようだ。

「ていねいに、そーっと触れるの。飛鳥、動いちゃダメよ」

　飛鳥は無言で、手のひらにハウルを乗せたまま、身をこわばらせている。

「ええと。それじゃ、触らせてもらうからな。その……乱暴にしないから」

　そのいい方が、なんだかエロティックにきわどい感じだ。

　慎重に指を伸ばし……そっ、と触れてみた。

「っ！」

　飛鳥が、自分の肌に触られたかのように、びくっ、と震えた。さっき譲ゆずると密着した時よりもナーバスな反応だ。

　譲はそのままハウルを手に取ってみようとした――が、飛鳥は耐えかねたように手をひっこめ、譲をにらみつけた。

「うううううっ。ふーっ」

　敵意むきだしの野生動物みたいだ。ちょっと涙目になっている。悪いことをしてしまっただろうか。

「なにも起きなかったわね。絹ヶ瀬くんには、月光精霊ニンフアーの素質はないようだわ」

「ニンファーって――」

「ハウルを着る能力がある者のことよ。アルテミスに従したがうお付きのニンフに見立てて“〝ニンファー”〟。もしくは“〝月光精霊”〟と呼ぶの」

　するとこのゲームは、ニンフたちが女め神がみの地位を奪いあう、下げ克こく上じよう的な構図なわけか。

「ハウルをドライブ状態にすると、筋肉や反射神経が増幅されて、人間離れした力やスピードを出せるのよ。ある種の能力賦ふ活かつシステムね」

「それって、つまり新開発のテクノロジーとかですか。この街って、大学や企業の研究所も多いらしいし――」

「大体そんなところ。いっそ、魔法とか超能力のようなものだと思ってもいいわよ」

　魔法とかいきなりいわれても困る。

「男性でも素質があれば、ハウルに触ると反応があるはずなのよ。でも」

　少々いぶかしげな顔で譲ゆずるを見た。

「こヽんヽなヽにヽ無ヽ反ヽ応ヽなヽのヽもヽ珍ヽしヽいヽわヽねヽ……。確かに男性のＹ染色体がハウルの発動を阻害するという仮説はあるけど、この場合は……ふーむ」

　なにをいっているのか、ちんぷんかんぷんだ。

「まあ、それについてはあとで考えましょう。それよりもっと大事な相談があるの」

　先生は背筋をのばし、まっすぐ譲に目を向けた。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、あなた、飛鳥あすかのコーチをやってくれないかしら」



　三



「コーチぃい？」

「いやよっ！」

　譲が驚くのと、飛鳥が憤然と立ちあがるのが同時だった。

「いきなりなにいいだすのよ、先生！　なんでこんな初対面の相手にコーチなんか頼まなくちゃいけないの？」

「だから初対面じゃないってのに……」

「私は誰だれの助けもいらない！　だいたいハウルも着られない人間が、月光精霊ニンフアーを教えるなんて不可能だわ。ありえないわよ」

「飛鳥、あなたは知らないでしょうけどね。絹ヶ瀬くんは、古流武技の跡あと継つぎなのよ。絹ヶ瀬流っていう、有名な流派の後継者なの」

「――――」

　譲は口をつぐんだ。担任の針生はりゆう先生は、もちろんそのことを知っている。別に秘密にしているわけでもないのだが……。

　でも正直、あんまり触れられたくないことなのだ。

　ありがたいことに、というべきか、飛鳥はまるで関心を示さなかった。

「そんなの興味ないわ。私はコーチなんかつけなくても、一人で強くなれるもの。教室では休み時間に格闘技の参考書とか武道の教本とか読んでるし」

「ちょっと待った。いつも読んでるのって、詩集とか外国文学じゃなかったのか？」

「表紙だけ適当にとりかえてるのよ。私みたいな女の子が、格闘マンガとか剣豪小説とか読んでたら変に思われるでしょ。ほら！　そういう顔されるじゃないの」

「う……」

「それに私、いつでもどこでも常に技を磨くヒントを探してるわ。いつだったかも、道端に子ネコがいたから、逆さまにして落っことして、反転して着地する動きを研究したし」

　雨の日に捨てられていたネコのことだ。あの情景の真の意味はそういうことだったのか。

「それ軽い動物虐ぎやく待たいじゃないのかよ……」

「嫌なこといわないで。ネコもおもしろがって自分から私の手に乗ってきたのよ。それに、ちゃんと家に連れてって、お礼にごはん食べさせてあげたわ」

「まだ面倒見てるのか、そのネコの」

「食べ終わったら勝手にどこかにいっちゃった」

　頭が痛くなってきた。

　清せい楚そで可か憐れんなクラスメートのイメージが音を立てて崩れていく。建築物解体のバイトもずいぶんやったが、ここまで見事な解体っぷりは初めてだ。

「うぅん？　……はっはぁーん」

　飛鳥あすかが真っ白い歯をむきだして、にたーりと意地悪そうな笑みを浮かべた。

「ひょっとしてあなた、私にちょっと気があったんじゃないの。私、教室ではあんまりしゃべらないし、本を読むのが好きなおとなしい子とでも思ってたんでしょ」

「ううう」

「窓辺で読書する文学少女とか思って、私のこと好きになったんじゃない？　でしょ？」

「……だったらなんだよ」

「え？」

　飛鳥は笑いを引っこめると、長い睫まつ毛げをしばたたかせた。

「あの、まさかほんとに――」

「…………」

「私のこと……好きなの？」

「悪いか？」

　すねたような口く調ちようになってしまった。顔が赤くなっているのが自分でもわかる。

「べっ、別に、悪いなんて、いわないけど、さ」

　飛鳥は顔をそむけると、慌あわてたような手つきで冷めたミルクティーを一気に飲み干した。

　沈黙。

　非常に気まずい。

　先生はそのひと幕を興味深げに見つめていたが、やがてあらたまった口調で切りだした。

「飛鳥、もう一つ大事なことがあるのよ」

「なによ」

　ぎろ、と三さん白ぱく眼がん気味に先生をにらむ。

「絹ヶ瀬きぬがせくんをコーチにすれば、彼も関係者ということになるわ。彼に秘密を打ち明けてしまったことについて、委員会へのいいわけがたつの。あなたには養育のための基金も設定されているし、彼に報ほう酬しゆうを支払うことぐらいできるはずでしょう」

　基金とか、なんだかお金持ちっぽい話だ。飛鳥あすかの家は資産家なのだろうか。

「嫌っていったら嫌！　とにかく私はお断り！」

　飛鳥が勢いよく立ちあがった。

「絶対に、ぜぇーったいにコーチなんか頼まない！　帰るわ。さよならっ」

　いうなり身をひるがえし、あっという間に部屋から出ていってしまった。玄関のドアが勢いよく閉まる音が聞こえたが、針生はりゆう先生は止めに行こうとはせず、くすくす笑った。

「どう。可愛かわいい子でしょ」

「どこが！」

　本性がわかる前ならまだしも、ああいうタイプを可愛いと思う感性は持っていない。

「怒ったふりしてたけど、ほんとは照れて逃げてったのよ。あなたに好かれてるってわかって、どうしていいかわからなくなっちゃったのね。ほんとに素直じゃないんだから」

「…………」

　とてもそうは見えなかったが。というか、その話は忘れてほしい。

「あんなじゃじゃ馬だけど、あれでけっこう他人に気を遣つかうところもあるのよ。あなたがコーチしてくれれば、いろいろいい影響が与えられると思うんだけど」

「いえっ、俺おれもお断りしますっ」

　必要以上に声が大きくなってしまった。いかん、気を鎮しずめなければ。

「あら、気が進まない？　飛鳥があんな子だってわかって、恋心が冷めちゃった？」

「いやっ！　そういうことじゃなくて、ですね！」

　さらにあたふたしてしまう。ほんとお願いだから忘れてほしい。

「なんていうか――俺、もともとそんなに強いわけでもないし、誰だれかのコーチなんて無理ですよ。それに俺はもう、絹ヶ瀬きぬがせ流とは縁を切ったんです」

「そうなの？」

「はい」

　両親が他界し、道場もすでに閉じている。その際にいヽろヽいヽろヽとヽごヽたヽごヽたヽしたこともあり、今の譲ゆずるには、流派を継ぐ意志はないのだ。

　実は、さっき飛鳥に襲われて、思わず絹ヶ瀬流の技で対抗してしまったことにも忸じく怩じたる思いがある。三つ子の魂百までというが、やはり幼い頃ころに修得した技というのは、いざとなると自然に出てしまうものなのだろうか。

「そういうことなら、無む理り強じいはできないわね」

　理由を訊たずねようともせず、意外にあっさりと先生は引き下がった。

「もう終電が出ちゃってるわ。あなたのアパートまで、車で送っていってあげる」



　針生はりゆう先生のワゴン車の中で、譲ゆずるはいろいろな話を聞かされた。

「一般の生徒は知らないけれど、羽衣はごろも学園には飛鳥あすかの他ほかにも、何人も月光精霊ニンフアーがいて寮生活をしてるのよ。私は羽衣学園チームの監督なの」

　すると、譲がふだん教室や廊下ですれ違っている生徒の中にも、飛鳥みたいに、夜中にコスプレして大暴れしている女子がいるわけか。

「アルテミス・ハウリングは年に少なくとも四回、多い年は八回ぐらい行われるわ。そして年間のトータルの成績が一番いい者が、その年のチャンピオン。参加者は、それぞれチームに入って参戦しているの。基本は個人競技だけど、チームの名誉も大事なのよ」

　どこかＦ１レースを思わせるシステムだ。

「誰だれでもハウルを使えるってわけじゃないの。生まれつきの素質があって、若くて、異性経験がないことが条件。大人おとなの女性や男性のニンファーもいるけれど、数は少ないわ。誰が作ったかとか、どういう原理なのかは、簡単には話せないの。悪く思わないでね」

　どうも謎なぞが多い。が、どうせ一度にいろいろ説明されても頭に入らないだろう。

　そして別わかれ際ぎわにこういって、先生は車で去っていった。

「コーチの話、考えてみて。それからくれぐれも、今日のことは秘密にね」

　先生の車が行ってしまうと、譲はアパート前の路上で一人になった。

　満月が高くのぼっている。

「アルテミス――確か、月と狩りの女め神がみの名前だよな……」

　アルテミス・ハウリング。

　不思議な服を着た女の子たちが、宝玉を奪いあうバトルゲーム。

　今この瞬間も、街のどこかで争奪戦がくりひろげられているのだろうか……。

「よぉーし！」

　ぱん、と気合を入れるように自分の頬ほおを叩たたいた。

「全部、忘れよう！」

　今日見聞きしたことは、すべてなかったことにしてしまおう。そう決めた。

　好奇心が刺激されないといえば嘘うそになる。こういう冒険を目の前にしたら、わくわくして飛びこんでいく者だっているかもしれない。

　だが、譲はだいぶ前に決心したのだ。

「俺おれはもう、闘いとか暴力沙ざ汰たには、関かかわらないんだ」

　自分はそういう荒あら事ごとから「降りた」のだ。生まれて十六年にもならないが、譲はすでに、切ヽっヽたヽはヽっヽたヽの世界に嫌気がさしている。

　非日常的な大冒険なんて、物語の中だから面白いのだ。譲は、絹ヶ瀬きぬがせ流の技と運動神経こそ父親から受け継いでいるが、気質は母親似なのである。肉体的な暴力も言葉の暴力も苦手だ。できればそんな世界とは無縁に、穏やかな人生を過ごしたいと思っている。

　第一、かつての道場がらみのごたごたから、まだ譲ゆずるを恨んでいる者だっているかもしれないのである。何かのはずみで目立ってしまったら、彼らを刺激しかねない。

　母方の祖父母に引き取られている妹に、これ以上心配をかけたくはない。

「忘れよう、今日のことは。いや、もう忘れた！」

　厄やつ介かいな問題が持ちあがった時は、細かく対処するより、問題ごと投げ出してしまうのが最善という場合もある――などと、頭では考えようとするのだが。

　気がつくと、朝霧あさぎり飛鳥あすかのことを思い返して赤くなっている自分がいるのだった。

（女の子の身体からだって、あんなに柔らかいのか……）

　なにしろ好意を感じていた、それもとびきりの美少女に、しがみつかれ、全力で胸や股こ間かんを押しつけられ、上になったりなられたりして、さんざん絡まりあったのだ。

　格闘技の世界では、闘うことを「肌を合わせる」ということがある。

　譲は、朝霧飛鳥と「肌を合わせて」しまったわけだ。心身ともに健康な青少年なのだから、忘れろという方が無理だ。朝霧飛鳥の身体の柔らかさ、ほのかに甘い匂におい、胸や腰骨の形状までもが大変生なま々なましく心身に焼きついてしまっている。

　忘れることなんてできるのだろうか。

　明日からも、彼女とは同じ教室で顔を合わせるのに。

「うっ」

　髪をかきむしり、もう一度、純白に輝く月を見上げた。

　餅もちつきをしているうさぎが、巨大な剣を振るう少女に見えた。



    

  
    
      
第二章　体操着ブリッジ娘の襲来



　一



　美しい満月が輝く夜。ここは校舎の屋上だ。

　譲ゆずるの目の前に、清せい楚そなセーラー服を着た、髪の長いクラスメートがいる。

　教室では無口だけれど、本当は、雨の日に捨てネコを拾ってあげるような、心の優しい女の子なのだ。姿も心も、月に劣らぬほど清らかで美しい。

「……私に用ってなにかしら、絹ヶ瀬きぬがせくん」

　相手は恥じらいに、かすかに頬ほおを染めている。

　とくん、とくん、とくん……譲の胸の奥で、鼓動が速まる。

　でも、勇気を出せ。今こそ自分の思いを告げるんだ。

「朝霧あさぎりさん、俺おれ……」

　ぎゅっと拳こぶしをかため、思いきって口にする。

「朝霧さんのことが好きです。つきあってください。おねがいします！」

　さあっと夜風が吹いた。さながら二人の心のように、服が、髪が揺れる。

「ありがとう。嬉うれしい……」

　朝霧飛鳥あすかが、きゅっ、とリボンのついた胸もとで手を握りしめる。長い睫まつ毛げを伏せて、華きや奢しやな身体からだを震わせる。

「……でも、ごめんなさい。私にはコーチは必要ないの」

「コーチ？」

　なんの話だ。

「だって私……」

　突如！

　激烈な光とともに、朝霧飛鳥が変身した！

　びかびかびかかかっ、とセーラー服に異様な紋様が走り、みるみる派手なデザインに変わってゆく。手には非常識なほど巨大な剣。先端が欠けた、異い形ぎようの剣だ。

「私は『袈け裟さ斬ぎりの飛鳥』だもの！　誰だれの力も借りずに、強くなってみせるわ！」

　朝霧飛鳥が剣を握り、振りあげる。

「死ねぇぇぇぇえええええりゃああああうぉぁああぁぁぐぉあああああっ！！！」

　とっさに、父に習った技が出た。

「絹ヶ瀬流秘伝！　無む刀とう取どりの極意！」

　振りおろされた刃を、身体を横に開いてかわし、敵の手を上から押さえつける！

「ふんぬ、ぐぅぅぅぅぅぅっっっ！」

　目をぎらつかせた飛鳥あすかが、譲ゆずるの手をもぎ離そうと力をこめる。髪を振りみだし、歯をむきだし、だんだん顔がモンスター化してきた。

「目をさませ！　君は針生はりゆう先生にだまされている！　本当の君はそんな女の子じゃない！」

　自分がなにをいってるのかわからない。

「もう手遅れだわ、私たちは出会うのが遅すぎたのよ！」

「二ヶ月前から同じクラスだったっていってるのに！」

「んんぐぬぬぬぬぬぬぬぅぅぅぅぅぅをぁぁあああああっ！　ぎにゃ――っ!!」

「ニャゥオオオァァゥオォォォァァァァン！」

　どういうわけか飛鳥の肩には、狂暴化した子ネコが乗り、ダブルで咆ほう哮こうしていた。

「お兄ちゃん！」

　いつの間にか背後に、一つ年下の妹と、亡なき両親が出現していた。

「お兄ちゃん、逃げて。私もう、お兄ちゃんが傷つくのは見たくないよ！」

　半泣きで叫ぶ妹。

「……いや、譲よ。おまえは絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者だ。自分の運命から目をそらすな。それは畢ひつ竟きよう、おまえのためにならないことだ」

　そう重々しく、さとすように語りかける父。

「いいえ、譲。あなたは自分の好きなようにお生きなさい。絹ヶ瀬の名前にとらわれることはないわ。お父さんも、本当はそう願っているのよ」

　そして、話しぶりもその内容も、いつもやさしい母。

　みんな譲のことを思って言葉をかけてくれている。それはわかっている。痛いほどに、わかっているのだが――。

「みんなでよってたかって勝手なことをいうのはやめてくれーっ！」

　譲は叫んだ。なにも死んでからまで息子を惑わさなくてもいいと思う。

　が、まずは目の前の敵をなんとかせねばならない。もはや異い形ぎようとなりはて巨大化し、一頭の美しきモンスターと化した朝霧あさぎり飛鳥を。

「ぐぅぅおおぇぇええあああうぉあありゃあああああうぉぁあああぐわあああっ！」

　牙きばをむいて朝霧飛鳥が咆哮する。使いたくはない、使いたくはないが、今は仕方がない。譲は絹ヶ瀬流秘伝の必殺技をかけようとして――。



「はっ！」

　と、ふとんから跳ね起きた。

　見慣れたおんぼろアパートの六畳間だ。窓の外は明るい。早朝だ。

「こ、怖かった……」

　心臓がばこばこ鳴っている。久しぶりに家族の夢まで見てしまった。父も母も、いってることが生前となんにも変わっていなかった。

「……ん？」

　気がつくと、部屋の隅っこに、小さな身体からだがうずくまっていた。

　正座をして、譲ゆずるにお辞儀をしている。膝ひざにバンソウコウが貼はってある。

　中学生、いや、小学生だろうか。ポニーテールだから女の子だろう。

　その中学生だか小学生だかは、お辞儀をしたまま、可愛かわいらしい声で叫んだ。

「絹ヶ瀬きぬがせ譲さん、ですねっ」

「そうだけど……」

　なんだこの状況。夢のつづきか。

「私は、羽衣はごろも学園中等部、三年一組の“〝月光精霊ニンフアー”〟、服部はつとり千紗ちさと申します」

「ニンファー？」

　ということは、朝霧あさぎり飛鳥あすかの同類、アルテミス・ハウリングの参加者か。

　中等部。なるほど、羽衣学園中等部の、半はん袖そで短パンの体操着を着ている。

「こちらの住所は、高等部の先輩に名簿を借りて調べました。勝手に入ったことはおわびします。鍵かぎが開いていたものですから」

　入口の鍵は壊れている。盗とられるものなんかないのでほったらかしだが。

「絹ヶ瀬譲さん。あなたに――」

　ふぁさっ、とポニーテールを振って顔をあげた。色白で童顔の可愛らしい女の子だ。

「果たし合いを申しこみます！」

「はいっ？」

「まいります！　お覚悟！」

　と、どこからともなく取りだしたのは、コンパクトなサイズの鎖くさり鎌がまだった。

　正座の状態から、ぴょんとひと跳びで立ちあがり、服部千紗は、鎖鎌を振りかざして突進してきた。鎖のついた分ぶん銅どうをぶんぶん振りまわし、気合とともに譲に投げつける。

「はぁ――――っ！」

「はぁ――――っ!?」

　同じようなトーンだが意味合いの違う声をあげ、譲はとっさに学校のカバンを楯たてにした。ぼごん、と鈍い音とともに分銅を打ち返す。手て応ごたえが重い。恐おそらく鉛なまりだ。

　次の瞬間、白はく刃じんをきらめかせ、鋭い鎌が、譲の首を掻かっ切るべく襲いかかってきた。頭を下げてかわす。髪の毛を鎌の刃がかすめる感触があった。

「むん！」

　と、譲は拳こぶしを繰りだす。相手と距離を取るための牽けん制せいだ。服部千紗は敏びん捷しようにジャンプして、壁かべ際ぎわで構え直した。

　対たい峙じ。しかし服部はつとり千紗ちさは、ひゅんひゅん分ぶん銅どうを振り回す手を止めない。

（この子もあんまり強くなさそうだなぁ……）

　と、失礼なことを思った。こんな狭い室内では、分銅があちこちにぶつかる危険性がある。おそらく、あまり実戦経験がないのだろう。

　だが服部千紗は、闘志満々で目をぎらつかせ、真っ白いスポーツソックスで畳を踏みしめながら、じりじりと譲ゆずるとの間合いを測はかっている。

「ちょっと待ってくれ！　なんで果たし合いなんかしなくちゃならないんだ？」

「なにをしらじらしい。自分の胸に聞いてごらんなさい！」

「そういわれても――」

　一瞬、絹ヶ瀬きぬがせ流のかつての敵流派が、復ふく讐しゆう戦せんでも挑んできたのかと思ったが――。

　しかし、相手は月光精霊ニンフアーなのだ。過去のいざこざとは無関係だろう。

「ひょっとして、これが目的か？」

　壁にかけてあったバイト服のポケットから、飛鳥あすかにむしり取られた飾かざり珠だまを出す。

「それは、まさか月光貴石アルテミス・クリスタル!?」

　動揺したため、手もとが狂ったらしい。振りまわしていた分銅が壁にぶつかり、跳ねかえって本人の脳天を直撃した。

「ぎゃんっ！」

　ごす。と、すごく痛そうな音がした。だからやめときゃいいのに。

「ひ……」

　耐えきれずその場に座りこんで、頭を押さえて丸くなる。いわゆる女の子座りとかぺったん座りという姿勢だ。気の毒に、目から星が飛んでいるに違いない。

　しかし闘いの最中に、こんな無防備な姿を見せてはいかんだろう。

「悪い、これはただのガラス玉なんだ。……おーい、生きてるか？」

「悪人の情けは受けませんっ！　くぅっ、想像以上に卑ひ劣れつな手を使ってきますね！」

　涙目になりながらも怒鳴りかえしてきた。なかなかいい根性してる。

「だから、悪人ってなんのことだよ」

「とぼけないでくださいっ。ゆうべ、朝霧あさぎり飛鳥先輩に悪さをしようとしたでしょう！」

「悪さ？」

「そうです。今け朝さがた、飛鳥先輩に電話で聞きました。あなたという人は、飛鳥先輩が月光精霊だと知って、黙っててやる代わりにと、金銭を要求したそうじゃないですか！」

「なんだそりゃ……」

「しかも巧妙なことに、コーチの授業料っていう名目でお金を払えっていったそうですね。神聖な武道の技を、そんな悪いことに使うなんて許せません！」

「待てってのに！　――つまり、おまえにそんなこと吹きこんだのは朝霧飛鳥なんだな？」

「吹きこんだ、なんていいかたしないでくださいっ。それとも、今私がいったことに間違いがあるんですか」

「うーん……確かに、あいつの立場から見ればそうなるのかもしれないけど」

「ほーらごらんなさい」

「今のは失言！　あっあっ、だから分ぶん銅どうを振りまわすなって。ほら、柱にぶつかる！」

　ごす。分銅が跳ね返り、ポニーテールの付け根らへんを直撃した。

「ひ……」

「いわんこっちゃない。バンソウコウやろうか？」

「無用です！　こんなのちっとも痛くありませんっ。ひっく」

「べそかきながらいっても説得力ないぞ」

「べそなんかかいてませんっ。ぐすっ。絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるさん、あなたには武芸者としての矜きよう恃じや誇りがないんですか。絹ヶ瀬流といえば、戦国兵ひよう法ほうの技術を今に伝える、幻まぼろしの古流武技として有名な流派でしょう。えっく」

「別にそんな、マボロシとか、大層なもんじゃないけどな」

「聞くところによると、ひくっ、絹ヶ瀬流というのは、江戸時代になってからの、武“〝道”〟とか武“〝芸”〟に昇華されたものではなく、武器の大きさが定まってなかったり、違った武器同士で闘ったり、すごく実戦的な流派だそうですね。確かにアルテミス・ハウリングにはぴったりだと思います」

「それは、そうかもしれない……」

　実は譲も同じことを考えていた。絹ヶ瀬流の技術は、アルテミス・ハウリングという競技だかバトルゲームだかに、非常に有効なのではないかと。

　だからといって、自分から関かかわろうとは、断固として思わないが。

「どんなすばらしい技術も、それを使う人が悪用したらなんにもなりません。あなたは、自分のご先祖さまに恥ずかしいと思わないんですか？」

「話を聞けっていってるだろ。月光精霊ニンフアーってのは、早とちりなやつばっかりなのか？」

「ああっ、今度は私だけでなく月光精霊全員に対する侮ぶ辱じよくまで。かあーっ、もう許せません。私の先輩や友達の分まで、怒りの鉄てつ槌ついを見舞わしゃさせていただきますっ」

　若干、舌が回らない部分もあったようだが、服部はつとり千紗ちさの怒りは本物らしい。譲自身にも経験があるが、頭に血がのぼっていると他人の言葉が耳に入らなくなる。

「今こそ、おばあちゃんから教わった必殺技、『羆ひぐまキャプチャー』を出す時です。たとえ絹ヶ瀬流の使い手であろうとも、この技は受けられないはずですっ！」

　その『羆キャプチャー』なる技がどういうものか、興味がないこともないが――。

　ごす。分銅が天井に跳ね返り、頭部のなんだか医学的にヤバそうな部位を直撃した。

「ひ……」

　また座りこんで頭を抱える。このままほっといたらコブだらけになってしまうだろう。

「わかった。わかったから落ちついてくれ。こんな時間に大騒ぎしてたら、他ほかの部屋の人の迷惑になる。おまえが月光精霊ニンフアーだってこともバレちゃうかもしれないぞ」

「ぐっ」

　服部はつとり千紗ちさは言葉に詰まった。

「それに、そっちが鎖くさり鎌がまを持ってるのに、俺おれの方が素す手でっていうのは不公平だ。俺を懲こらしめて改心させたいなら、ちゃんとフェアプレイでないと意味ないだろ」

「むむむ……悪人のくせに正しいことをおっしゃいますね」

　しぶしぶうなずく。これでけっこう素直な性格らしい。

「あと、こういっちゃなんだけど、中学生の女の子と、本気で勝負するわけにはいかないよ。そんなことしたら、それこそ親父おやじに合わせる顔がない」

「月光精霊を見くびらないでください。ハウルを着なくても、あなたなんかには負けません。先輩がたや針生はりゆう先生に、毎日ご指導をいただいてるんですから」

「先輩がた、って、うちの学校の月光精霊か」

「そうです。私も先輩たちも寮に入って、朝から晩まで猛練習を積んでます」

　ゆうべ針生先生が、そんな話もしていた。羽衣はごろも学園の月光精霊たちは、全員一緒に寮生活をしているそうだ。もちろん一般の生徒には極秘である。

「そういわれても、じゃあ闘おうとはいえないって。どんな猛練習してるのかも、こっちは知らないんだし」

「なら、どうすれば私と果たし合いしていただけるんですかっ」

「うーん、そういわれてもなあ」

「なにか考えてください。でないと、あなたを懲らしめられないじゃないですか」

「っていうか、なんで自分で懲らしめられる条件を考えなくちゃならないんだ」

　しかし本人は真剣みたいだし、追っ払うのも気の毒に思えてきた。子どものまっすぐな正義感は大事にしてあげるべきだと、いつか母親もいってたし。

「じゃ、ちょっとテストさせてもらおうか」

「受けて立ちます。どんなテストでしょうか」

「どれだけ鍛えてるか確認させてくれ。そうだな……」

　こんなせまい六畳間で、激しい運動はできない。

　でも、譲ゆずるは迷わなかった。父が門人にさせたことをこの子にもやらせればいいのだ。

「じゃ、まず逆立ちだ。できるか？」

「もちろんです。あ、すみませんけど、これ持ってていただけますか」

「うん」

　敵にあっさり武器を渡すのもどうかと思うが、まずは一安心だ。主に所有者にとって。

「では、いきます。よろしくおねがいしますっ」

　律りち儀ぎに礼をすると、体操着の裾すそを短パンのゴムにぎゅぎゅぎゅっとたくしこみ、畳に手をついて、ひょいと倒立した。

「へえー」

　譲ゆずるは感心した。きれいに一直線に身体からだが伸び、爪つま先さきもぴしりとそろっている。

　ポニテの先が、習字の筆先のように畳に触れているのがご愛あい嬌きようだ。畳のホコリで汚れてしまうんじゃないかと、つまらない心配をしてしまう。

　体操着の裾は短パンにしっかり入っているので、おなかは出ていない。スポーツソックスはおろしたてらしく、足の裏まで真っ白だ。

「じゃあ、次はそのままブリッジ。手は着けないで。苦しかったら無理はしないように」

「はいっ。大丈夫ですっ」

　服部はつとり千紗ちさが、倒立の状態から、くくくく、と、ゆっくり背中を傾け、白ソックス履ばきの爪先を、すとん、と畳に着けた。額ひたいを畳に当て、手は、薄い胸で軽く組む。

　爪先を立てたまま、背中をくいっとそらす。踵かかとは着けず、爪先と頭の三点だけで、そりかえった身体を支える。

「やるなあ。きれいな三点ブリッジだ」

　これだけで、この子が普段からまじめにトレーニングしていることがよくわかる。

「首、だいぶ鍛えてるみたいだな」

「はいっ。針生はりゆう先生の方針で、とにかく首だけは大事にしろっていわれてますから」

　さすが針生先生だ。いや、当然といえば当然なのだが。スポーツ、特に格闘技系の競技者にとって、首を鍛えることは、文字通りの意味で生命線だ。無理して鍛えすぎても傷めてしまうが、とにかく首だけは頑がん丈じように作らなければならないのだ。

「この上に人を乗せることもできますよ。よかったらどうぞ」

「いや、さすがにそれは」

　いくら鍛えているといっても、いたいけな女子中学生に跳び乗る気にはなれない。

　というより、すでにいろいろと、視覚的、角度的に問題がある。

　全体のフォルムを見ていたので気づかなかったが、千紗はこちらに脚あしを向けてブリッジしているのだ。

　すなわち譲の眼前に、短パンがぱっつんぱっつんの状態の腰が、突き出されている。

「どうです。ちゃんと見てくださってますか？」

「えー、あー、まあ、うん」

　微妙に目をそらしつつ答える。ともすれば、短パンの隙すき間まから内側が覗のぞけてしまいそうなのだ。本人には自覚がないらしいが。

「もっとそることもできますよ。見ててくださいっ」

　ぐぐぐっとおなかを持ちあげる。

　が、やりすぎた。

　ショートパンツにたくしこんだ体操着が出てしまったのだ。ぺろーん、と一気に体操着がめくれあがり、おなかが、胸のふくらみの直前ぐらいまで丸見えになった。

「ひゃわわわわっ」

　さすがに慌あわてたのか、あたふたとおなかを隠そうとする。その拍子にバランスが崩れ、ソックスをはいた足が畳の上で、つるんとすべった。

「わ、わ、わっ。きゃあっ」

　ブリッジがつぶれ、服部はつとり千紗ちさが尻しり餅もちをついた。

「お、おい。大丈夫か」

　思わず近寄ろうとしたら、譲ゆずるの足もすべった。おなかをむきだしにしている身体からだの上に、押しつぶすように倒れてしまった。

「むぎゅっ」

「ご、ごめんっ！」

　慌てて身体を起こし――。

　二人同時に、はっとする。

　至近距離で目が合う。唇と唇が触れてしまいそうなほどの近さだ。

「ひ……」

　なにを勘違いしたのか、服部千紗は真っ赤になった。

「なっ、なにするつもりですかっ。まさか、私のことまで毒どく牙がにかけようと――」

「違う違う。なにいいだすんだ！」

　ばん！

　と、だしぬけに入口のドアが開き、カバンを持ったセーラー服姿の飛鳥あすかが顔を出した。

「千紗！　やっぱりここにきてたのね――って、絹ヶ瀬きぬがせくん……。あなた、千紗になにしてるの……？」

　譲に組み敷かれ、体操着を胸までまくりあげた後輩を見て、きりきりきり、と、飛鳥の美しい眉まゆが逆立った。

「あ、いや。誤解だ、誤解っ」

　だが真っ赤に顔を染めた千紗は、か細い声で呼びかけた。

「飛鳥先輩、たすけて……」

「」

　と、飛鳥の瞳ひとみに、怒りの色が炸さく裂れつした。

　胸のブローチから閃せん光こうがほとばしり、飛鳥のセーラー服に無数の紋様が走った。ハウルがドライブ状態になったのだ。手には巨大な剣が現れる。

「この！　ケダモノぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉあありゃぁあああぐおぁぁぁあああっ!!」

　どっちがケダモノかわからないような声をあげて、飛鳥あすかが斬きりかかってきた。

　その大きな瞳ひとみに映る自分が、死相を浮かべているように見えた。



　二



　五分後。

　破壊の限りを尽くされた部屋を、譲ゆずるは情けない思いで見回していた。

「ううう……。大おお家やに見つかったら、いくら弁償させられるんだろ」

　電灯の笠かさは砕け、押し入れのふすまはへし折れ、壁は傷だらけ。奇跡的に窓が割れていないのが不幸中の幸いだ。外からでは中の惨状はわからないだろう。

　が、引越しの時に点検されたらバレてしまう。弁償代は、敷金だけで足りるだろうか。

　破壊の張本人であるところの飛鳥は、部屋の隅で、千紗ちさをかばうように譲をにらんでいる。ハウルの変身は解除して、今は普通の制服姿だ。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、あなたがこんな悪人だったとは知らなかったわ……」

「誤解だって何度いやわかるんだ！　だいたいもとはといえば、おまえが電話で、この子に妙なこといったのが悪いんじゃないか！」



    

  
    
      



    

  
    
      「私は事実を話しただけよ。千紗ちさがあんまり怒ってたから、私も名簿でここの住所を調べてきたの。きてよかったわ。千紗の身になにかあったら責任問題だもの」

「だから、さっきのは事故だってのに！」

「ああいってるけど、どうなの？　千紗」

　千紗はまだおびえた顔で、セーラー服の飛鳥あすかにしがみついている。

「事故じゃないです。わざとでした」

「ちっっっがぁーうっ！」

「――と思ってましたけど、私の早とちりだったかもしれません。疑わしきは罰せずといいますし、絹ヶ瀬きぬがせさんの言葉を信じてあげてもいいんじゃないでしょうか」

「なぜ俺おれが情けをかけられるような立場になってるんだ……」

　とてもじゃないが、部屋の修理代を出せなどといいだせる雰ふん囲い気きではない。

　ここはまず、根本的な誤解から解いていかないことには、話にならないようだ。

「あのな、この際はっきりいっとくぞ。俺は、おまえのコーチなんかする気はないんだ」

「そうなの？」

「おまえだけじゃなく、誰だれのコーチをするつもりもない。ゆうべ針生はりゆう先生にもそういった」

「でもあなた、私にひと目め惚ぼれして、近づく機会を狙ねらってたんでしょ。それで、ゆうべの一件をいいことに、これがチャンスとばかりに恥も外がい聞ぶんもなく――」

「ゆってねえだロうが、んーなこたぁ！　だぁレも、まルっきり、ひとっ言もっ！」

　憤激のあまり巻き舌になった。

「それに勝手に話を足すな！　ひと目惚れとか、どっから出てきた話だよ!?」

　二人は聞いてくれなかった。千紗は飛鳥に抱きついたまま、嫌けん悪おの目を譲ゆずるに向けている。

「絹ヶ瀬さんみたいな悪人って、ほんとにいるんですね……。寮で先輩たちが貸してくれるマンガには、よくそういう嫌われ役が出てきますけど、実在するなんて驚きです」

「でしょ。だから私もこの人には近づきたくないの」

「その判断は正しいと思います。やっぱり飛鳥先輩って、頭がいいです」

「ありがと。そんなこといってくれるのは千紗だけよ」

「あふ……。そんなに髪を撫なでたら、くすぐったいです……」

　先輩後輩の絆きずなを深める二人。俺の存在を忘れるなといいたい。

「そうだ、飛鳥先輩。大事なことを忘れてました。そもそも、このお話をするために、さっき電話をかけたんです」

「大事なこと？」

「今日の放課後、港湾エリアで女め神がみのバトルがあるんだそうです」

　千紗のポニテを撫でていた飛鳥の手が止まった。

「今の女神が、挑戦者と闘うらしいです。解体中のレンガ倉庫で、夕方の五時くらいから。もしかしたら、他ほかの人も挑戦できるかもしれないって、先輩たちがいってました」

「…………っ！」

　飛鳥あすかは息をのみ、ぎゅーっと千紗ちさを抱きしめた。

「あ、あすかせんぱいっ。くるしい、くるしいですっ」

「女め神がみの居場所がわかるなんてすごいチャンスじゃない！　行く、絶対に行くわ！　ありがと、千紗！」

「ど、どういたしまして。お役に立ててよかったですっ」

　飛鳥に抱きしめられながら、千紗は頬ほおを真っ赤にして嬉うれしそうだ。

　譲ゆずるはそんな二人の世界に割りこむ気力もなく、どんよりした顔で見ているばかりだった。



　千紗はそれからすぐ、元気にポニーテールを振って部屋を出ていった。これから学校に戻って、月光精霊ニンフアーたちの朝練習に参加するのだそうだ。

　飛鳥と二人きりになると、譲はやはり落ちつかなかった。昨日の今日で、まだ気持ちの整理ができていない。

　飛鳥は譲と距離を置いてこちらをジト見だ。スカートの裾すそを直したりしているが、なにを今さら、と思わないでもない。ゆうべは腰よう部ぶとか臀でん部ぶとか平気で押しつけてきたくせに。

「あー、ええと……」

　黙っているわけにもいかないので、とりあえず平静を装って口を開いた。

「えー。あの千紗って子も、アルテミス・ハウリングで優勝を目指してるわけだよな」

「そうよ。実家は北海道だけど、おばあちゃんもお母さんも、若い頃ころはこの街で月光精霊やってたって。だから千紗も、小さい頃から、月光精霊になろうって決めてたらしいわ」

　距離を保ちつつ飛鳥が答える。そんなに警戒しなくてもいいのに。

「おばあちゃん、って――アルテミス・ハウリングって、そんな昔からつづいてるのか」

「江戸時代とか、もっと前からある行事だそうよ。それが最近になって、今ふうの名前に変わったって聞いたわ」

「一緒に行かなくてよかったのか？　朝練」

「私は非正規の参加者だから、羽衣はごろも学園チームとは別行動なの。それに、もし正式な月光精霊として認められても、誰だれかと一緒にやってくつもりはないし」

「どうして。一人じゃ練習だってできないだろ」

「私の勝手でしょ。――あのね、はっきりいっておくわよ、絹ヶ瀬きぬがせくん」

　飛鳥はあらたまった顔になり、譲をにらみつけた。

「私の秘密を知ったからって、これをきっかけに仲良くなろうなんて思わないで。私は、あなたになんの興味もないし、義理も借りもないんだから」

　ここまでいわれると、温厚な譲でもさすがに腹が立ってくる。

「おまえ、こんなに部屋めちゃくちゃにしといて、よくそんなこといえるな。ゆうべ破かれたバイト服だって、あとで俺おれが店長に叱しかられるんだぞ」

　飛鳥あすかはふんっと顔を背そむけるようにして、壁にかかったバイト服に目を向けた。

「ゆうべは暗くて気がつかなかったけど、あなたがバイトしてるのって、白縫しらぬいグループのメイド喫茶チェーンなのね」

「そうだよ。中央二十丁目のでかい店」

「白縫グループ……」

　と、飛鳥はなにやら思うところありげな表情だ。

「なんだよ。まさかメイド喫茶で働きたいのか」

　このルックスでメイドさんになったら大人気になるとは思うが。

「バカいわないで。ひょっとしてあなた、クビになったりするのかなって思ってたのよ」

「そこまではないだろうけど、弁償くらいさせられるだろうな」

「お金あるの？」

「あるように見えるか？」

　家賃は月一万九千円。築何十年かわからないほど古いアパートである。トイレもなければカーテンもない。畳はケバだっているし、天井板にはシミが広がっている。

　家具らしい家具はほとんどないが、電話と冷蔵庫はある。生きていくためにはテレビより電話と冷蔵庫……などと優先順位をつけねばならないほどに生活は苦しい。

　正直、あまり知人には見せたくない生活環境だ。

　まして、曲がりなりにも好きな――あるいは好きだった――女の子には。

「一応、参考までに聞いときたいんだけど」

　無表情のまま、飛鳥が横目づかいに冷徹な視線を向けてくる。

「あなた、どうしてそんなにコーチのバイト嫌がってるの。生活費、もっとあった方がいいんじゃないの」

「余計なお世話だ。俺のコーチなんか必要ないんだろ」

「私には必要ないわ。でも、あなたに教わりたがる物好きだっているかもしれないじゃない。興味ないからよく知らないけど、有名なんでしょ、絹ヶ瀬きぬがせ流って」

「俺は、誰だれのコーチも、しない」

　言葉をはっきり区切りながら、強い口く調ちようできっぱり告げる。

「だから、どうしてかって訊きいてるんじゃないの」

「それこそ俺の勝手だろ」

「…………」

　飛鳥はさらに不愉快そうな顔になり、だしぬけに立ちあがった。いちいち行動が唐とう突とつだ。

「その通りね！　別にあなたの心配なんかしてあげることなかったわ！」

　譲ゆずるは目をぱちくりさせた。なんと、心配してくれていたのか。わかりにくすぎる。

「よく考えたら、どうして私あなたとおしゃべりなんかしてるのよ」

「いや、俺おれに訊きかれても」

「先に行くけど、くれぐれも学校では話しかけてこないように。いいわねっ！」

　いつも教室で見ている仏ぶつ頂ちよう面づらより、二割ほど不機嫌さ増量で、ローファーの靴を履はく。

「なあ、ひとつだけいいか」

「なに。やっぱり雇やとってくれなんていっても聞かないわよ」

「あんな大きな剣じゃなくて、もっと身体からだに合った武器を使った方がいいぞ」

「……針生はりゆう先生と同じことをいうのね」

「誰だれだっていうさ」

　飛鳥あすかはもう答えなかった。ドアが閉まり、早足で階段を下りる足音が聞こえた。



　三



　モノレールを下りて学校に向かう。着ているのは予備の制服だ。

　周りには同じように学校へ歩く女子生徒たちの姿がある。

「この中にも、アルテミス・ハウリングに参加してる生徒がいるかもしれないのか」

　そう思うと、なんだか見る目が変わってしまう。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、おーはーよっ」

　後ろから声をかけられた。セリフのあとに「♪」がつきそうな、さわやかで明るい声だ。

「ああ、糸村いとむらか。おはよ」

　同じクラスの糸村真美子まみこ。以前ご近所同士だったおさななじみである。歩きながら、譲の顔をのぞきこんでくる。

「なんだか疲れた顔してるね。ゆうべもバイトだったの？」

「まあな」

　糸村真美子は譲の家庭の事情を知っている。もちろん、みだりに第三者に話したりはしないが。

「困ったことがあったら相談してね。るーちゃん昔から、すぐ無理するから心配だよ」

「るーちゃんはやめてくれってのに」

　苦笑しつつたしなめる。「るーちゃん」「まみちゃん」は小学校時代の呼び方だ。

「もし、いいバイトの話があったら教えるからね。ちょっと心当たりもあるし」

「ほんとか！　ぜひ頼む！」

　糸村真美子も譲に劣らず面倒見の良いい性格で、昔から同級生に人望があった。今は同じ一年三組の副委員長をしている。

　父親はどこかの会社の偉い人らしいので、バイトの話は当てにしてもいいかもしれない。たとえ決まらなくても、自分を気にかけてくれる友人の存在は、それだけで心の支えになる。

「そうだ。おまえさ、コスプレ通り魔の噂うわさって聞いたことあるか」

「あるっ」

　身を乗りだしてきた。さすが女の子。噂うわさ話ばなしに鋭敏らしい。

「アレでしょ。メイドさんとかナースとかが、夜中に暴れてるっていう話でしょ。なに？　ひょっとして、るーちゃ、じゃなくて、絹ヶ瀬きぬがせくんも襲われたの？」

「い、いや。そんなわけないだろ。――ていうか、おまえ、その噂、信じてるのか？」

「えへへ。実はあんまり」

　糸村いとむら真美子まみこは片目をつぶってぺろっと舌を出した。小さい頃ころからの癖くせである。

「でもさ、ホントだったらおもしろいじゃない？　なんか夢があるっていうかさ」

「夢があるかあ？」

「自分でもちょっとやってみたかったりしない？　きれいに着き飾かざって、カッコよく闘うって、私なら憧あこがれちゃうけどな」

　一種の変身願望だろうか。女の子がきらびやかな衣装に憧れるのはわかる気もするが。

　不意に、視線を感じた。



    

  
    
      



    

  
    
      　朝霧あさぎり飛鳥あすかだった。学校の正門横の植え込みの陰から、じーっとこちらを見ている。

「あっ、朝霧さん。おはよー」

　真美子まみこも気づいて手を振った。真美子は誰だれにでもわけへだてなく笑顔を向ける。たとえクラスのはみだし者でも。

「……おはよう」

　聞こえるか聞こえないかの声で、表情も変えずに飛鳥は答え、昇降口に姿を消した。

　さっき譲ゆずるの部屋を破壊した時とはえらいテンションの違いだ。

「どうしたんだろ。私たちのこと見てたけど」

「えーと。さあ」

　おそらく、譲がゆうべのことを口走らないか、聞き耳を立てていたのだろう。

　これから二年のクラス替えまで、ずっとこの調子で過ごすことになるのだろうか。そう思うと、譲は憂ゆう鬱うつになった。



　針生はりゆう先生の方は、普段とまったく変わりない態度だった。

　が、飛鳥は、その日は一日中、チラチラと譲に視線を向けていた。

「なあ、うちのクラスの女め神がみさま、今日はずっとおまえの方見てね？」

　染師町そめしまち孝介こうすけが昼休みにささやいてきた。

「気のせいだろ。てか、なんだよ女神って」

　もしやこいつもアルテミス・ハウリングのことを知っているのか。そう思ったのだが、考えすぎだったようだ。

「彼女は俺おれの女神なの。そういうこと！　ああっ、なんとか仲良くなりたいっ。それがダメならあの冷たい目で罵ののしられたり、踏まれたりしてみたい！」

「なんか嗜し好こうが危ない方向にいってるぞ……」

「あのきれいな顔見てると、そんな気がしてくるんだよ。おまえはそんなことないか？」

「ないって。たぶんそういうのって、ほんとにされたら、あんまり楽しくないんじゃないか？」

　体験者の弁だが、もちろんそんなことを明かすわけにはいかない。

「なんか冷めてんなぁ。譲、おまえも彼女に気があるみたいなこといってただろ」

「いや、それなんだけどな。俺は別に朝霧飛鳥には関心ないから。仲良くなりたかったら、俺に遠慮しなくていいからな」

　もっとも朝霧飛鳥は男性には興味なさそうだが。月光精霊ニンフアーは恋愛禁止だというし。

「は？　なんだよ急に……ああっ、もしかして！」

　がしっ、と譲の肩をつかみ、染師町孝介は妙にシリアスな顔である。譲より頭半分背が高いので、見下ろされる形になる。

「譲ゆずる……おまえ、俺おれに朝霧あさぎり飛鳥あすかをゆずるために身を引こうとか思ってるんじゃないのか」

「はぁ？　いや、別にそういうわけじゃ――」

「だめだぞ、譲！　名前がユズルだからって、なんでもかんでもそうやって他人に遠慮してゆずってばっかじゃダメだ。時には他人と争ってでも、欲しいものは手に入れる！　そういう闘争心を、おまえはもう少し身につけた方がいい」

「なんの話だよ！　おまえは俺の保護者か！」

　他人と争って欲しいものを奪う。まるでアルテミス・ハウリングだ。

　朝霧飛鳥と関かかわっていたら、いやでもそういう姿勢を学ぶことになるかもしれないが。

「俺はなあ、譲、おまえ見てると時々心配になるんだよ」

「同級生に踏まれたいとか罵ののしられたいとかいってるおまえの方がよっぽど心配だ」

「いいか、譲。俺なんかに遠慮するな。親友同士、正々堂々、彼女の愛を奪いあおうぜ！　これもまた青春のロマンてやつだ！」

「そういう話じゃないっていってんだろ！　だいたい誰だれと誰が親友なんだ！」

　染師町そめしまち孝介こうすけは決して悪い人間ではないのだが、時々変な思いこみで暴走する。心配してくれるのはありがたいが、糸村いとむら真美子まみこと違って、どうもピントがズレ気味なのだ。

　といって、飛鳥が月光精霊ニンフアーであることや、アルテミス・ハウリングの話をするわけにはいかない。譲は、女性の好みが変わったなどといって、なんとか染師町孝介をごまかした。



    

  
    
      
第三章　夜の美少女コロシアム



　一



「気の毒だけど、明日からこなくていいから」

　店長の宣告は予想外のものだった。

「クビ、ですか――」

「当たり前だろ。店の制服を無断で着て帰るなんて規則違反もいいところだ。本社に叱しかられるのは私なんだからね」

「でもそれは、クリーニングの業者さんが俺の服を持ってっちゃったからで……」

「見逃してあげたいところだが、こんなにボロボロにしてしまったんじゃねぇ。一応、事情を聞いておこうか。一体なにがあったんだ？」

「えー。それはその、いろいろと」

「いえないのかい」

「はあ」

　店長は「お話にならない」という顔になった。だが、針生はりゆう先生との約束を破るわけにはいかない。仮にコスプレ通り魔に襲われたなんて話をしても、信じてもらえないだろう。

「本社の指示で、ルール違反をした従業員には厳しく対処するよういわれてるんだよ。今日付づけで、解かい雇こだ。ああ、弁償のことは気にしなくていいよ。今週の君の給料と、とんとんにしておくから」

「とんとんって、給料もらえないんですか？」

「ほんとはそれでも足りないくらいなんだ。しかし、今までまじめにやってくれたから、せめてもの好意だよ」

「……ありがとうございます」



　世の中、厳しい。

　だが店長を恨むのは筋違いだ。店長も被雇用者である以上、本社の方針には従したがわなければならないのだ。

　恨んだり憎んだりしてはいけない。そう自分にいい聞かせる。

　譲ゆずるはバイト生活が長い。クビとか解雇には慣れている。こういう時はすぐ動くに限る。間を置いて、落ちこんで精神活動のエンジンを止めてしまうと、再起動に時間がかかる。

　携帯電話は持っていないので、店を出てすぐ、公衆電話の受話器を取った。登録しているバイトのあっせん業者に、かたっぱしから電話をかける。

「はい、ちょっと急にピンチになっちゃって。どんな仕事でもいいから回してもらえませんか。――あ、ただ、昼間は学校にいかなきゃいけないんで、夕方からでないと働けないんですけど。……難しいですか。わかりました、どうも」

　全滅だった。

　下へ手たをすると今週どころか来週の仕事もない、といわれてしまった。

「……どうしよう」

　かたわらに学校のカバンを置き、譲はバス停のベンチに座りこんだ。

　空には茜あかね色いろの雲がなびいている。そろそろ夕暮れの時刻だ。

　夕焼け。

　夕焼けは嫌いだ。赤い空を見ていると、思いだしたくないことを思いだす。

　父のこと。

　母のこと。

　過去のこと。

　してはいけないことをしてしまった、記憶。フラッシュバック。

「しまった……」

　うっかりしていた。座りこんだりせず、どこでもいいから建物の中に逃げこむか、日陰にでも入ってしまえばよかったのだ。

　頭上に広がる赤い空。

“〝あれ”〟だ。“〝あれ”〟がまた頭の奥から押し寄せてくる。

　記憶。

　に、まつわる悪お寒かん。

　と、発作めいた、衝動。

　記憶は凶器だ。時に人間の肉体にまで作用して、害をなす。

　譲ゆずるにとっては、夕焼け空がその引き金になってしまうのだ。見つめていると貧血を起こしたように意識がかすみ、果てしなく陰いん鬱うつな精神状態に落ちこんでしまうのだ。

　深呼吸をした。だめだ。気分が沈んでいく。漏ろう斗とに流れ落ちる水のように、活力が足もとから吸い出されてしまう。

　ベンチに座ったまま、下腹に力を入れた。空を見るまいと顎あごを引き、地面に目を向ける。

　全身から汗が出てきた。悪い兆候だ。ずいぶん前だが、このまま失神してしまったこともある。最近はこんな状態に陥おちいることはなくなっていたのだが。

　神経が。

　神経がささくれだっていく。

　世の中のすべてが呪のろわしいような。

　亡なくなった両親も、妹のことさえも、なにより自分自身が忌いまわしく、呪わしく――。

　だめだ。

　落ちつけ。なにか他ほかのことを考えろ。学校のことでも友人のことでもいい。昔のことではなく、今現在の確かななにかを――。

「絹ヶ瀬きぬがせくん」

　不意に目の前に、白いソックスをはいた、すらりと長い脚あしが立った。

「え……？」

　顔を上げると、朝霧あさぎり飛鳥あすかの姿があった。

　腕組みして、傲ごう然ぜんと譲を見おろしている。

　その瞳ひとみと視線が合った瞬間、不思議に気持ちが落ちついた。

　現実世界に復帰できた。そんな気がする。意識がのみこまれそうになっていた濃い霧が、風のひと吹きで消えてしまったみたいな――。

「……こんなとこで、なにしてるんだ」

　何事もなかったような声が出た。頭上にはまだ赤い空が広がっている。でも、もう大丈夫だ。とりあえず今は、大丈夫。頭も、心も、しっかりしている。

　飛鳥の方は、そんな譲の内心には気づくはずもない。

「ちょっと様子を見にきたのよ、女め神がみのバトルまでは時間もあるし」

　いいながら飛鳥は、気づかわしげに譲の顔をのぞきこんだ。

「……大丈夫？　なんだか顔色が悪いみたいだけど」

「なんでもないよ。ちょっと、いろいろ考えてただけだ」

「電話してるの聞こえちゃったわ。仕事、辞やめさせられたのね」

「……まあな」

「私が事情を説明してあげる。も一度お店に行きましょ」

「は？」

　飛鳥あすかは指定カバンを肩に引っかけたまま、不機嫌そうにそっぽを向いた。

「しょうがないでしょ。服を破っちゃったのは私なんだし。一応責任はとらなきゃ」

　譲ゆずるの口もとは、自分でも気づかないうちにほころんでいた。針生はりゆう先生がいっていたことを思いだす。――あれで結構、他人に気を遣つかうところもあるのよ。

「おまえ、俺おれと話すのも嫌なんじゃなかったのか」

「それとこれとは話が別でしょ。……なにニヤニヤしてるのよ。クビになって嬉うれしいわけ？　ひどい目にあって喜ぶ趣味でもあるの？　ちょっとおかしいんじゃないの、あなた」

　それは染師町そめしまち孝介こうすけの趣味だ。というか、ここで罵ば倒とうしなくてもいいと思う。

「ありがとう。気持ちは嬉しいよ。でも、無駄だと思う」

「どうしてよ。私のせいなのに、あなたがクビになるなんて理不尽じゃない」

「その理屈は通らないだろ。もとはといえば、俺が規則違反して制服を持ちだしたのが悪かったんだから。他ほかの従業員にしめしがつかないだろうしな」

「そうかもしれないけど……代わりの仕事、見つかりそうにないんでしょ？」

「気にすることないって。あちこち求人を当たればなんとかなるから」

「でも、さっきの電話では――」

「別に明日からすぐ路頭に迷うってわけじゃないんだ。どうにかするさ」

「…………」

　飛鳥はむっつりと腕組みしてなにか考え始めた。釈しやく然ぜんとしていないようだ。

「もし気にしてくれてるなら、なにかバイトの話でもあったら紹介してくれ。できれば楽で、短時間で給料のいいやつがいいな」

　冗談めかしてそういったが、飛鳥は聞いていないようだった。腕組みしたまま、じっと考えこんでいる。

「……よし、決めた」

「なにを」

「あなたを私のコーチに雇やとってあげる」

「…………」

　即座にはなにをいってるのかわからなかった。が、脳がその意味を理解すると、はぁぁー？　と高周波の声が出た。通行人が驚いて振りかえる。

「これであなたの暮らしが立ち行かなくなったら寝覚めが悪いもの。あなたなんかに親切にしたくないし、すごく不本意だけど、針生はりゆう先生の勧すすめに従したがうことにするわ」

「いや、ちょっと待――」

「従うってのは嫌な言葉ね。むしろ積極的に、あなたを利用させてもらうわ。他人と練習するのは気が進まないけど、がまんしてあげる。あなた、最初に思ったほどには悪人でも卑ひ劣れつ漢かんでも腹黒でも犯罪者予備軍の色しき魔までもないみたいだし」

「色魔っておまえな――」

「とりあえず、試用期間っていうの？　お試し状態みたいな感じでアドバイスくれればいいわ。あっ！　でも、だからといって、なんでもあなたの指示通りにするなんて思ったら大間違いよ。コーチにかこつけて、その……い、いかがわしいこととかしようとしたら、容よう赦しやなくクビにするから！　それだけは肝きもに銘じておいてよね。わかった？」

「いや、だから待――」

「あとはお給料の問題ね。そんなにたくさんは出せないけど、当面、生活に困らないぐらいは払ってあげるわ。細かい計算は面倒ね。週払いでいきましょ」

「人の話を聞――」

「とりあえず、週給三万円でどう？」

「三万っ！」

　びよ～んとバネ仕掛けの音がしそうな勢いで、ベンチから立ちあがってしまった。

「週に三万……ってことは、月に……」

「一ヶ月が四週間と考えて、十二万ってとこね。足りる？」

「足りるもなにも！」

　高速で脳内計算機が作動した。メイド喫茶のバイトは週に一万八千円。空あいた日に他ほかのバイトもして、現在の譲ゆずるの月収は、八万から九万というところだ。

　バイト先の大学生がもらっている仕送りも月に九万だそうだから、それを考えると悪くない額にも思える。だが、譲の場合はこの収入の中から、各種の学校への支払いもまかなっているのだ。学校側も配慮して減免制度を適用してくれたり分割払いにしてくれているが、正直かなり苦しい。

　かといって、お金のかからない学校に転校する気にはなれない。せっかく中等部から無試験でエスカレーター式に高等部に上がれたのだ。なじんだ羽衣はごろも学園を離れたくはない。

　だが、それらの悩みは、ここで月十二万の収入が保証されれば一気に解決する。携帯電話やテレビだって買えるだろうし、なにより、祖父母や妹に心配をかけずにすむ！

「もちろん、いつまでも雇やとっとく気はないわよ。私のコーチをしてるあいだに、なるべく早く別の仕事を見つけなさい。そしたら私もこれまで通り、一人でやっていくから」

「いや、待て待て。タイムタイム！」

　譲ゆずるは我にかえって両手を突きだした。

「話を勝手に進めるな。俺おれはコーチなんかしないっていってるだろ！」

「週に三万円じゃ不足？」

「不足どころか、むしろもらいすぎ……。いやいや、そういう問題じゃない。――だいたい、そんなお情けで雇やとってもらいたくなんかないんだよ」

　それも、好きな女の子に。という言葉はのみこんだ。

「贅ぜい沢たくいってる場合？　それとも他ほかに仕事のあてでもあるの？」

「いや、ないけど……」

「ほーら」

「うぐぐ」

　確かに。

　確かに、ここで飛鳥あすかの話に乗れば、金銭的な問題は一挙に解消される。

　でも、だからといって――。

　いやいや、しかしここは現実的に考えて――。

　さりとて、この場で即断するのは――。

「むむむむ……」

「議論の余地なしね。さ、行くわよ、コーチ」

「行くって、どこに？」

　飛鳥はもう話がまとまったつもりでいるらしい。

「決まってるじゃないの。女め神がみのバトルを見に行くのよ。私のコーチになった以上、アルテミス・ハウリングについて、もっとよく知ってもらう必要があるわ」

「だから、俺はまだ引き受けるともなんとも！」

「あ、もしかしたら給料は先払いの方が都合がいいかしら。それだったら駅のＡＴＭでお金おろして、来週分の給料、先に渡しておくけど」

「――――」

「ほら、なに固まってるの。早くいらっしゃい、絹ヶ瀬きぬがせコーチ」

「……とりあえずその呼び方はやめてくれ」

　まだコーチを引き受けると決めたわけではない。決めたわけではないが。

　ひとまず飛鳥についていくことにした。

　お金のない男子高校生と、友達のいない女子高校生。

　こんな二人が組んだところで、なにかプラス効果が望めるものか、はなはだ疑問ではあるが――。



　二



　モノレールの終点に到着した。ここは街の東側。港湾エリアのはずれだ。

　駅を出て、荷物をコインロッカーに入れる。ロッカー代は飛鳥あすかに貸してもらわなければならなかった。それほど譲ゆずるの財布の中身は、限りなく空気率が高かったのだ。

　すでに陽ひは落ち、空は黄昏たそがれ色に染まっている。ほとんど人通りもない。

　宵よい闇やみの中を、飛鳥につづいて歩く。ほどなく、古い大きな倉庫にたどりついた。

　取り壊し間近のレンガ倉庫だ。ところどころ壁が崩れかけている。

　電気はまだ通っているらしく、薄暗い明かりがついている。貨物はすべて運び出され、がらんどうの内部は学校の体育館よりも広い。

　そこに、大量の少女たちがひしめいていた。

「なんだ、こりゃあ」

　譲は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。その場に集まっているのは、みんな中高生か、せいぜい二十代前半くらいの若い女性たちだった。譲以外、男性は一人も見当たらない。

「これが全部、“〝月光精霊ニンフアー”〟なのか？」

「そうよ。まだ誰だれも変身してないみたいだけど、いざとなったらハウルを着てバトルするの。油断しちゃだめよ。基本的にはお互いみんな敵同士なんだから」

「いや、これってまるでコスプレパーティじゃ……」

　彼女たちは、やたらとバラエティ豊かな服を身にまとっていた。

　ある者は薄いピンク色のナース服。

　ある者はハンバーガーチェーンの店員服。

　どこかの専門学校の、おしゃれな制服を着ている者もいる。

　ヨーロッパの貴族みたいな、いわゆるゴスロリファッションの者もいる。

　繁華街からやってきたようなバニーガールもいる。レース場から直行してきたかのようなレースクイーンもいる。

　チアガールや警備員、キャビンアテンダント。ネコ耳少女にイヌ耳少女。ＳＦ映画に出てくるような、肌に密着するボディスーツを着ている者もいる。

　そして、同じ服装のグループごとに集まり、なにごとかささやきかわしているのだ。

「月光精霊って、コスプレマニアの集団なのか？」

「あなた、ほんとになんにもわかってないのね。これはコスプレじゃないの。それぞれ自分が所属している勤め先や学校の制服を着てるのよ。こうすれば、誰が仲間で誰が敵か、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょ」

「つまり、チームのユニフォームってことか」

「そう。それにどうせなら、ふだんから着慣れている服装で闘う方が有利だし」

「でも、多少は趣味も入ってんじゃないのか」

「当たり前じゃない」

　肯定された。どキッパリと。

　確かに、月光精霊ニンフアーといえど、普通の女の子でもあるわけだから、着き飾かざりたがるのは当然だろう。真美子まみこもいっていたように、変身願望を満たす喜びもあるのかもしれないし。

「まさかみんな、このカッコで歩いてきたんじゃないだろうな」

「知らないわ。ここにきてから着替えた子もいるんじゃないの」

　しかし、チアガールや警備員とかはまだしも、バニーガールなどは、風紀的に少々問題がありはしないか。

　さらにいうなら、あそこのランドセルにリコーダーさしたどう見ても女子小学生っぽい集団とか、向こうに固まってる、お祭りから脱けだしてきたような法はつ被ぴ姿に締しめ込こみ褌ふんどしのグループなど、いろんな意味でアリなのだろうか。

「こんなのが夜中に暴れてたら、変な都市伝説が生まれるのも当たり前だよなあ……」

「男子がいることがわかったら騒ぎになるわ。気づかれないようにしてよね」

　と、その時。

「朝霧あさぎりさんじゃない。あなたもきたの？」

　声をかけてきたのは、飛鳥あすかと同じ、羽衣はごろも学園高等部の制服を着た女子生徒だった。譲ゆずるの知らない顔だ。おそらくは上級生だろう。

「隠れて！」

　飛鳥が小さく声を飛ばし、同時に背中で、譲を取り壊し中の壁の穴に押しこんだ。

「千紗ちさが教えたのね。どう、調子は。正式な月光精霊になれそう？」

　その口く調ちようには、わずかにからかうような響きがあった。暗いので、飛鳥の後ろに譲がかがみこんでいることには気づいていないようだ。

「なんとかがんばってます、先輩」

　飛鳥の口調は硬い。あまり親しい相手ではなさそうだ。

　一方、背後にしゃがみこんだ譲は、飛鳥のお尻しりがぐいぐい顔に押しつけられ、息をするのもままならない。

「むぎゅう……」

　苦しくて声が出そうになるのを、なんとかこらえる。ほっそりした腰の形を、今度は顔面で味わってしまっている状態だ。

「よかったら私たちと一緒に観戦しない？　同じ学校なんだし、たまにはいいじゃない」

「せっかくですけど、私は一人の方が性しように合っているので。お気持ちだけで結構です」

　教室にいる時と同じ、そっけなくて冷淡な態度だ。しかし先輩は怒らなかった。

「それじゃあご自由に。健闘を祈るわね」

　先輩が去っていくと、譲ゆずるはようやく飛鳥あすかのお尻しりから解放された。昨夜につづく超絶な体験に、頭がぐらぐらしている。

「なにが『健闘を祈る』よ。心にもないこといってくれて……」

　そして、譲の手首をつかんで歩きだす。

「ほらっ、なにフラフラしてるのよ。目立たないとこに移動するわよ、コーチ！」

「その呼び方はやめてくれっていってるのに……」

　腹を立てているせいで、譲に身体からだを押しつけていたことには気づいていないらしい。よかった。気づかれたらまた罵ば倒とうされたり斬きりかかられたりしていただろう。

　どうやら飛鳥は、千紗ちさ以外の羽衣はごろも学園チームのメンバーとは、あまり折り合いがよくないようだ。なにか事情でもあるのだろうか。

「そうだ。そっちが私を呼ぶ時は、苗みよう字じじゃなくて名前で呼んで」

「へ？」

「その方が慣れてるから。千紗も私のこと飛鳥先輩って呼んでるでしょ」

「まあ、そういうことなら――わかった、飛鳥」

　好きな女の子を名前で呼び捨て。喜ぶべきことなのかどうかよくわからない。

　暗がりをこそこそ移動する。一角に紺こん袴ばかまの集団がかたまっているのが見えた。上に白しろ衣きぬを着て、足には草ぞう履り。いわゆる巫み女こ装しよう束ぞくだ。

「あの巫女さんたちも、コスプレじゃなくて本物なのか？」

「もちろん。あれは古紋こもん神社のチームよ」

「古紋神社もアルテミス・ハウリングに関かかわってるのか」

　驚きだった。古紋神社は、この街でもっとも古く、格式の高い神社なのだ。

「月光精霊ニンフアーには、大きく分けて三つのチームがあるの。古紋神社チーム、羽衣学園チーム、白縫しらぬい財ざい閥ばつチームの三つ」

「…………」

「で、それぞれのチームの中にまた、いろいろグループがあって、月光貴石アルテミス・クリスタルを奪いあってるの。神社と、学校と、企業の、三みつ巴どもえってわけ」

「…………」

「あのファミレス服は白縫財閥系のチェーン店のだし、あっちのナース服も白縫系の病院の制服。あっちのゴスロリは白縫系のブランドショップのチームよ。企業系の制服は、どれも白縫財閥系だと思っていいわ」

「…………」

「どうしたのよ、黙っちゃって」

「…………なんか俺おれ、世の中がわからなくなってきた」

「知恵熱でも出た？　でも、この街はそういう場所なのよ。典型的なクラスター型社会」

「クラスター、なんだって？」

「一本の蔓つるにブドウの房がいくつも実みのってるのを想像してみて。そんなふうに、同じ街で暮らしていても、住民はそれぞれ別々のグループに分かれていて、お互いの生活空間や精神風土は、別の星の住民みたいにバラバラ。こういうのをクラスター型社会っていうのよ」

　知的なセリフに譲ゆずるは感心した。

「へえ……けっこうモノ知ってるんだな」

「私が今考えた言葉だけど」

　感心を返せといいたい。

　が、今はそんなポイントに突っこんでいる場合ではない。

　古紋こもん神社。

　白縫しらぬい財ざい閥ばつ。

　羽衣はごろも学園。

　どれも、この街では一大勢力だ。

　古紋神社は伝統と格式を、白縫財閥は経済力を、羽衣学園は教育を担になっている。

　その三つの勢力が、こんな奇妙なコスプレバトルゲームを展開しているなど、ほとんどの人は想像すらしたことがないに違いない。

　だが……飛鳥あすかがいったように、そもそも世の中、そういうものなのだろうか。

　誰だれもがなにかしらの社会的なグループ分けとかネットワークの結節点になっていて――しかしそれは、隣人でも、同級生でも、家族ですらも気づかない。

　譲だって、同じアパートの住人たちがどんな人々なのか、まったく知らない。

　また譲本人も、絹ヶ瀬きぬがせ流の後継者であることを、クラスメートたちに黙っている。

　隣は何をする人ぞ、という言葉があるが、とりわけマリナフロント55のような新興都市では、その傾向が強いのかも……。

「飛鳥せんぱーい！」

　ポニーテールを揺らしながら千紗ちさが駆けてきた。さっきと同じ、体操着姿だ。

「って、なんで絹ヶ瀬さんがここにいるんですか！」

「きたくてきたわけじゃない。無理やり連れてこられたんだよ」

「この人、しばらくのあいだ私のコーチをすることになったの」

「ええっ？　どうしてですか。まさか、脅迫に屈して……！」

「違うってのに！　おまえ、俺おれのことどういう人間だと思ってるんだよ！」

「女の敵のＤＶ野郎です」

「……どっちかっていうと、おまえらの方が俺にバイオレンスを振るってると思うんだが」

「こないだ寮の先輩に借りたマンガにも、あなたみたいな人が出てきましたけど、最後は女性たちに復ふく讐しゆうされて、悲惨な末まつ路ろをたどってました」

「中学生にどんなマンガすすめてんだよ、おまえの先輩」

「絹ヶ瀬きぬがせさんも、全裸で十字架に逆さはりつけにされて、さんざん辱はずかしめられたあげくネットに画像をバラまかれたくなければ、心を入れ替えた方が良いいですよ」

「いや、そんな真しん摯しな顔で忠告してくれなくていいから」

「ね、千紗ちさ。あなた、羽衣はごろも学園チームの人たちと一緒にいなくていいの？」

「あっ。それが、女め神がみのバトル、中止になったそうなんです」

「え？」「は？」

　と飛鳥あすかと譲ゆずるが同時に似たような表情を作った。

「挑戦者は、白縫しらぬい総合病院のナースさんだったんですけど、急患が入って、ここにこられなくなったらしくて。バトルも大事だけど、病院のお仕事も大切だからって」

「そんなのないじゃない。わざわざこんな街はずれまで人を集めときながら――」

　その時、不意に高らかな声が、倉庫の中に響き渡った。

「お集まりの、お嬢さまがたぁーっ！」

　薄暗い倉庫の中にスポットライトが走り、一人のメイドさんの姿が浮かびあがった。

　ウェーブの入った豪ごう奢しやな髪の、長身の美女だった。手にはマイクを持っている。

「あの方が今の女神です。白縫財ざい閥ばつメイドチームのエースですよ」

「……ちょっと待て。あのメイド服、俺おれがバイトしてた店のやつにそっくりなんだけど」

「当然よ。白縫財閥グループのメイド喫茶チェーンも、アルテミス・ハウリングに参加してるんだから。それもかなりの強豪チームよ」

　初耳だった。おそらく、譲をクビにした店長も知らないに違いない。

　スポットライトを操作しているのも、チーム仲間とおぼしきメイドたちだった。みんな白縫系企業のメイド喫茶チェーンの制服を着ている。

　スポットライトに照らされたメイドさんは、満場の月光精霊ニンフアーたちを見回していた。くるくる巻毛の縦ロールで、バストもヒップもボリュームたっぷり、肉感的でグラマラスな、迫力満点のボディである。

「白縫財閥メイドチームの、白縫あげはでございます！　本日はわざわざお越しいただきながら、バトルが中止になってしまって申しわけございません。心からお詫わびいたします」

　優雅なしぐさで、深々とお辞儀をする。ステージ上の歌手のような、優美で華やかな立ち居振る舞いだ。まるで大輪のバラが咲いたようだ。

「白縫あげは……って、あのメイドさん、白縫財閥の関係者なのか？」

「そう。白縫家の分家の令嬢だそうよ。社会勉強のためにメイドの仕事をしながら、月光精霊としても活動してるんですって」

「てことは、アレか。本物のお嬢さまが、お客に対して『お帰りなさいませ、ご主人さま』とか『行ってらっしゃいませ、お嬢さま』とかあいさつしてるのか」

　屈折してるというか倒とう錯さくしているというか……。それとも、ある種の帝王学なのだろうか。さっきのナントカ社会の話じゃないが、金持ちの考えることはよくわからない。

「迫力あるな。背も高いし、身体からだも大きいし」

「でも、まだ十八歳だそうよ」

「へえ……」

　とてもそうは見えない。あの起伏に富んだゴージャスでダイナミックな体形。自信に満ちあふれた物腰。どう見ても針生はりゆう先生とタメぐらいのお姉さまだ。

　白縫しらぬいあげはは、胸の谷間から、チェーンのついたメダル型の、純白の宝石を取りだした。

「ごらんください。ここに月光貴石アルテミス・クリスタルをお持ちいたしました！」

　ギャラリー然として見ていた少女たちが、一斉にどよめいた。

　ダイヤモンドに似ているが、こんな巨大なダイヤモンドが存在するのだろうか。もしあれがダイヤなら、何億、いや、何十億円もの価値があるだろう。

「これぞ月光貴石！　皆さまが欲してやまない、“〝女め神がみ”〟の証あかしですわ。ご承知の通り、これを明日の日没の時点で保持していた者が、今回の優勝者となるわけですわ」

　譲ゆずるの横で、飛鳥あすかと千紗ちさも目を見開いている。

「あれが、月光貴石……！」

「私、本物を見るの初めてです！」

「そこで、ご提案がございます」

　ライトを浴びながら、白縫あげはが一同を見回す。

「この場にいらっしゃるお嬢さまがたの中で、私に挑戦し、これを奪いとりたいと思われる方がおられましたら、ぜひ名乗り出てくださいませ！」

　ざわめきが大きくなる。少女たちが、チームごとに顔を見合わせている。

「せっかくご足労をおかけしたのに、なすところなくお帰りいただいたのでは、白縫グループの名折れ。いかがでしょう。われと思わんお嬢さま、ぜひ私に挑戦くださいませ！」

　白縫あげははにっこりと笑った。女王の自信を感じさせる笑みだ。

「すごいです……。女神の方から挑戦者を募つのるなんて、こんなチャンスめったにありません。でも……ああ、どうしようっ」

　あまりに急な話であるためか、千紗はうろたえ気味だ。周りの少女たちも、チームごとに、あたふたと言葉を交わしている。

「ね、これって挑戦しない手はないよ」

「でも、誰だれが行く？　相手は白縫メイドチームのエースだよ。強敵だよ」

「それに、こんな大勢の前で負けたら恥ずかしいし……」

「なに弱気なこといってるの。チャンスじゃない」

「じゃ、あなた挑戦する？」

「う。そういわれると――」

　などと、皆がためらっているその隙すきをついて、名乗り出た者がいた。

「私が挑戦するわ！」

　ぎょっとして振りむいた。声を発したのは、飛鳥あすかだった。

　黒い瞳ひとみがぎらぎら輝いていた。まるで野生の獣のように。



　三



「飛鳥先輩！」

「ちょっと待て、おまえ本気か？」

　だが飛鳥はもう、譲ゆずるも千紗ちさも見ようとせず、決然とした足取りで進み出た。

　心なしか髪がふくらんでいるようだ。戦闘態勢に入った野獣が、毛を逆立てる姿を思わせる。全身から立ちのぼる闘志のオーラが見えるようだ。

「私は羽衣はごろも学園、朝霧あさぎり飛鳥。人呼んで、『袈け裟さ斬ぎりの飛鳥』！」

　白縫しらぬいあげはとの身長差はずいぶんある。が、堂々たる態度では負けていない。

「朝霧、飛鳥……？」

　飛鳥より頭ひとつほど大きな白縫あげはは、そのきれいに整えられた眉まゆをわずかに歪ゆがめた。

「では、朝霧竜美たつみさまの――」

「妹よ。朝霧竜美の妹、朝霧飛鳥が、女め神がみに挑戦するわ」

「あさぎり、たつみ？」

　譲にとっては初めて聞く名前だ。千紗に訊たずねようとした、その時。

「起動ドライブ！」

　飛鳥のセーラー服の胸もとで、ブローチ――ハウルが輝いた。

　光が炸さく裂れつし、服の布地に紋様が浮かびあがり、その手に先端の欠けた巨大な剣が現れる。

　巻き起こった風に、胸のスカーフが、そして長い髪が大きくなびく。

「朝霧竜美さまの使っていた、『竜の爪つめ痕あと』ですわね。なつかしいですわ……」

　飛鳥の剣を見た白縫あげはが、なにか感ずるところありげにつぶやいた。

「あいつの剣って、『竜の爪痕』って名前がついてたのか」

「はい。飛鳥先輩のお姉さんがつけた名前だそうですっ」

　千紗は即答で教えてくれた。飛鳥を凝視するのに夢中で、譲への敵意を一時的に忘れているらしい。小さい手をぎゅっと握りしめている。

　竜の爪痕。いわれてみれば、先端の欠けた部分は、竜の爪に砕かれた痕あとに見える。

（あいつの姉さんも月光精霊ニンフアーなのか……）

「よろしいですわ。挑戦をお受けしましょう。――起動ドライブ！」

　白縫しらぬいあげはの胸でもまた、ハウルがきらめいた。

　飛鳥あすかの変身と同じように、光とともにメイド服の布地に紋様が浮かびあがり、色合いもデザインも派手になり、その手には大振りの銛もりが現れた。

　これもまた、飛鳥の『竜の爪つめ痕あと』に劣らず異様な形状の武器だった。まるでフォークのように、切っ先が深く二つに割れているのだ。

「あれは『剣歯虎サーベル・タイガー』！　白縫あげはさんの、愛用の武器です！」

　千紗ちさが叫ぶ。譲ゆずるは、いつかなにかの本で見た絵を思いだした。剣歯虎とは、巨大な二本の牙きばを持つ太古の大型肉食獣だ。二つの刃を持つ白縫あげはの武器は、確かにその名にふさわしい。

「日本の武器だと、熊くま手で……いや、南なん蛮ばん棒ぼうとか刺さす又またに似てるか……」

　飛鳥の『竜の爪痕』と、リーチでは互角。

（あの二枚の刃が、どう機能するんだろう……？）

「それでは、おもてなしさせていただきますわ、朝霧あさぎり飛鳥お嬢さま」

　白縫あげはが、月光貴石アルテミス・クリスタルの銀色のチェーンを首にかけ、異い形ぎようの二ふた股また銛をかまえた。

「かかっていらっしゃいませ！」

　と、白縫あげはが告げたとたん！

「んぎゃおおぁおぁおぁおぁおぉぉぉぉおおおおおあああああぐおりゃあああああぬぐわぉあぁあああああぉああああああどぅおああああああああああああおぁぁぁぁぁっ！」

　スカーフをひるがえし、飛鳥が突進した。気迫の表れか、いつもより長い咆ほう哮こうだ。

「うがががががががががっ、ぬがあああぁぁぁ――――――っ！」

『袈け裟さ斬ぎりの飛鳥』の二つ名通り、またしても真っ向上段から剣を振りおろす。

　が、すっと白縫あげはの身体からだが泳ぎ、あっさりとかわされた。

「ぬうぉぁぁあっ!!」

　飛鳥は剣をブン回し、その遠心力を利用して反転！　ふたたび襲いかかる。

「ぐんんんぬぅああぬあぁぁぁぁぁぁ――――――っ！」

　しかし白縫あげはは、飛鳥の攻撃を、余裕をもってさばく。メイド服を揺らして、すいっ、すいっと、ダンスのステップを踏むような華麗な動きだ。

「だめだ、こりゃあ」

　開始十秒で、譲は目を覆おおいたくなった。これではお話にならない。

　飛鳥もスピードや突進力はあるのだ。なのに、あまりにも武器が大きすぎる。

　そのため、動きが鈍くなってしまう。身体の軸もブレているし、足さばきなんかモロにベタ足だ。

　それに、剣を振るう時、「よいしょ」という感じのタヽメヽが生じるので、動きを相手に予測される。せっかくのスピードが生かせていない。

　ギャラリーの中から失笑が聞こえてくる。

「あの子が朝霧あさぎり竜美たつみさんの妹さんなの？」

「らしいわよ。まだ正式な月光精霊ニンフアーじゃないんだって」

「朝霧竜美さんは強かったそうだけど、妹さんはちょっと……みたいね」

「うーん、悔しい。あんな人が出ていくくらいなら私が挑戦すればよかった」

「飛鳥あすか先輩、がんばってくださーい！」

　と、声をはりあげて応援しているのは千紗ちさだけだ。

「これって、どうなれば勝敗が決まるんだ？」

「もちろん、ノックアウトです！」

　わかりやすい。が、恐こわい。

「でも普通はそこまでいきません。どちらかが胸のハウルを攻撃されたら、自動的にドライブ状態が解除されて、それで一本です。あと、“〝女め神がみ”〟の白縫しらぬいあげはさんは、月光貴石アルテミス・クリスタルを奪われても負けになります」

「刃物で斬きり合いなんて、下へ手たしたら大おお怪け我がするんじゃ……」

「平気です。ハウルがドライブ状態になると、着ているものが頑がん丈じようになるんです。それに、身体からだの耐久力も回復力も上がりますから」

　ハウルが鎧よろい代わりになるということか。しかし、顔とか首とか、肌が露出している部分を攻められたら、ただではすまないのではないだろうか。見ていてはらはらする。

「こんっ、のぉぉぉぉぁぁぁぁあああ――うぉああありりゃあああぁぁ――っっっ!!」

　飛鳥がやみくもに襲いかかる。勢いがやや衰えてきた。

　一瞬。

　きらっ、と白縫あげはの瞳ひとみが光ったような気がした。

　つづいて、まるで工事現場の破は砕さい音のような、金属と金属が激しくぶつかりあう音。

　それきり、両者は膠こう着ちやく状態になった。力くらべのつばぜりあいだ。

　あげはが手にした、二ふた股またフォークのような銛もり――。

　その深く割れた切っ先に、飛鳥の巨大な剣が、がっき、と、くわえこまれてしまっている。まさに虎の顎あぎとにとらわれた獲物のようだ。

「うっ、ぐぐぐぐぐ、うぅぅぅーんっ！」

　飛鳥が歯をくいしばる。うかつに剣を引けば、その隙すきに乗じて、一気に突き込まれてしまう。身動きできない状態なのだ。

「ああっ、やられちゃった……！」

　千紗が、もちろん無意識にだろうが、譲ゆずるの制服の裾すそをきゅっと握った。

「白縫しらぬいあげはさんは、『シザーハンズ・あげは』って呼ばれてるんです。ああやって相手の武器をはさんで、強引にもぎとっちゃうんです」

　そうか――しかし。

　自分なら、闘いようがある、と思った。絹ヶ瀬きぬがせ流の、あの技なら……。

「そろそろまいりますわよ、お嬢さま」

　白縫あげはが、上品な笑みを浮かべたかと思うと――。

　次の瞬間！　ぐるんっ、と二ふた股またの銛もりが、時計の針のように回転した。

　まるで巨大なプロペラだ。あるいは歌か舞ぶ伎きの、連れん獅じ子しの舞いか。白縫あげはの腕を支点に、二股の銛、『剣歯虎サーベル・タイガー』が猛烈な速度で旋回する。

「ふふふふ……あはははは……！」

　白縫あげはの哄こう笑しよう。とともに、巨大な剣は飛鳥あすかの手からもぎ取られ、空中に弧こを描いて、レンガの壁に轟ごう音おんをあげて激突した。

　剣道でいう「巻きあげ」、相手の竹刀しないを絡め飛ばしてしまう技に似ていた。

　だが、スピードもパワーも、竹刀による技とはケタ違いだ。

「あれが、白縫あげはさんの必殺技、『ピッチフォーク・スクリュー』です！　ああなるってわかっていても、どうしてもやられちゃうんです！」

　まさにスクリューのような動きだった。“〝ピッチフォーク”〟とは確か、鉤かぎ爪づめ形の、西洋の農耕器具だ。

「あああ……っ!!」

　飛鳥の悲鳴がレンガの壁に響いた。白縫あげはが飛鳥に足あし払ばらいをかけたのだ。

「朝霧あさぎり竜美たつみさまの妹さまにしては、修行が足りなくていらっしゃいましてよ」

　ぎらり。白縫あげはの手もとで、なにかが凶悪な光を放った。

「え――？」

　譲ゆずるは目を見張った。

　いつの間にか白縫あげはの手に、銀色の新たな武器が出現していた。

　二の腕ほどの長さの針が、『剣歯虎』を持っていない右手に四本。

　メイドさんらしく、縫い針のような形の――いや、むしろ“〝寸すん鉄てつ”〟に似ている。忍者が使う、環状の持ち手グリツプがついた打だ突とつ用の武器だ。

「隠し武器か！」

　譲が息をのむ。隠し武器。もしくは暗あん器き。不意打ち用の小振りな武器だ。

「そうか、あのメイド服は、ただのお洒落しやれや、チーム分けのユニフォームじゃないんだ。ちゃんと戦法メソツドにかなった服装なんだ」

「どういうことですか？」

「俺おれもメイド喫茶で働いてたから知ってるけど、メイド服ってのは、ただきれいで可愛かわいいだけのもんじゃない。あれは本質的には作業服なんだよ」

「作業服……？」

「そう。もちろんデザイン優先のものもあるけど、大体は動きやすく、働きやすいよう、合理的に作られてるんだ。たとえば腕のリボンは袖そでが落ちないためのもの。エプロンの紐ひもが長くて結び目が大きいのは、素早く脱いだり着たりするための工夫だ」

　白縫しらぬいあげはのメイド服に目を向ける。ハウルの力でデザインが多少華美になってはいるが、基本的な形は、もともとのフォルムとそう違わない。

「特にうちの店のメイド服には仕掛けが多い……。いろんな小物や仕事道具を入れられるよう、あちこちに隠しポケットがついてて、それをフリルや飾かざりで隠してるんだ。あのメイド服にも、きっといろんな武器が仕込んであるんだろう」

「ははぁー。なるほどぉー……」

　千紗ちさは目を丸くして感心しきり。が、すぐはっとしたように敵対的な表情に戻った。

「――って、別に感心なんかしてませんけどねっ。白縫あげはさんがメイド服に武器を仕込んでるってことは、みんな知ってることですし」

　憎まれ口にいい返している場合ではない。飛鳥あすかはもはや素す手でなのだ。

「あいつ、なにか至近距離で闘うための武器は持ってないのか？」

「ないと思います。飛鳥先輩の武器は、あの『竜の爪つめ痕あと』だけです！」



    

  
    
      



    

  
    
      「とどめを刺させていただきますわよ、朝霧あさぎり飛鳥あすかお嬢さま」

　白縫しらぬいあげはは、あおむけの飛鳥にまたがっていた。昨夜、譲ゆずるが使ったのと同じ、マウントポジションだ。あの時は、飛鳥が腰のバネで体勢を入れかえたが――。

　どんどんどん！　と、白縫あげはが、飛鳥のセーラー服の、裾すそを、袖そでを、銀色の針で床に縫い止めた。これでは身動きができない。

「く……うううぅぅっ！」

　飛鳥が白縫あげはの体重から逃れようと、もがき、あがく。

　が、衣服をはりつけにされて動けない。布地に身体からだの凹おう凸とつがくっきり浮きだしている。

「きれいなお顔でいらっしゃいますわ……。お姉さまも美しいお方でしたけど、やはり姉妹なのですわね」

　うっとりしたような白縫あげは。しかしその赤い唇は残忍に歪ゆがんでいる。このサディスティックな表情こそ、白縫あげはの本性なのかもしれない。

「でも、月光精霊ニンフアーとしては、お姉さまの足もとにも及ばなくてらっしゃいますわ」

「ああ……ああ……っ」

　飛鳥が絶望的な声をあげて身をよじる。しかし、セーラー服を縫い止められ、馬乗りになった白縫あげはから脱出できない。

「相手の動きを封じ、絶望に歪んだ顔を見ながらとどめを刺す――無上の悦よろこびですわ」

　白縫あげはが、銀色の縫い針を、がつっ、と飛鳥の胸の宝石――ハウルに突き立てた。

「あああああ――っ……!!」

　飛鳥の悲鳴が、レンガ倉庫の中に反響した。

「ああっ、飛鳥先輩……！」

　と、千紗ちさが正視に耐えかねたらしく、目を閉じて顔をそむける。

　飛鳥の服の布地にあの紋様が浮かびあがり、はじける光とともに、ハウルは普通のセーラー服に戻った。床に転がっていた『竜の爪つめ痕あと』も、幻まぼろしのように消滅する。

　光がおさまると――。

「う……くっ……」

　飛鳥はぐったりとその場に倒れたまま、長い髪を花のように床に広げて、悔しげに歯をくいしばり、涙ぐんでいた。

「お相手、ありがとうございました、朝霧飛鳥お嬢さま」

　白縫あげはは立ち上がると、スカートの裾をつまんで優雅にお辞儀をした。

　と、その時。

　思いがけないことが起こった。

　さっき、『ピッチフォーク・スクリュー』で振りとばされた飛鳥の剣。

　それが激突したレンガの壁が、ぐらりとかたむいたのだ。解体作業の途中なので、もろくなっていたらしい。

　白縫しらぬいあげはが、はっと顔を上向ける。

　と同時に、轟ごう音おんとともにレンガの壁が崩れ落ちてきた。

「飛鳥あすか先輩！」

「あげはさま！」

　千紗ちさと、そして白縫あげはの仲間のメイドさんたちが叫ぶ。

「皆さま、お下がりくださいませ！」

　白縫あげはが飛鳥をかかえてジャンプした。崩れ落ちるレンガ塀から跳びのき、一気に安全圏まで離脱する。

　すばらしい跳躍力だ。闘い方はいくぶん嗜し虐ぎやく的てきだが、ちゃんと対戦相手をかばうあたり、さすが女め神がみさまだ。

　ほどなくレンガの崩落は鎮しずまった。細かい粉ふん塵じんが舞う中、ギャラリーたちが一斉に、白縫あげはと飛鳥に駆け寄る。

「飛鳥先輩！」

「あげはさま！」

「お怪け我がはございませんか！」

　白縫あげはは、『剣歯虎サーベル・タイガー』を脇わきにはさみ、飛鳥をお姫さま抱っこして余裕の微笑だ。

「ご心配にはおよびませんわ。これもまた一興と思っていただければ」

　そして飛鳥を床に下ろし、優しい姉のような笑みを向ける。

「お嬢さま。お怪我はございませんこと？」

　敵に助けられ、飛鳥はますます悔しそうだ。

「あ、ありが……。あれ？」

　と、飛鳥が自分の手を見た。

　月光貴石アルテミス・クリスタルが握られている。飛鳥自身も驚いていた。

「えっ、なにこれ？　いつの間に――」

　おそらく、白縫あげはにしがみついているうちに、無意識につかみ取ったのだ。

「…………」

「…………」

　と、月光貴石を握りしめた飛鳥と、白縫あげはが、当惑したように見つめあう。

　やがて、にこっ、と、白縫あげはが微笑ほほえんだ。

「お返しくださいませ、お嬢さま」

　が、飛鳥は月光貴石を抱きしめ、いやいやと首をふる。

「お返しくださいませ」

　飛鳥がいやいやをしながら後退する。

「返しなさいっ！」

　ぶるぶる首をふる飛鳥あすか。白縫しらぬいあげはのこめかみは、ぴくぴくとひきつっていた。

「もう一度だけ、申しあげます」

　白縫あげはが、すうっ、と深呼吸する。

「お返しくださいませ。それは、私のものでございます」

「やだっ！」

　飛鳥がはっきり拒絶した。白縫あげはの口もとから笑みが消える。

「お返しいただけないのなら……」

　白縫あげはが『剣歯虎サーベル・タイガー』を握り直す。

「力ずくで取り戻すまで！」

「わ、わっ！」

　手に月光貴石アルテミス・クリスタルを握った飛鳥が、セーラー服のスカートをひるがえして逃げだした。

「お待ちなさい！」

　と、『剣歯虎』を振りかざし、白縫あげはが追いかける。

　逃げ回る飛鳥と、追い回す白縫あげは。巻きぞえをくらいそうになって、ギャラリーたちも悲鳴とともに逃げまどう。

「どいて――っ！」

　飛鳥が譲ゆずると千紗ちさの方に突進してきた。必然的に、白縫あげはも『剣歯虎』を振りかざしながら追いかけてくる。

「わ、わ、わっ！」

「飛鳥先輩っ！」

　とっさに千紗をかばって避よける。そのかたわらを、必死の表情の飛鳥と、鬼女のような形相の白縫あげはがすりぬけていく。

　あげはの仲間のメイドさんたちが必死にあげはに声をかける。

「あげはさま、お鎮しずまりくださいませ！」

「だめだわ……すっかり地元にいた頃ころの地が出ちゃってる」

「こうなったら自然におさまるまで待つしかないわね」

　なんだその無責任ないいようは。と、譲は思わず文句をいいたくなった。

　足は白縫あげはより飛鳥の方が早かった。通用口の扉を開けて、外に駆けだす。

「飛鳥先輩っ！」

「あいつ――！」

　譲も床を蹴けり、飛鳥を追う。白縫あげはは、仲間のメイドに指示を出している。

「皆さん、追いかけてくださいませ！　月光貴石を取り戻すのです！」

「かしこまりました、あげはさまっ!!」

　メイドさんたちが一礼して、一斉に動きだした。

　同様に、他ほかのチームの女の子たちの動きもにわかに慌あわただしくなった。

「私たちも追いかけよう！」

「相手は、正式参加も認められていない子だもの！　私たちにも月光貴石アルテミス・クリスタルを奪い取るチャンスがあるわ！」

「ここにいない子たちにも連絡して！　羽衣はごろも学園の朝霧あさぎり飛鳥あすかを捕まえろって！」

「“〝女め神がみ”〟は、朝霧飛鳥！」

「標的は、朝霧飛鳥よ！」

　それらの声を背中で聞きながら、譲ゆずるは飛鳥を追って、建物の外に飛びだしていった。
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　倉庫から飛びだした譲は、すぐさま外から鉄扉を閉めた。

　そばに置かれていた建材を把とつ手てにさしこむ。カンヌキの代わりだ。

　一瞬後、内側から激しく扉を叩たたく音と、女の子たちの怒りの声が聞こえてきた。

「こらーっ、開けろーっ！」

「ちょっと今のヤツなによ？　なんで男がここにいるの？」

「誰だれかの彼氏？　月光精霊ニンフアーは恋愛厳禁のはずだよ！」

「まさか、男性の月光精霊？　やっぱり実在したの？」

「なんでもいいわ。きっと抜けがけして月光貴石を手に入れるつもりなのよ」

「ぐずぐずしてらんないよ！　扉ごとぶっ壊しちゃお！」

「そうしよそうしよ！」

「せーのっ」

　どがん、ずがん、と体当たりの音。飛鳥もそうだが、十代女子という生物は、いざとなるとこれほど暴力的になるものなのか。

　月光精霊ニンフアーじゃなくても、こんな鉄扉ぐらい楽勝で破壊できそうな迫力だ。

　飛鳥あすかの姿を探す。倉庫と倉庫のあいだをセーラー服の背中が全速力で駆けていく。

「おーい、待てよ！」

　飛鳥は止まらない。譲ゆずるも足は速い方だが、なかなか追いつけない。ハウルを着ておらず、しかもローファー履ばきなのに、すごい脚力だ。

　四つ角で見失ってしまった。まごついていると、いきなり暗がりに引きずりこまれた。

「うわあっ。むぐっ」

　温かい手で口をふさがれた。なにやら柔らかいものが背中に密着している。

「しーっ。大声出さないでよ。見つかっちゃうじゃないの」

　飛鳥だった。譲に後ろから抱きついて口をふさいでいるのだ。

「むぐむぐむぐ」

　目を白黒させて振りほどこうとする。が、やや離れた場所から追手の声が聞こえてきた。

「どっちに逃げた？」

「あーん、こう暗くちゃわかんないよぉ」

「手分けしよ。近くまでいけば、ハウルが反応して光るはずだから」

「あなたたちは東に回って。私たちは西を探すから」

「オッケー」

「……ね、聞いたでしょ、絹ヶ瀬きぬがせくん」

　と飛鳥が、はずんだ息を殺してささやく。譲も息をひそめて気配を殺した。

「ハウルは月光貴石アルテミス・クリスタルの探知機になってるの。近くまでこられたら見つかっちゃうわ」

　心臓の鼓動が伝わってくるほど、ぴったり身体からだを押しつけてくる。隠れるのに必死で、恥ずかしがるどころではないようだ。

　が、譲の方は平静でいられない。追手の気配が遠ざかったのを確認し、さりげなく身体を離してささやく。

「で、でもこんなふうに逃げていいのか？　正式にバトルで奪ったわけじゃないのに」

「関係ないわ。とにかく明日の日没までこれを持ってれば、私が優勝なんだから」

　そういって飛鳥は、月光貴石をあらためて見つめた。

　あまりに強く握りしめていたために、指が白くなっている。

「やっと手に入れた……」

　手のひら大の純白の宝玉が、闇やみの中でほのかに光を放っている。傾けると微妙に色を変える。名前の通り、月光をかためて作ったかのような、優美で神秘的な輝きだ。

　飛鳥の大きな瞳ひとみもまた、その輝きを受けて揺れている。

「このまま逃げきれば、私が優勝……。お姉ちゃんに一歩近づける……」

「お姉ちゃんって、さっきいってた朝霧あさぎり竜美たつみさんって人か」

「そうよ。私が世界で一番尊敬する人」

　どんな人か気になるが、今は逃げるのが先決だ。

「その姉さんに迎えにきてもらえないのか。ここからモノレールの駅までは遠いぞ」

　飛鳥あすかはぴたりと口を閉ざした。月光貴石アルテミス・クリスタルを首にかけ、セーラー服の胸の中に隠した。

「どうしたんだよ。おまえケータイ持ってるんだろ。連絡して、車かタクシーで」

「そうはいかないのよ」

「どうして」

「も」

　小学生か。

　飛鳥はそれ以上の会話を拒こばむように、早足で歩きだした。

　もしかすると、“〝女め神がみ”〟になった以上は姉も敵になるということなのだろうか。飛鳥の口ぶりでは、姉妹の仲は悪くないようだが。

「どこ行くんだ。駅の方向、わかってるのか」

「適当に歩いていればどこかに着くわよ」

　なんて大ざっぱなやつ。

「ハウルを着とかなくていいのかよ。いつ襲われるかわからないんだろ」

「今は着ることができないの。いったんドライブ状態を解除すると、体力が戻るまで変身できないのよ」

　エネルギーを溜ためる時間が必要ということだろうか。ハウルがどんなエネルギーで働いてるのか見当もつかないが。

　羽ばたきの音が聞こえた。見上げると星空を背景に鳥が旋回していた。

「どうしたの。カモメなんか珍しくもないでしょ」

「鳥は、夜にはそう飛び回らないもんだろ。それにあれはカモメじゃないみたいだ」

「バードウォッチングなんかしてる場合じゃないわよ。ほら、ちゃっちゃと歩く」

　鳥はすぐにどこかに行ってしまった。

　なぜだろう。胸騒ぎがする。



　飛鳥の足が向くままに、てくてく適当に歩くうち、しだいに波の音が大きくなってきた。

　角を曲がる。とたん、急に視界が開けた。

「わあーっ」

　飛鳥が感嘆の声をあげる。

　目の前に、美しい夜の海が広がっていた。潮の香りが鼻をついた。

　はるか遠くに街の明かりが見える。

　真っ黒な水面に、赤、白、青、とりどりの色が映はえていた。

　多くの湾岸再開発地区がそうであるように、このマリナフロント55でも、新しく造られた建物はユニークな形をしている。波形、半円筒、扇形――工夫をこらしたデザインビルが奇抜さを競いあうように並んでいる。

「きれい……」

　飛鳥あすかは夜風に髪を揺らしながら、きらびやかな眺めに見入っている。

　譲ゆずるの方はむしろ、そんな飛鳥の横顔を見つめずにはいられない。

　こんなふうに夜景に見とれている飛鳥は、やはり美しい。譲が惹ひかれていた、もの静かでたおやかな同級生の姿がそこにはあった。

「なに？」

　飛鳥が譲の視線に気づき、こちらを向いた。

「あ――いや」

　波立ちかけた気持ちを鎮しずめ、譲は飛鳥と肩を並べた。

「俺おれもバイトでいろんな場所に行ったけど、ここからこんな景色が見られるなんて知らなかったよ」

「知ってる人なんて滅多にいないんじゃないかしら。夜中にこんな場所にくる人、そうそういないだろうし」

「…………」

　飛鳥の瞳ひとみが、月の光を反射して輝いている。胸にしまわれた月光貴石アルテミス・クリスタルに劣らないほど美しい。

「俺の母親が、よくいってたっけ。――本当に大切なものは目に見えないって」

「ふぅん……？」

「おふくろは保育園の先生だったから、小さい子を見てるとそんなふうに感じることが多かったのかもしれない。今の言葉も確か、保育園にあった童話のセリフだっていってた。ユゴーの、ええと、『不思議の国のアリス』だったかな……」

「『星の王子さま』よ。私もお姉ちゃんに読んでもらったことがあるわ」

　譲はちょっと目を見張った。まさか正解が返ってくるとは思わなかったのだ。

「ついでにいうと、『不思議の国のアリス』の作者はルイス・キャロル。ビクトル・ユゴーが書いたのは『レ・ミゼラブル』。私も読んだわ。お姉ちゃんの本棚にあったから」

　譲の家にもあったが、あの分厚い本を飛鳥が読み通したというのは意外だった。格闘技の本ばかり読んでるわけではなかったのか。

　そういえばあの話も、社会の最底辺まで転げ落ちた貧しい男が、愛する少女のために大奮戦する話だったな――などと、ふと思う。

　まあ、あの小説に出てくる少女は、巨大な剣を振りまわしてぎゃーぎゃーわめいたりはしなかったが。

「あなた、あのアパートで自活してるのよね。ご両親は実家？」

「いないんだよ。二人ともだいぶ前に他界した」

「あ……」

　飛鳥あすかはちょっと言葉を探していたが、やがて小さく、私と同じね、とつぶやいた。

「おまえも、両親が――」

「…………」

　飛鳥は口をつぐんでしまった。あまり話したくないようだ。

（もしかして、針生はりゆう先生が俺おれをこいつのコーチに推薦したのって、境遇が似てるからなのかな……）

　しばらくそのまま、黙って海を見つめていた。

「大切なものは、目に見えない……」

　飛鳥がつぶやく。譲ゆずるがいったその言葉に、なにか思うところがあったのだろうか。飛鳥はやや遠慮がちに訊たずねてきた。

「ね、絹ヶ瀬きぬがせくん。訊きいていい？」

「え？」

「私が、あなたが思ってたみたいなおとなしい女の子じゃなくて、ショックだった？」



    

  
    
      



    

  
    
      「な、なんだよ、いきなり」

「いきなりじゃないわ。ゆうべからずっと気になってたの」

「でもおまえ、俺おれのこと色しき魔まとか、むちゃくちゃいってたじゃないか」

「そうだけど、あんなこといわれて気にならないわけないでしょ。その――私だって女の子なんだから」

　飛鳥あすかが上目づかいでにらむように譲ゆずるを見る。ちょっと頬ほおが赤い気もする。

「やっぱりショックだった？　がっかりした？」

　そんなことをダイレクトに訊きかれても困ってしまう。

「えーと。まあ、ショックといえばショックだった、かもな」

「そっか……。そうでしょうね」

　珍しくトーンが低い。まさかと思うが、罪悪感でも感じているのだろうか。

「……正直いうと、私、よくわからないの、そういう気持ち。月光精霊ニンフアーは恋愛厳禁だし」

　あまり色恋沙ざ汰たには縁がなかったのだろうか。というより興味がないのか。

「そうだ。ねっ」

　またなにか思いついたらしく、身を乗りだしてきた。

「もし優勝できたら、愛してる、っていってあげようか」

「今度は何いいだすんだよ……」

「そんな呆あきれた顔することないでしょ。もちろん口だけ、言葉だけよ。いろいろ迷惑もかけちゃったし、ささやかな成功報ほう酬しゆうよ」

「別にいいよ。口だけでそんなこといってほしくない」

「嬉うれしくない？」

「当たり前だ。大体そんなの、簡単に口にしていいことじゃないだろ」

「なによ、偉そうに」

　すねたみたいに、またあっちを向いてしまった。

「ま、確かにあんまり感心した思いつきじゃないかもね。いいわ、忘れて」

　それきり、また黙ってしまった。

　波と夜風の音ばかりが聞こえてくる。

（いいすぎたかなあ……）

　だんだん気がとがめてきた。方向性はトンチンカンもいいところだが、一応は好意でいってくれたのだろう。突っぱねるべきではなかったかも……。

　不意に！　しゅっと空気を切り裂く音がして、なにかが譲と飛鳥の足もとに突き立った。

「なにっ？」

「下がれ！」

　とっさに飛鳥をかばい、光の中で目をこらした。

　足もとに刺さっているのは、紅白の飾かざりがついた一本の矢だった。破は魔ま矢やというやつだ。

　突然！　ぱあっ、と明るいサーチライトに照らされた。陸上からではない。海側からだ。

「なにっ？」

　いつの間にか目の前に船があった。エンジン音がしなかったので気づかなかったのだ。

　ずいぶんとクラシックなデザインの和わ船せんだ。屋や形かた船ぶねとか、時代劇に出てくる御ご座ざ船ぶねのような形をしている。

　船ふな縁べりにずらりと並んでいるのは紺こん袴ばかまの巫み女こたちだった。さっき倉庫で見た、古紋こもん神社の巫女たちだ。

　そしてその中心に、ひときわ顔だちの整った、漆しつ黒こくの髪の巫女さまが立っている。手には弓。矢を放ったのはこの人物のようだ。年齢は譲ゆずるや飛鳥あすかとそう変わらないようだ。

「古紋……夕鶴ゆうづる！」

　飛鳥がかすれた声で、その名を口にする。

「古紋夕鶴――って、古紋神社の関係者か？」

「古紋神社の一人娘で、巫女さんチームのエース。『破魔矢の夕鶴』って呼ばれてる、弓矢の名手よ」

　上空から羽ばたきの音が聞こえてきた。さっき頭上を舞っていた鳥だ。古紋夕鶴がさしだした腕にとまり、きらっと黄色い目を光らせた。

「あの鳥が、俺おれたちの居場所を知らせたわけか――」

　譲は唇をかんだ。まさか鳥を使って探しているとは。気づかなかったのは譲の責任だ。

　いつの間にか側方にも背後にも、紺袴の巫女さんたちが現れ、譲と飛鳥を囲んでいる。脱出は不可能だ。

「朝霧あさぎり飛鳥さんと、絹ヶ瀬きぬがせ譲さんですね」

　柔らかな声で、古紋夕鶴が呼びかけてきた。

「船にお乗りください。あなたがたを安全な場所にお連れします」



　二



　薄暗い豪華な部屋の中で、二人の女性が会話をしている。

「驚いたわね。高校に入ったばかりの女の子に、あなたが月光貴石アルテミス・クリスタルを奪とられるなんて」

「申しわけありません。ですが、すでに追撃の手はずは整っております。朝霧飛鳥と絹ヶ瀬譲、二人が古紋神社の船に乗せられるところを見ていたメイドがおりますから」

　白い絨じゆう毯たんにひざまずいた白縫しらぬいあげはは、目の前の女性に深々と頭こうべを垂れていた。

「さすがは古紋夕鶴さんね。打つ手が早いわ」

　あげはを責める様子もなく、優しげな微笑を浮かべているのは、二十代半ばほどの美女だった。薄い部屋着をまとい、揺り椅い子すに座り、膝ひざかけで脚あしを覆おおっている。

「朝霧あさぎり飛鳥あすかさんの名前は私も耳にしたことがあるわ。あなたを出しぬくなんて、さすがはあの朝霧竜美たつみさんの妹さん、ということかしら」

　肉感的なあげはとは対照的に、線が細く、色白で、ともすれば折れてしまいそうな身体からだつきだ。蒲ほ柳りゆうの質、という言葉はこういう人のためにあるのかもしれない。

「相手が誰だれであろうと関係ございません。私の失態は、朔夜さくやお嬢さまのお名前に――ひいては白縫しらぬい家ご本家の名に傷をつけてしまうこと。この恥ち辱じよくは必ずやこの手ですすがせていただきます」

「そんなに気にしなくていいのに……。そんなことより、どうしてもその態度はあらためてもらえないの、あげは？　私たちは、小さい頃ころは転げまわって遊んだ仲なのに」

「その頃とは、立場が違います、朔夜お嬢さま」

　あげははうやうやしい口く調ちようを崩さなかった。顔を伏せているので表情はわからない。

「お嬢さまは本家の跡取り。私は分家の侍じ女じよ頭がしら。けじめはつけなければなりません。白縫一族の悲願を、お嬢さまの代でなしとげるためにも」

「…………」

　白縫朔夜は、頭こうべを垂れているあげはから目をそらし、窓の外に目をやった。

　暗い夜の底に、無数の街の灯ひ。まるで光の洪水だ。

　ここは白縫本社ビルの最上階だ。この街でも、最も見晴らしのよい場所のひとつだろう。

　マリナフロント55の経済活動の要である白縫財ざい閥ばつ。その中ちゆう枢すうであるこの部屋に、弱冠二十五歳の、たおやかな美び貌ぼうの女性が座っていることを知る者は多くない。

「私も、あなたたちと一緒に闘うことができればいいのにね……」

「そのようなことは、お考えには及びません。お嬢さまは本家ご令嬢としてのつとめを果たしてくださればよいのです。わずらわしいことはすべて、分家の私たちにおまかせを」

「そうね……。つまらないことをいってごめんなさい。私には、あなたがたのサポートしかできない、それはわかっているのに」

「すでに機動部隊を待機させております。あとはお嬢さまのお許しをいただくだけです」

「荒っぽいことはだめよ。相手の方たちにも味方にも、絶対に怪け我が人にんは出さないようにね」

「心得ております。――その前に、闘いにそなえて、いつもの、あヽれヽをお願いできればと」

「また？」

　白縫朔夜の色白の顔が翳かげりを帯びた。

「身体は大丈夫なの？　あまり無理を重ねて、いつかみたいに発ヽ作ヽを起こしたら――」

「今回のアルテミス・ハウリングは、明日の日没で終了します。躊ちゆう躇ちよは許されません」

「あげは、私は」

「白縫家累るい代だいの悲願のためです、朔夜お嬢さま」

「…………」

　白縫しらぬい朔夜さくやは、あきらめたように吐息をついた。

「わかったわ。こちらへおいでなさい、あげは」

　ひざまずいたまま近寄り、朔夜がさしのべた両手に、あげはは自分の指をからめた。

「……んっ」

　あげはが、なにかを耐えるように唇を噛かみ、目を強く閉じる。

　身体からだが小さく震える。胸につけた白いハウルが不規則に明滅を始める。――まるで、朔夜の手から、なにかの力が白縫あげはの身体に注入されているかのように。

「あげは――本当に大丈夫なの？」

「だいじょうぶです――もっと、おねがいします、お嬢さま……」

「わかったわ……」

　白縫朔夜も苦しげに顔をしかめ、額ひたいに汗を浮かべた。しだいに顔が紅潮してくる。

　二人は数分ほど、そうして苦痛に耐えるような表情で手をつなぎあっていたが――。

「はあ、はあ、はあ……」

　やがてあげはは、がっくりと脱力し、荒い息をついた。朔夜も自分からもたれかかるようにして、その身体を抱き支えた。

「約束して、あげは……」

　あえぐように、白縫朔夜がささやきかける。

「決して無理はしないって。“〝女め神がみ”〟になることも大事だけれど、私にはあなたも大切なのだから……」

「――もったいないお言葉です」

「平気？　立てる……？」

「はい――いえ、できれば、もう少しこのままで……」

「いいわ……」

　白縫財ざい閥ばつ本家の令嬢と、同じ家系の分家の少女は、しばらくのあいだ、そうしてお互いを支えあっていた。



　波に揺られながら、古紋こもん神社の船が、静かに夜の海を渡っていく。

　譲ゆずると飛鳥あすかは、畳敷きの船内の隅に押しこめられるように座っていた。窓にはガラスではなく、障しよう子じが張られている。お香でも焚たかれているのか、品のいい香りが満ちている。

　同乗しているのは巫み女こさんだけ。なんとも異様なシチュエーションだ。いや、ゆうべ飛鳥に出会ってから、異様なシチュエーションには出くわしっぱなしだが。

「ねえ」

　飛鳥がささやく。月光貴石アルテミス・クリスタルはセーラー服の胸の中だ。

「なんだ」

「二人で大暴れしてさ、この船、乗っ取っちゃわない？」

「だから、なんでそう物騒な方向に発想がいくんだ……」

「なんとかなるわよ。あなた、そんな顔してるけど、古流武技の使い手なんでしょ」

「そんな顔で悪かったな」

「私もそろそろハウルを着られるし、やってみるだけの価値はあるわ」

「無茶いうな。こんな大勢を相手にして勝ち目ないだろ」

「あなたが犠牲になれば、私一人なら逃げられるかもしれないじゃない」

「そういうセリフは犠牲になる方がいうからサマになるんだよ」

「密談なら、もう少し小さい声でなさった方がよろしいですよ」

　気がつくと、古紋こもん夕鶴ゆうづるをはじめ、巫み女こさんたちがそろってこちらをにらんでいた。飛鳥あすかは悪びれもせずに肩をすくめた。

「申しあげておきますが、この場にいる巫女はすべて月光精霊ニンフアーです。そうやすやすと負かされはしません。朝霧あさぎり竜美たつみさんの御妹さまであろうと、絹ヶ瀬きぬがせ流武技の後継者であろうと」

「俺おれのこと、知ってるんですか」

「先ほど倉庫に集まっていた人の中に、あなたのお名前を知っている方がいらしたので」

　千紗ちさのことだろうか。あるいは他ほかにも羽衣はごろも学園の生徒がいたはずだから、その中の誰だれかが譲ゆずるに気づいたのかもしれない。

「失礼ながら、お名前をもとに調べさせていただきました。わたしたちだけでなく、今いま頃ごろ、街じゅうの月光精霊に情報がいきわたっているでしょう。朝霧竜美さんの妹と、絹ヶ瀬流武技の後継者が、手を結んだと」

「そんなつもりないんだけどなあ……」

　自分の意志と無関係に、どんどん状況が固まっている気がする。

「夕鶴さま、もうすぐ到着します」

　操そう舵だ席せきから声がかかった。船を操作しているのも巫女さんだった。

「わかりました。暗いですから、慎重に接岸してください」

「はい。おまかせください」

「お話のつづきは、のちほど」

　古紋夕鶴は慎つつましい仕種しぐさで一礼し、飛鳥と譲の前から離れた。

　きらびやかな新興都市部はすでに遠い。巨大で華やかな建築群は影をひそめ、古くからの住宅が、なだらかな斜面に沿って、慎ましやかな明かりを灯ともしている。

「ねえ、ここって古紋神社の裏手じゃない？」

「そういえば――」

　怪獣が暴れたあとのようなごつごつした断だん崖がいと、大小の岩が見えている。古紋神社の裏手の荒あら磯いそだ。街の西のはずれである。

　その一角に目だたない洞穴があった。船は静かにその中に入っていく。

　岩に偽装された桟橋に到着。巫み女こさんたちに囲まれ、船から下りる。飛鳥あすかはセーラー服の上から、しっかりと月光貴石アルテミス・クリスタルを握っている。

「こちらへどうぞ」

　古紋こもん夕鶴ゆうづるに先導されてエレベーターに乗り、上昇した。

「古紋神社の地下に、こんな秘密基地があったのか……」

　譲ゆずるは呆あきれてつぶやいた。ゆうべから驚かされることばかりだ。

（まさか、うちの学校にもなにか仕掛けがあったりしないだろうな。巨大ロボに変形するとか、地下に宇宙船が埋まってるとか）

　バカなことを考えているうちにエレベーターの扉が開いた。目の前にあるのはせまい廊下だ。ほのかなロウソクの灯ひに照らされている。

　そこは岩いわ牢ろうのような場所だった。通路の端は露台バルコニーになっており、左右とも行き止まりだ。階段やはしごはない。出入りはエレベーターでしか行えないらしい。

「しばらくこちらでお待ちください」

　譲と飛鳥は、靴を脱いで部屋にあがった。四畳半ほどの和室である。床とこの間まがあり、季節の花が活いけられて、掛け軸などもかかっている。でも、態ていの良いい監獄だ。

　飛鳥が窓を開けて周囲を見回す。

「ここからは逃げられそうにないわね」

　窓の外は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだった。はるか下の岩場に白い波が打ち寄せている。

「焦あせるなって。落ちたら終わりだぞ。ハウルを着ても空を飛べるわけじゃないんだろ」

「そうだ！　古紋夕鶴を人質に取るってのはどう？　誰だれか他ほかの巫女でもいいわ。入ってきたらいきなりぶん殴って叫ぶの。ここから出さないと、窓から突き落とすぞーって」

「だからなんでそうヤバげなことばかり考えるんだ……。もう少し様子を見よう。古紋夕鶴さんって、そんなに無茶なことするような人には見えなかったじゃないか」

「ふん」

　ソックス履ばきの爪つま先さきで蹴けっとばされた。

「いて。なんだよ」

「お人ひと好よし。なに敵に感心してるのよ」

「敵と決まったわけじゃないだろ。何か話があるようなこといってたし」

「ああそうか。あなたってああいう、おしとやかそうな人が好みだったわよね。もしかして、私に失恋したから、すぐまた別の人に乗り換えようって気？」

「また勝手に想像をふくらませるんじゃない！」

「それとも千紗ちさの方が好み？　さっきもけっこう仲よさそうだったし」

「どこが仲よさそうなんだよ！　あいつは俺おれと果たし合いをしたがってんだぞ！」

「浮うわ気き者もの」

「なっ――」

　扉が開いて、古紋こもん夕鶴ゆうづるが入ってきた。

「あなたがたは、どこにいらしてもにぎやかなのですね」

　つきそいの巫み女こも一人いた。お茶の道具が乗った盆を持っている。

「申しあげておきますけど、わたしを人質に取っても無駄です。古紋神社の巫女は、いつでもどこでも、自分を犠牲にする覚悟ができていますから」

「あなたじゃなくて、そっちの子を人質にしたら？」

「――――」

　古紋夕鶴は一瞬、言葉に窮し、一緒にやってきた小柄な巫女に目をやった。

「もういいわ、ありがとう。お戻りなさい」

「いえ、私は夕鶴さまのおそばに……」

「わたしのことは心配いりません。お願い、いうことを聞いてちょうだい」

「――わかりました」

　つきそいの巫女は、飛鳥あすかと譲ゆずるに敵意のこもった一いち瞥べつを残し、礼をして出ていった。

　飛鳥がすごく憎々しげに笑った。

「ふふん。自分はともかく、仲間が危険な目にあうのは耐えられないようね」

「おまえな、それ完全に悪役のセリフだからな」

　だが夕鶴は挑発に乗らなかった。

「お近づきのしるしに、一服ごちそうさせていただきます。作法などはお気になさらず、お楽になさってください」

　古紋夕鶴は、慣れた手つきでお茶をたて始めた。柿かき色いろの茶ちや碗わんにお湯を入れ、茶ちや筅せんでかきまわす。よくわからないが、ちゃんとした作法なのだろう。悠ゆう揚よう迫らぬ態度だ。

（この人も美人だなあ）

　無む垢くな白しろ衣きぬに紺こん袴ばかま。

　長く伸びた、つややかな黒髪。

　そして、柔にゆう和わに整った顔立ち。

　飛鳥のように燃えたつ炎のような美しさではない。白縫しらぬいあげはのようなあでやかな美び貌ぼうとも違う。清らかな純和風の美少女だ。

　――ただ、ボリューム豊かな胸が、清せい楚そな巫女装しよう束ぞくにややふつりあいな気もするが。

「どうぞ」

「あ、どうも」

　首だけで会釈して、出されたお茶を飲む。苦にがい。

　しばしそのまま、三人でお茶をすする。意外なことに、正座をした飛鳥あすかの姿も、古紋こもん夕鶴ゆうづるに劣らないほどぴしりときまっていた。茶道の心得でもあるのだろうか。

　部屋の中にお茶の香りが満ちたころ、夕鶴が口を開いた。

「朝霧あさぎり飛鳥さん」

「…………」

　じろ、と飛鳥は無言で古紋夕鶴を見返す。

「わたしがなぜ、あなたに挑戦しないか、おわかりですか」

「隙すきをねらって不意打ちしようとしてるから」

　挑発気味に即答。だが夕鶴は、静かな態度を崩さない。

「違います。――実のところ、そうするよう進言する仲間もいます。でもわたしが止めているのです。古紋神社は、アルテミス・ハウリングの参戦者であると同時に、闘いの秩序と公正さを見守る役割も担になっているからです」

「知ってるわ。レフェリーみたいな立場なのよね。お役目ご苦労さま」

「わたしとしては、まずあなたと白縫しらぬいあげはさんに、もう一度、闘っていただくべきだと思っています。そうして、先刻の混乱に決着をつけていただくべきだと」

「なに？　私と白縫あげはを、もう一度闘わせるつもりなの？」

「それがしかるべき順序だと思いますから。今夜はここに泊まっていただいて、明日、白縫あげはさんをお呼びします。そして勝ったお方に、わたしが挑戦します」

「真面目まじめなのね。手段を選ばず、なにがなんでも優勝したいとかって思わないの？」

「手段を選ばず勝っても意味はありません。勝つなら誰だれにも恥じないような勝ち方をしなければ。それが古紋神社の巫み女この闘い方です」

「巫女さんにしては胸とお尻しりが大きすぎると思うけど」

「…」

　古紋夕鶴の表情が固まったような気がした。それに、ひくっとこめかみが動いたような。

　飛鳥は気づいているのかいないのか、言葉をつづける。

「私、ややこしいことしたくないの。明日の日没まで月光貴石アルテミス・クリスタルを持って逃げきれば、私が優勝。それでいいじゃない」

　古紋夕鶴は、じっと飛鳥に視線を注いでいる。

「――朝霧飛鳥さん、あなたのハウルは、本来お姉さんの朝霧竜美たつみさんのものですね」

「そうなのか？」

　と、譲ゆずるは思わず飛鳥に目を向けた。

「…………」

　飛鳥は無言だ。表情が険しくなっている。

「それに、あなたが使っている『竜の爪つめ痕あと』もお姉さんのものですね。運営委員会の見解としては、あなたご自身の力で闘っているわけではないから、正式な参加者とは認められない。どこかのチームに所属することも認めるわけにはいかないと――」

「だからなによ！」

　飛鳥あすかが腰を浮かせた。

「そんなこと関係ないわ。私は月光精霊ニンフアーになっても、どこかのチームに入るつもりなんかないんだから。これからもずっと一人で闘ってくわ」

「わたしは、委員会の判断は間違っていると思っています」

「え……？」

　飛鳥が膝ひざ立だちのまま動きを止めた。

「こんなことをいえば、きっとお気を悪くするでしょう。でも、はっきりと申しあげるのがわたしの義務だと思います。――朝霧あさぎり飛鳥さん、月光精霊になるのはあきらめなさい」



　三



　火を噴くような目で、飛鳥が夕鶴ゆうづるをにらみつける。

「……おもしろそうな話ね。聞こうじゃないの」

　夕鶴は静かな表情のまま、淡々とつづける。

「あなたがこのまま月光精霊になっても、いつかきっと大おお怪け我がをします。確かにあなたは、ハウルを着ることができるでしょう。お姉さんの武器を振るうこともできるかもしれません。でも、それはいわば、形ばかりのこと。資質のない方が月光精霊になるのは危険です」

「そんなの、あなたが決めることじゃないわ」

「わたしは古紋こもん神社の巫み女こです。また、月光精霊として、いわばあなたの先輩でもあります。他ほかの誰だれもいわないことでも、わたしはいわなければなりません」

　古紋夕鶴はまっすぐに飛鳥の顔を見た。

「先程の闘いを見て確信しました。朝霧飛鳥さん、あなたには才能がありません」

「！」

　飛鳥はかっと顔を赤くすると、やにわに茶ちや碗わんをつかみ、古紋夕鶴に投げつけた。

　古紋夕鶴はすっと手をあげると、顔の正面でぴたりと空からの茶碗を受けとめた。まばたきひとつしない。恐おそるべき反射神経だ。

　しかし残っていたお茶が巫女装しよう束ぞくを濡ぬらした。夕鶴は静かに立ちあがった。

「着替えてまいります。しばらく考えてみてください」

　扉が閉まり、部屋には飛鳥と譲ゆずるだけが残された。

「おい……」

　飛鳥は横を向いている。怒りのためか、屈くつ辱じよくのためか、唇が小さく震えている。

　一方で譲ゆずるは、古紋こもん夕鶴ゆうづるのことも気になっていた。

　譲が道場を手伝っている頃ころにも、こういうことが時々あった。自分の力を過信している門人を、父が厳しくたしなめるような場面だ。

　だが、厳しい言葉は、吐いた側の人間にもダメージを負わせる。それが真しん摯しな心から出たものであればあるほど。

　飛鳥あすかを残し、廊下に出た。古紋夕鶴は、通路の端の露台バルコニーに立っていた。こちらに背を向けている。

「星丸ほしまる、心配してくれているの？」

　手すりにとまったさっきの鳥に話しかけている。譲には気づいていないようだ。

「いいのよ。失礼なことをいったのはこちらだもの。ああ……下着や肌はだ襦じゆ袢ばんまでぐしょぐしょだわ。ちゃんと拭ふかないと、着替えの時にみんなを驚かせてしまうわね……」

　星丸と呼ばれた鳥が、譲を見つけてクーと小さく鳴いた。

「え？」

　夕鶴がはっと振りかえる。

「わあっ！」

「きゃ！」

　二人同時に声をあげた。夕鶴は白しろ衣きぬの前をはだけて、お茶で濡ぬれた肌を手しゆ巾きんでぬぐっていたのだ。豊かな胸の大部分があらわになっている。

「きゃああああああっ！」

「すすす、すいません」

「いやあぁあ――っ！　起動ドライブっ！」

　夕鶴が悲鳴のように叫ぶと、その胸でハウルが輝いた。巫み女こ装しよう束ぞくが光に包まれ、紺こん袴ばかまが緋ひば袴かまに変わり、その手に大きな薙なぎ刀なたが現れた。

　ぎんっ！　と譲に薙刀をつきつける。顔は真っ赤になり、半泣き状態である。

「ごっ、ごらんに、なりましたねっ！」

「いえっ！　ごらんになんか、なってないですっ！」

「本当に!?」

「ほんとです！」

「でも本当の本当は、ごらんになりましたよね!?」

「はあ、拝見いたしました――」

「やっぱりーっ！」

「わわっ、すみません！」

　つい正直に答えてしまった。いかん、われながらかなり動揺している。

「巫女の肉体は神聖にして犯すべからざるものです！　それをごらんになったからには！　からには、からにはっ！　ううう……」

　古紋こもん夕鶴ゆうづるの唇と薙なぎ刀なたの切っ先がぷるぷる震えている。弓矢の名手だそうだが、薙刀も使うらしい。左右は岩壁。突きかかられたら避よけようがない。何気に絶体絶命の窮地だった。

「はあっ……」

　だが古紋夕鶴は大きく息をついて気を鎮しずめ、薙刀の切っ先を下げてくれた。再び光がはじけ、巫み女こ装しよう束ぞくは元の紺こん袴ばかまに戻った。ハウルのドライブ状態を解除したのだ。

「すみません。取り乱しました……」

　巫女装束の前をきつくかきあわせ、丁寧に頭を下げる。

「い、いや。俺おれの方こそ失礼しました。なんてお詫わびしていいか……」

「いえ、わざとではないのですから……。すみません、その――お見苦しいものをお目にかけてしまって」

「いえっ、全然お見苦しくなんか」

「！」

「なんでもありません、なんでもっ！」

　しかし実際、お見苦しいなどとはとんでもなかった。色白ですべすべで、柔らかそうで張りがあり、体格に似合わずボリュームがあって――。

　ご本人には申し訳ないが、しばらく網膜から離れてくれそうにない。



    

  
    
      



    

  
    
      「はあ……。わたし、お父さま以外の殿方に肌をさらしてしまったのは、初めてです……」

　自分の身体からだを抱くようにしてつぶやく。

「はあ、俺おれも、母親以外のを見るのは……いやいやいや」

　また余計なことをいいそうになり、口をつぐんだ。

「ええと――なにか、ご用でしょうか、わたしに？」

「あ、いや。用ってわけじゃないんですけど」

　軽く深呼吸して、なんとか口く調ちようを落ちつける。

「その、お礼をいっとこうかと思って」

「お礼？　わたしにですか？」

　前まえ襟えりを握りしめたまま、きょとんと小首をかしげる。

「あいつのこと心配してくれたお礼です。一応、コーチみたいな立場なんで」

「コーチ……」

　古紋こもん夕鶴ゆうづるは、まだちょっと赤い顔で、まっすぐ譲ゆずるを見た。身長は飛鳥あすかとそう変わらない。

「絹ヶ瀬きぬがせ譲さん。おうかがいしたいのですけれども」

「は、はい。なんでしょう」

「絹ヶ瀬流古武技の後継者が、なぜ朝霧あさぎり飛鳥さんのコーチに？　あっ、もしかして、あなたも男性の月光精霊ニンフアー……」

「じゃないです。針生はりゆう先生にも、俺にはその素質はないっていわれてますし」

「え？　でも――」

「どうかしました？」

「今、わたしのハウルが反応したような気がしたんですけど……」

　古紋夕鶴が不思議そうに、譲と、自分の胸のハウルを交互に見た。

「……気のせいだったみたいですね。ごめんなさい、まだわたし、どうかしてるようです」

　気のせいで幸いだった。譲はハウルの力なんか欲しくないのだから。

「朝霧飛鳥さんと同じ、羽衣はごろも学園に通ってらっしゃるそうですね」

「ええ、たまたま同じクラスなんで、変に関かかわりあうことになって――いや、まだはっきりコーチになるって決めたわけじゃないんですけど」

「そうなんですか？」

「はい。アルテミス・ハウリングのことも知ったばかりだし、闘ったり争ったり、あまり自分に向いてないと思うし」

「…………」

　夕鶴は小さくため息をついた。星丸ほしまるは、手すりにとまっておとなしくしている。

「……いやですよね、闘ってなにかを奪い合うなんて」

「古紋神社チームのエースが、そんなこといっていいんですか？」

　夕鶴ゆうづるは微笑した。月に照らされたその笑顔は、どこかはかなげだった。

「わたしは、エースなんてたいそうなものではありませんわ。仲間に支えられて、なんとか自分の務めを果たしているだけですから。本当のエースというのは、朝霧あさぎり竜美たつみさんのような方をいうのだと思います」

「あの……朝霧竜美ってどんな人なんですか」

「飛鳥あすかさんに聞いてらっしゃらないんですか？」

「あいつ、大事なことはなんにも話してくれないんですよ」

「あら」

　ふふっ、と小さく笑う。譲ゆずるの不満そうな口ぶりがおかしかったのかもしれない。

「ではわたしも、飛鳥さんに無断でいろいろお話するわけにはいきませんね。他ひ人と様さまのプライバシーに関かかわることですから」

　ちょっぴりいたずらっぽい口く調ちようだった。

「でも一つだけ。――わたしは、朝霧竜美という人は本物の天才だったと思っています」

「天才……」

「ええ。たぶん誰だれに訊たずねても、同じ答が返ってくるでしょうね」

「あいつ、その天才のお姉さんのハウルを使ってるわけですか」

「はい。――通常は、ハウルは他人に受け渡されないものです。竜美さんと飛鳥さんの姉妹の場合は珍しい例ですね。だから、委員会も特別あつかいで、飛鳥さんを非正規の参加者にしているんでしょうけど……」

　夜の海に目を向ける。表情がかすかに曇っている。

「……でもやはり、それは危険なことだと思うんです。アルテミス・ハウリングは、生命のやりとりが目的ではありませんけれど、それでも過去には大おお怪け我がをした人もいたと聞きます。生命を落とした人も……」

　やっぱりか、と譲は思った。ハウルにどんな不思議な力が働いているのか知らないが、あんなごつい武器で闘って、そうそう無傷ですむはずがないのだ。

「失礼を承知で、飛鳥さんにあんなことを申しあげたのもそれが理由です。絹ヶ瀬きぬがせさん、飛鳥さんのことを思うなら、闘いをやめるようにいってあげてください」

　譲はどう答えればいいかわからなかった。

　実をいえば、譲にも譲なりの、飛鳥の資質に対する見解があるのだが――。

　でも、ここで議論をしても仕方がないだろう。それに、他ほかに訊ねてみたいこともある。

「あの、夕鶴さんって何年生ですか？　俺おれたちとそんなに違わないみたいに見えますけど」

「真里野坂まりのさか高校の二年生です」

「ははあ……」

　マリナフロント55には、羽衣はごろも学園の他にも多くの学校がある。真里野坂高校は、神しん道とう系の私立の女子高だ。なるほど、巫み女こさんの勉強をする人は、そういう学校に通うのか。

　などと一人で納得していると、今度は古紋こもん夕鶴ゆうづるがおずおずと訊たずねてきた。

「あの……こちらからも、もう一つおうかがいしてよろしいでしょうか」

「俺おれに答えられることだったらなんでも」

「ええと……わたしずっと女子校で、若い男性とお話しすることがあまりなかったので、この機会に、ぜひお訊ねしたいのですけれど」

「はあ」

「ただ……お会いしたばかりの方にこういう質問をするのは、たいへん不作法なことだとも思うのですけど」

「な、なんですか」

「つまり、ひと言でいって、ええと、うう」

　それまでの凛りんとした態度とは違って、巫女装しよう束ぞくの胸もとをいじりながら、ひどく煮え切らない様子だ。なんだか譲ゆずるまで緊張してきた。

「その、若い男性の目から見て――若い男性ですよね？　絹ヶ瀬きぬがせさんも」

「い、一応、そのつもりですが」

「わ、わたしの胸って、やっぱり、お、お、お――」

　消え入るような声で、大きすぎるでしょうか、と訊きかれた。

「はい？」

　真っ赤に染まった顔を上げ、夕鶴は堰せきを切ったように猛烈にまくしたてた。

「そ、その――さっきも朝霧あさぎり飛鳥あすかさんにいわれましたけど、自分でも気にしているんです。清純たるべき巫女がおっ、じゃ、じゃなくてバババ、バストが大きすぎたりするのはふさわしくないのではと。仮にも神職についている者が、男性の心を惑わすような外見をしていて、果たして良いものかと。それに白しろ衣きぬを着ていても、すぐに襟えりの形が崩れて、直しても直しても胸もとが出てしまって」

「いや、あの、そんなこと俺に訊かれても」

「仲間の巫女たちは、別に気に病やむほどのことじゃないっていってくれるんです。でもわたし、こういうことにうとくって、本当のところはどう考えればいいのか。ずいぶんいろんな文献を読みこんだんですけど、巫女のおっ、むむっ胸のしかるべき大きさについて書いてあるものは見つからなくて」

「あ、あの。そんなに迫られると」

　その胸がくっつきそうになってしまう。だが古紋夕鶴は気がつかない。

「誰だれかに相談できればいいんですけど、こんなこと親や先生にも話せないし、どうしようってずっと思っていたところに、先ほど思いがけず絹ヶ瀬さんにわたしのおっ、むむ、胸をごらんいただいて、いえもちろん事故なのであなたに責任はないのですけど、せっかくなので率直なご感想をおうかがいできればと。考えようによってはこれは神さまのお与えくださった千せん載ざい一いち遇ぐうの機会では」

「ちょっと、ちょっと待ってください」

　古紋こもん夕鶴ゆうづるがぐいぐい迫ってくる。その胸に文字通り肉迫され、譲ゆずるはいつの間にか露台バルコニーの手すりに背中を押しつけていた。

　古紋夕鶴は、はっとわれに返ると、たいそう恐縮したように真っ赤になってうつむいた。

「す、すみません、また取り乱してしまって。長いこと悩んでいたので、つい……」

「あー、ええと、ですね、俺おれが思うに」

　譲は咳せき払ばらいして、夕鶴の胸をチラ見した。

「まあ……そんなに気にしなくていいんじゃないですか」

　われながら、すごく適当な答だった。が。

「本当にそう思いますかっ」

　夕鶴がぐぐっと迫ってきた。また胸がくっつきそうになる。

「は、はあ。俺なら、夕鶴さんみたいな巫み女こさんに厄やく払ばらいとかしてもらっても、別に抵抗ないと思います。マジで」

「そのお言葉、信じてよろしいのですね」

　拳こぶしを固め、まっすぐな真しん摯しな瞳ひとみで、さらに接近。譲はますますのけぞる。

「は、はい。よろしいです」

「はあー……」

　問題の大きな胸に手を当てて、ほっとしたように息を吐きだす。

「ありがとうございます。わたし、なんだか急に希望が湧わいてきました」

　そんなに目をきらきらされるとかえって困惑してしまう。

「すみませんでした、はしたないことを申しあげて。でも、おかげで心が晴れた思いです。本当にありがとうございました」

　夕鶴が深々と頭を下げる。

　だがその襟えり元もとは、早くも形が崩れて、胸の谷間が見えそうになってしまっていた。



    

  
    
      
第五章　機動メイド部隊の逆襲



　一



　夕鶴ゆうづるは着替えのためにエレベーターで去り、通路には譲ゆずる一人が残された。

「つ、疲れた……」

　それでも、古紋こもん夕鶴が話の通じる人でよかった。薙なぎ刀なたを突きつけられた時にはどうなることかと思ったが。

　アルテミス・ハウリングの関係者にも、常識人はいるらしい。

　部屋に戻ってみると、飛鳥あすかが誰だれかに電話をかけていた。

「……それじゃお願い。くれぐれも秘密にね。頼んだわよ」

　話していた携帯電話を切って、譲に顔を向ける。

「誰と話してたんだ？」

「千紗ちさよ。助けにきてくれって連絡したの。崖がけの上からロープかなにか垂らしてもらえば、なんとか脱出できると思うわ」

「本気かよ……落ちたら大おお怪け我がじゃすまないぞ」

「だからって、ここにいたら白縫しらぬいあげはと再戦させられちゃうわ。せっかく手に入れた月光貴石アルテミス・クリスタルを取り返されるなんて冗談じゃないもの」

「自分が負けると思ってるのか、白縫あげはさんに」

「う……」

　飛鳥は苦にがい顔になった。

「そうはいわないけど――でも万一ってことがあるでしょ。向こうは何人も仲間がいるんだし、集団でかかってこられたらたまったもんじゃないわ」

　白縫あげはの方が強い、とは認めたくないらしい。負けず嫌いなのは悪いことじゃない。

「そっちはなにやってたのよ。古紋夕鶴となに話してたの」

「巫み女こさんの胸の大きさについて――」

「は？」

「あーいや、こっちの話だ。おまえに、アルテミス・ハウリングから降りるよう忠告してくれって頼まれたんだよ。才能がないのに闘うのは危険だって」

「…………」

　予期に反して、意外と飛鳥は静かだった。

「怒らないのか？」

「あなたに怒ってもしょうがないじゃない」

　飛鳥あすかはセーラー服の胸もとから月光貴石アルテミス・クリスタルを出し、ため息まじりにつぶやいた。

「才能って、恐こわい言葉ね……」

　窓の外に目を向けた。夜の海を、十六夜いざよいの月が照らしている。

「生まれつきのものだから自分ではどうしようもないもの。初めから最強スキルを身につけてるみたいなものだし、ある意味反則よね。――知ってる？　最近じゃ、ＤＮＡを検査して、その人がどんなスポーツに向いてるか、向いてないか、調べたりするんだって。十年も二十年もその道一筋でやってきて、ある日突然、ＤＮＡ検査で『実は向いてませんでした』とかいわれたら、きっとショックでしょうね」

　その言葉にどんな思いがこめられているのか、飛鳥の表情からは読み取れない。

「おまえのお姉さんは天才だっていってたぞ、夕鶴ゆうづるさんが」

「みんなそういうわ。それなのに妹は……って」

「みんな」の中には羽衣はごろも学園チームの先輩も入っているのかもしれない。

「あなたはどう？　自分のこと天才だって思ったことある？」

「そりゃ、天才だったらいいのになって思ったことはあるよ。武道とかスポーツをやってる人間は、みんなそうだろ。芸術や学問でもそうかもしれないけど」

「そうよね。世の中は、自分が天才だと信じたい人間だらけ――。いつかお姉ちゃんが、そんなこといってたわ」

　また姉の話題だ。朝霧あさぎり竜美たつみという人は、ずいぶんと妹に影響を与えているらしい。

　いったいどういう人物なのだろう。飛鳥にハウルと剣を託したということは、今はアルテミス・ハウリングから退いているのだろうか。

　それとも、もしかしたら、譲ゆずるの両親のように――。

「私ね、ほんとは委員会からも見放されかけてるの」

　体育座りのように膝ひざを抱えて、スカートを腿ももの裏にたくしこんで座る。

「あんまり勝ち星がないから。そろそろ結果を出さないと、ハウルを取り上げられて、永久追放されそうなのよ」

「永久追放？」

「もしかしたら、今回のアルテミス・ハウリングが、そろそろ最後のチャンスかもね。それで焦あせって、いつもイライラして……あなたや針生はりゆう先生や、今度は千紗ちさにまで迷惑かけて――バカみたいね」

　自じ嘲ちよう的てきな笑い。こいつにこんな笑顔は似合わないな、と思った。

「だから、なにがなんでも、この月光貴石を手放すわけにはいかないのよ。ちょっとぐらいアンフェアなことしても、なりふりかまってられないの」

　飛鳥が月光貴石を握りしめる。

「私だって、本当は正々堂々と白縫しらぬいあげはに勝ちたいわ。勝って、みんなに私の力を認めさせたい。さすがは朝霧あさぎり竜美たつみの妹だっていわせたい。勝ちたい、勝ちたい、勝ちたいよぉ……」

　後半はすすり泣きのような声になり、飛鳥あすかは自分の膝ひざに顔を埋うずめた。

　譲ゆずるは、慎重に口を開いた。

「……親父おやじが口くち癖ぐせみたいにいってたよ。自分は天才じゃあないって」

　飛鳥がくすんと小さく鼻をすすって譲に目を向けた。

「でも、周りからは達人とか名人とか呼ばれてた。――思うんだけどさ、凡人が天才になることは無理でも、名人や達人を目指すことならできるんじゃないか？」

「なにがいいたいの……。ひょっとしてなぐさめてくれてるつもり？」

「いや……」

　譲はわずかにためらった。自分はアルテミス・ハウリングとは関かかわらずにいようと決めたのではなかったか。

　が、目を赤くしている飛鳥を見たら、結局いわずにはいられなかった。

「おまえが白縫しらぬいあげはさんに勝つ方法を、教えてやろうかと思って」
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　羽衣はごろも学園の第二女子寮。

　一般の生徒は知らないが、ここは“〝月光精霊ニンフアー”〟たちの合宿所である。

「早く古紋こもん神社に行かないと……」

　服部はつとり千紗ちさは焦あせっていた。一刻も早く寮を脱けださなければならない。

　さっき飛鳥から電話をもらった時、千紗は嬉うれしかった。飛鳥が自分に頼ってくれるのは初めてだ。あの悪人の絹ヶ瀬きぬがせ譲が一緒なのは気にくわないが。

　しかし、中等部の月光精霊は、午後十時以降は外出禁止だ。

　今は十時半。高等部の先輩たちはまだ飛鳥を探しているはずだが、千紗たち中等部生は、そろそろベッドに入らなければ叱しかられてしまう。

「朝霧飛鳥さんが相手なら、私たちにも月光貴石アルテミス・クリスタルを奪取するチャンスがあるわ！」

　廊下では、当番で居残りしている高等部の先輩たちが、熱っぽく語りあっている。

「最近、私たち負けがこんでるし、このへんで挽ばん回かいしなくちゃ。今夜がだめでも、明日の日没までに、なにがなんでも朝霧飛鳥さんを見つけ出して、月光貴石を奪うのよ」

　千紗の友達の、中等部の月光精霊たちも、うなずきながら聞いている。一人が、廊下の角からのぞいている千紗を見つけ、声をかけてきた。

「ね、千紗。朝霧飛鳥さんと仲がよかったよね。どこにいるか、心当たりないの？」

「えっ？　なっ、ないよっ。ぜんぜん、ちっともっ」

「彼女には、絹ヶ瀬きぬがせ流古武技のコーチがついたそうね」

　と高等部の先輩も訊たずねてくる。

「みみみ、みたいですね。私もよく知らないんですけど」

「でもそれって、あなたがみんなに教えてくれたんじゃない」

「そ、そうでした？　ええと、すみません、失礼しますっ」

　トイレに急ぐふりをして、逃げるようにその場を離れた。

　誰だれもいないことを確認し、裏口で靴を履はき替えて、そっと表に出る。

　物置を開け、荷造り用のロープを持ちだす。

「ごめんね、みんな……」

　千紗ちさは嘘うそや隠しごとが苦手だった。本当ならこんなふうに、チームのみんなをだましたくはないのだ。

　でも千紗にとって、朝霧あさぎり飛鳥あすかも大事な先輩なのだ。北海道からこの羽衣はごろも学園にきた時、右も左もわからずまごついている千紗を、飛鳥はいろいろと助けてくれた。

　できれば飛鳥に優勝してほしい。そして正式な月光精霊ニンフアーになって、羽衣学園チームの仲間になってもらって一緒に闘いたい――それが千紗の願いなのだ。

　千紗は忍び足で寮の門を抜けだし、転がるような勢いで古紋こもん神社へと走りだした。

　その姿を、さっきの先輩が見ていたことに気づきもせずに。



「白縫しらぬいあげはの『ピッチフォーク・スクリュー』破り……」

　譲ゆずるの説明をひと通り聞き終えると、飛鳥は難しい顔で考えこんだ。

「理屈はわかるけど……ほんとに上う手まくいくのかしら」

「あの技を破るにはこれしかないと思う。これも親父おやじがいってたことだけど、強敵に勝とうと思ったら、努力して自分の技を高めるか、新しい技を身につけるしかない。世の中を渡っていくには、自分の技術を磨き抜くしかないんだって。白縫あげはさんに勝つには、あの人の『ピッチフォーク・スクリュー』の上をいく技を出すしかないってことだ」

「簡単にいうわね。それに、向こうにはまだ隠し武器があるのよ」

「問題はそれなんだよなあ……」

　譲も腕組みをして考えこんだ。白縫あげはの、あの縫い針形の寸すん鉄てつのことだ。

　飛鳥は接近戦用の武器は持っていない。あるのは『竜の爪つめ痕あと』だけだ。闘いの途中で接近戦に切り換えられたら、対処のしようがないのだ。

「私も最初から接近戦用の武器を用意しておこうかしら。小こ太だ刀ちとか、ナイフとか」

「持ってるのか？」

「ここにはないわよ。どこかで手に入れないと。……でも、使ったことがないから上手く闘えるかどうかわからないけど」

「うーん……慣れない武器を使うのは、ちょっと危険かもな」

　もしその武器を相手に奪われ、逆に利用されでもしたら、目も当てられない。

「……似たような武器を持つより、むしろ防ぐ方法を考えた方がいいんじゃないかな。接近戦になっても、向こうの攻撃をガードする方法を。でも、今から寝ね技わざや体術の特訓をしても間に合わないだろうしなあ」

　できれば、こちらも白縫しらぬいあげはの意表をつけるような道具があるとベターなのだ。不意打ちを仕掛けようとする者は、自分が不意打ちを仕掛けられるとは考えないものだ。

「一ヽ見ヽ、武ヽ器ヽにヽ見ヽえヽなヽいヽよヽうヽなヽ……。どうせなら、いろんな使い方ができるようなものがあるといいんだ。たとえば、ロープとか、チェーンとか――いっそ、投とう擲てき系の、礫つぶて、まきびし……でも、どこで調達するかって問題があるか……」

　その時、飛鳥あすかのポケットの中で振動音が聞こえた。携帯電話の着信だ。

「きた、千紗ちさだわ」

　飛鳥が窓から身を乗りだして、上に向かって手を振る。譲ゆずるの位置からは見えないが、崖がけの上に千紗がいるのだろう。

　するするとロープがおりてきた。丈夫そうな荷造り用のロープだ。

「作戦会議はあと。とにかく逃げきれれば問題ないんだから。――起動ドライブ！」

　飛鳥の胸で白い宝石が輝いた。布地に異様な紋様が浮かびあがり、ハウルを着た姿に変身した。もはや見慣れた光景だ。

「先に私が行くわ。上にあがったら、あなたをロープで引き上げてあげる」

　靴を履はき、剣を腰のベルトにひっかけ、するすると身軽にのぼりだす。

「気をつけろよ」

　窓から身を乗りだし、飛鳥を見あげる。一瞬ちらっとスカートの中に、なにやらヒラヒラした白いものが見えてしまった。

「こ、こらっ。のぞくなっ」

　ローファーの踵かかとで蹴けっとばされた。どぎまぎしつつ引っこむ。

　ぼやぼやしてはいられない。譲も靴を履き、ロープの端を身体からだにくくりつける。

「夕鶴ゆうづるさんに黙って出ていくことになるなあ……」

　裏切るようで気が引ける。が、ここに残るわけにもいかない。いずれ機会を見てあやまるしかないだろう。許してくれるかどうかわからないが。

　身体に結わえたロープが、くいくいっと引かれた。こちらも引っぱりかえして合図する。

　次の瞬間、譲の身体はたちまち上昇を開始した。

「わ、わ、わっ」

　宙づりの状態で、はるか下の、泡の渦うず巻く荒あら磯いそを見おろす。さすがにこんな荒行は、父からも課せられたことがない。あっという間に崖の縁ふちにたどりついた。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、ほら、つかまって」

「ぼやぼやしてると落っこちますよ。私は別にいいですけど」

　飛鳥あすかと、例によって半はん袖そでに短パンの体操着姿の千紗ちさが、よじのぼる手助けをしてくれた。

「ほんとはあなたなんか助けたくなかったんです。感謝してくださいね」

　無事に崖がけの上に這はいあがると、たちまち千紗が憎まれ口を叩たたく。

「まだ俺おれのこと女の敵だと思ってるのかよ」

「当たり前です。飛鳥先輩、二人きりでいる時、この人にいやらしいこととかされませんでしたか？」

「そういえば、たった今もスカートの中のぞかれたわ」

「女の敵！」

「誤解を招くようなこというな！」

　おしゃべりしている時間はない。三人で一列になり、足音をひそめて走りだす。

「おまえ、そんなかっこで寒くないのか」

　体操着姿の千紗に訊たずねる。初夏とはいえ、夜の空気は冷たい。

「余計な心配は無用です。私、寒さには強いんです。以前、和寒わつさむにいた頃ころは、裸足はだしで雪合戦とかしてましたし」

　和寒は北海道の地名だ。冬に冷えこむことと越冬キャベツが美お味いしいことで有名な土地だと、いつかテレビの旅番組で紹介していた。

「でも震えてるじゃない。千紗、ほんとに大丈夫なの？」

「いえ、震えてるのは緊張してるからです。はあ……こんなに心臓がどきどきするのって、塩しお狩かり峠とうげでクマと鉢合わせした時以来です」

　クマと鉢合わせしたことがない譲ゆずるにはよくわからないたとえだが、それでも千紗が、相当に勇気を出して助けにきてくれたことはうかがえる。

　にしても、クマと鉢合わせして、そのあとどうなったのだろう。

　と、不意に。まったく別の声が闇やみの奥から聞こえてきた。

「案内してくれてありがとう、千紗」

　三人、はっと足を止めて周囲を見まわす。

　囲まれていた。羽衣はごろも学園の女子生徒たちだ。全員、高等部の制服を着ている。

　暗いからよく見えないが、譲が知っている顔もあるかもしれない。

「……千紗」

　飛鳥が呆ぼう然ぜんと、ポニーテールの後輩に目を向けた。

「ち、違います。私、誰だれにも話してません！」

「…………」

「ほんとです、飛鳥せんぱ――」

　二人の会話に割りこむように、羽衣はごろも学園の生徒たちが輪を縮めてきた。

「千紗ちさ、おしゃべりはやめて、早くこっちにきなさい」

「そうよ。あなたは羽衣学園チームの一員なんだから」

「で、でも、どうして――。先輩……飛鳥あすか先輩」

　千紗はおろおろと交互に、羽衣学園チームの生徒たちと飛鳥を見る。

「朝霧あさぎり飛鳥さん、悪いけど、月光貴石アルテミス・クリスタルはもらうわよ」

「起動ドライブ！」

　生徒たちが一斉に叫ぶ。光がほとばしり、全員が同時にハウルを身にまとった。

（確認できる限りでは、八人……）

　譲ゆずるはすでに戦闘態勢だった。相手の数と位置を素早く見てとる。

　それぞれ手に武器を持っている。ある者は刀。ある者は槍やり。ばらばらだ。

　簡単には突破できそうにない。なにしろ相手は月光精霊ニンフアーの集団なのだ。

「ふふ」

　飛鳥の口もとから笑いがこぼれた。

「おもしろいわ……。これが女め神がみの醍だい醐ご味みってやつ？」

『竜の爪つめ痕あと』を握りしめ、夜風に髪を波打たせながら、瞳ひとみをぎらぎら輝かせている。燃え立つ真紅の闘気が目に見えるようだ。

「いくわよ！　ぬぉぉぉりゃあ……」

　いつもの咆ほう哮こうをあげようとした――が、その時。

　どどどどどどっ、と、爆発音のようなけたたましい音が聞こえてきた。

「見つけましてよ、朝霧飛鳥お嬢さま！」

　白縫しらぬいあげはの声とともに、強烈なヘッドライトの光が浴びせられた。

　大排気量のバイクだった。それも一台ではない。何台もの大型バイクの集団だ。運転しているのは、白縫あげはの仲間のメイドさんたちだった。

「月光貴石を返していただきに参りましたわ！」

　白縫あげはが叫ぶ。先頭を爆走してくるサイドカーの、側そく車しやの部分に乗っている。

「レ、女暴走族レデイース……？」

　譲はあんぐりと口を開けた。どの車体にもメイド服と同じカラーリングがほどこされ、なんだかとんでもない色合いになっている。

「ちょっと、なんなのいきなり？」

「白縫メイドチーム？　どうしてここに！」

　タイミング的には不意をつかれ、そのセンスには意表をつかれ、羽衣学園の生徒たちも、混乱して陣形を乱している。

「とうっ！」

　長い髪とスカートをひるがえし、白縫しらぬいあげはが優雅に地上に飛びおりた。すでにハウルを身につけ、手には『剣歯虎サーベル・タイガー』を持っている。

「『シザーハンズ・あげは』が、インチキ女め神がみに正義の鉄てつ槌ついを下すべく、ただいま降臨いたしましたわ！　朝霧あさぎり飛鳥あすかお嬢さま、お覚悟あそばせ！」

『剣歯虎』を振りかざし、飛鳥に向かって突っこんでくる。

　が、その前に立ちはだかったのは、羽衣はごろも学園チームの制服少女たちだ。

「白縫あげはさんを、朝霧さんに近づけてはだめ！」

「みんなで固まって楯たてになるのよ！」

　かくしてその場は、大乱戦模様となった。

　セーラー服とメイド服を着た十代の少女たちが、手に手に大仰な武器を持って、斬きりあい、どつきあいを始めたのだ。悪夢のようなムチャクチャな光景である。

「んぎゃおぁあああおぁぁぁぁぁぁぁぐぉあああああああありゃああおぁあぁあっ！」

　とりわけ大暴れしているのは飛鳥だった。『竜の爪つめ痕あと』を、いつも以上の勢いで振り回している。

　千紗ちさはまだまだ呆ぼう然ぜんとしていた。譲ゆずるがその肩を引き寄せる。

「ここは危ない。とりあえず離れよう」

　千紗が、はっとしたように振りむいた。

「信じてください、絹ヶ瀬きぬがせさん。私、本当に裏切ってなんか……」

「ああ。たぶん、後をつけられたんだよな」

　優しい口く調ちようでなだめる。年下の女の子が泣きそうな顔をしていると、妹を思いだす。たとえどんなに生意気で、こちらを敵視していようとも。

「あとでちゃんと説明すれば、あいつもわかってくれるさ。おまえたち、仲いいんだろ？」

「でも……」

「俺おれも一緒に話してやるから。心配するなよ、な」

「うう……」

　半ベソをかいている千紗を木陰に座らせ、譲は闘いに注意を戻した。

「朝霧飛鳥さま、逃げていないでかかっていらっしゃいませ！」

　寄せてくる敵を『剣歯虎』を振るって蹴け散ちらしながら、白縫あげはが叫ぶ。

「こっちのセリフよ。そんなとこにいないで挑戦してきなさい！　どぅありゃああああああああああおぉぉぉぉあぁぁぁぬあぁぁぁぁっっ!!」

　収拾のつかない大混乱である。

「どうなっちゃうんだ、これ」

　半ば呆あきれつつ見ていると、さらに新たな集団が現れた。

　鋭く空気を劈つんざく音。無数の矢が、さくさくさくっと地面に突き刺さる。

　はっ、と全員が一斉に振りむく。

「古紋こもん神社の中で、狼ろう藉ぜきは許しません！」

　今度は、古紋夕鶴ゆうづるを先頭にした巫み女こさんたちだった。巫女装しよう束ぞくに襷たすきをかけ、手に手に弓矢や薙なぎ刀なたを持って、一団となって突っこんでくる。

　かくしてその場は、メイドと、セーラー服の女子高生と、巫女さんが入り乱れての大混戦となった。

「なんだかもう、むちゃくちゃを通りこして、でたらめだな……」

「あっあっ、飛鳥あすか先輩、逃げて！　逃げてください！」

　ポニテを振り乱し、千紗ちさが叫ぶ。だがその声は届いていないようだ。

「楽しい、楽しいわ！　誰だれもかれも、私と闘いたがってるなんて、最高！　ぬんぎゅあぁあぁあああああああああありゃああああああどあぁぁああああああ！」

　咆ほう哮こうし、嵐あらしのように剣を振るう飛鳥。その胸で、月光貴石アルテミス・クリスタルが揺れている。

　泣き叫ぶ代わりに暴れている――そんなふうにも見える。

　弓を手にした古紋夕鶴、その凛りんとした声が響いた。

「白縫しらぬいあげはさん、朝霧あさぎり飛鳥さん、退ひきなさい！　いったん場を鎮しずめるべきです！」

　しかし『剣歯虎サーベル・タイガー』を振るいながら、白縫あげはは口もとに笑みを浮かべる。

「そんな悠長なことはいっていられませんわ！　ぐずぐずしていたら、他ほかの誰かに月光貴石を奪とられてしまうかもしれませんものね！」

「――いたしかたありません。星丸ほしまる！」

　呼びかけにこたえ、白縫あげはの頭上から、コミミズクがさあっと舞い降りてきた。

「きゃ？　な、なんですの、この鳥っ！　ひえええっ」

　白縫あげはの眼前で、コミミズクの星丸がホバリングするように羽ばたき、視界を覆おおう。

「あげはさま！」

「今そちらにまいります！」

　忠実なメイドたちがあげはに駆け寄る。羽衣はごろも学園チームの生徒たちも、そちらに気を取られた。チャンスだ！

「おまえはここにいろ」

「えっ？　絹ヶ瀬きぬがせさん――？」

　千紗を置いて飛びだした。飛鳥に駆け寄り、手首をつかんで走りだす。

「ちょっ――え、絹ヶ瀬くん？　なによっ！」

「このぐらいにしとけ。今は逃げるのが先だろ！」

　後方から声が聞こえてくる。

「朝霧さんが逃げるわ！」

「追いかけましょう、みなさん！」

　全速力で神社の敷地を突っきり、暗い木こ立だちに飛びこんだ。

「はっ、はっ、はっ……」

　飛鳥あすかはまだ目をぎらつかせている。紅潮した頬ほおに汗が伝っている……汗だろうか？

「しーっ……」

　飛鳥の背中を押し、身を伏せさせる。足音とバイクの爆音、ヘッドライトの光が周りを囲んでいる。がさがさと草を踏みわける音もする。誰だれもが飛鳥を探しているのだ。

　ためらっている場合ではない。譲ゆずるは決断した。

「俺おれが囮おとりになる。隙すきを見て逃げろ」

「え……？」

　答えず、繁みから飛びだす。走りながら、ポケットに手を入れる。

　そこには、ゆうべ飛鳥にむしりとられた、バイト服の飾かざり珠だまが入っていた。さっき店長に返すつもりだったのが、クビを宣告されたショックで忘れていたのだ。

　わざと月明かりに反射させながら飾り珠をかざし、騒がしく音をたてて薮やぶから薮へ走り抜ける。思惑通り、すぐに誰かが譲を見つけてくれた。

「ちょっと、あれじゃない!?」

「月光貴石アルテミス・クリスタルを持ってるわ。朝霧あさぎり飛鳥さんよ！」

「逃がしちゃだめ。みんなを呼んできて！」

　うまい具合にだまされてくれている。服装や背格好をよく見れば飛鳥ではないことがわかるはずだが、真っ暗な木立の中で、しかも誰もが興奮状態なので、冷静な判断ができないのだろう。

　こうして追手を引きつければ、飛鳥が逃げるチャンスも生まれるはずだ。

「……うまく逃げてくれよ」

　祈るように振りかえり、譲は古紋こもん神社を飛びだした。



　三



　神社を出たあと、どこをどう走ったかほとんど記憶にない。

　いつの間にか古い屋敷町に入っていた。深夜なので、シンと静まりかえっている。

　もう追手の気配はない。なんとかまいたようだ。

「でも、これからどうしたもんだろ……」

　見知らぬ路地の暗がりで、譲は途方にくれていた。

「あいつのケータイの番号、聞いとけばよかったなあ」

　現状では連絡の取りようがない。飛鳥が無事に逃げられたかどうかもわからないのだ。

　このままアパートに帰ってしまおうか。だが、もうバスもモノレールも終わっている。

　長い道のりを、またてくてく歩かなければならないかと思うと気が滅め入いる。

「……なにやってんだ俺おれ、アルテミス・ハウリングには関かかわらないつもりだったのに」

　昨日までの平穏な日々が恋しかった。こんなふうに、夜中にメイドさんや巫み女こさんに追いまわされるような冒険は、まったく望むところではないのに……。

　はっ、と身体からだを硬くした。

　角の向こうから足音が聞こえてくる。

　隠れる場所はない。左右は高い塀だ。

　曲がり角に身をひそめ、近づいてくる足音をうかがい、相手の前に、飛びだした！

「きゃっ!?」

　意外な顔に驚いた。

「糸村いとむら？」

「え……るーちゃん？」

　一年三組の副委員長、糸村真美子まみこが、コンビニの袋を持って立っていた。



「ほんとにびっくりしたよー。私もコスプレ通り魔に出くわしたかと思っちゃった」

　糸村真美子は、苦笑しながら譲ゆずるにジュースを出してくれた。

「悪い。えーと、その……俺もつい通り魔の噂うわさが気になって、警戒しちまってさ」

　ここは真美子の自宅のマンションだ。さっきの場所の近くである。

　真美子の私服姿を見るのは小学校以来だった。タンクトップにデニムの短パン。なんだかいろいろと新鮮だ。きれいな素足がまぶしい。

「静かだな。家の人たち、もう寝てるのか？」

「お父さんもお母さんも法事で田舎いなかに帰ってるの。今は私一人」

　ちょっとドキッとした。染師町そめしまち孝介こうすけによれば、真美子もかなり男性陣の注目を集めているそうなのだ。飛鳥あすかのように際きわ立だった美び貌ぼうではないが、親しみやすく、一般受けする容姿と性格だ――ということらしい。

「いいのか？　親がいないあいだに、俺みたいなの入れて」

「なにいってるの。幼稚園の時からのつきあいじゃない」

「そりゃそうだけど」

「それより、そろそろ教えてよ。こんな時間になにしてたの？　絹ヶ瀬きぬがせくんが今住んでるとこって、このあたりじゃないでしょ」

「えーと、だな」

　譲は、ここまで歩いてくるあいだに考えたいいわけを並べたてた。

「バイトが終わったあと、店の先輩のうちに遊びにいったんだよ。泊まってくつもりだったんだけど、急にその先輩の彼女がきて。で、俺は邪魔になったんで追い出されたんだ」

「ひどーい。もうモノレールもバスもないでしょ。タクシー代とかくれなかったの？」

「先輩のマンションを出る時は、まだバスのある時間だったんだよ。でも、このへんの道よくわからないから迷っちまってさ。で、あのへんをうろうろしてたわけだ」

「そっかー。でも、それで私と出くわすなんてラッキーだよね。よかったら、このままうちに泊まってく？」

「え」

　真美子まみこの笑顔を、思わず見返した。あたふたと、出されたジュースを飲みほす。

「い、いや。いくらなんでもまずいだろ。家の人が留守なのに」

「でも今から帰るの大変でしょ。タクシー代貸してあげてもいいけど、お金がもったいないじゃない。この部屋で寝ていいからさ、泊まっていきなよ」

「そりゃ、確かに助かるけど……」

「おなかもすいてるんじゃない？　晩ごはんの残りでよかったらすぐ出せるけど」

「マジか！」

「マジマジ。ちょっと待ってて。持ってきてあげる」

　食欲には勝てなかった。それに家庭料理なんて滅多に口にする機会がないのだ。

　思い返せば、昨日の夜に飛鳥あすかと出くわしてから、ひどい目にあいつづけである。

　飛鳥に振りまわされ、千紗ちさに果たし合いを挑まれ、白縫しらぬいあげはに追いかけられ、古紋こもん夕鶴ゆうづるに変な相談を持ちかけられ、気の休まる間がなかった。

　だから糸村いとむら真美子の、ごくごく普通のあたたかな気き遣づかいは、涙が出るほど感激的だった。なんかこう、ひさびさに人間らしい扱いを受けている気がする。

（……俺おれ、今までどうして、こいつの良さに気づかなかったんだろう）

　なんてことまでしみじみ思った。いや、朝霧あさぎり飛鳥の本性がわかったから、すぐまた別の女に乗りかえるというわけでは決してない。決してそうではないが――。

　くらっ、と視界が揺れた。

「あれ……？」

　お盆に食事を乗せて、キッチンから真美子が戻ってきた。

「どうかした、絹ヶ瀬きぬがせくん」

「いや。なんか急に、目まいが……」

「そっか。ご飯くらいごちそうしてあげたかったんだけど、思ったより効くのが速かったみたいね、薬」

「くすり……？」

「あげはさま、もうよろしいようです」

　と、真美子が、隣の部屋につづくドアに声をかけた。

「あ、あげはさま――？」

　ドアが開き、姿を見せたのは、メイド服に身をつつんだ白縫しらぬいあげはだった。

「!!」

「お手間を取らせてくださいましたわね、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるさま」

　白縫あげははあでやかな笑みを浮かべ、糸村いとむら真美子まみこの肩を抱いた。

「よくやってくれたわ、真美子。あなたもそろそろ、私の近この衛え部隊に入ってよさそうね」

　愕がく然ぜんとしている譲に顔を向けた。

「ごめんね、るーちゃん。私も白縫メイドチームの月光精霊ニンフアーなの。るーちゃんがうちの近所に逃げてきたって聞いて待ち伏せてたんだ」

　ぺろっと舌を出す。小さい頃ころから見慣れた癖くせだ。

　だが今の譲には、その笑顔がひどく悪魔的に見えた。

　そして白縫あげはもまた、嗜し虐ぎやく的てきな表情で譲を見下ろしている。

「こんなことをして申し訳ございません。でも、あなたにはいろいろと私たちに協力していただきたいのですわ。力を貸してくださいませ」

「う……」

　立ち上がろうとした。だが、四し肢しがしびれて動けない。

「ふふっ。無駄ですわ。どこにも逃げられませんわよ、ご主人さま」

　にんまりと笑って舌なめずりをする。

　一体どんな目にあわされるのか、譲が表情をひきつらせていると――。

　白縫あげはが切れ長の目を細め、おもむろに譲に身体からだを寄せてきた。大きな胸を密着させ、動けない譲に、腕と脚あしを絡みつける。

「な、なにを……？？？」

「お近づきのごあいさつですわ。ああ……こんなふうに動けないご主人さまを、思う存分お世話するというのもいいものですわね。ご奉仕の精神が刺激されますわ」

　それはご奉仕の精神とかではなく、なにかもっと別のものではあるまいか。

「あげはさま、ずるいですわ。私にも、るーちゃんのお世話をさせていただきたいです」

　くふふふっ、というふくみ笑いとともに、反対側から糸村真美子もくっついてきた。

「心配しないで、るーちゃん。大丈夫、痛いことはしないから、ね……？」

　甘いウィスパーボイスが逆にコワい。こいつ、こんな艶つやっぽい顔ができたのか。

「わ、わ、わ……」

　グラマラスな白縫あげはの迫力ボディと、短パンにタンクトップのおさななじみにサンドイッチ。しかし薬のために、どうしても身体が動かない。

「ご主人さまは、私たちのメイド喫茶で働いておられたそうですわね。ならば、もともとは白縫グループのお仲間。私たちに協力してくださいませ。ふぅー……」

　息を吹きかけながら、白縫あげはが譲の首に、長い腕を巻きつける。まるで蜘く蛛もの巣にからめ捕られてしまったような気がする。

「私もね、前からるーちゃんのこと、うちのチームにスカウトしたかったんだよ。ほら、バイトを紹介してあげるっていったじゃない。あれはこのチームのこと。これからは一緒にがんばっていこう。ね……？」

　真美子まみこも、反対側から譲ゆずるの首に抱きつき、柔らかい頬ほおをすりつける。長いつきあいだが、こんな色っぽくてみだらがましい表情を見るのは初めてだ。

　白縫しらぬいあげはほどではないが充分に豊かな胸を、熱を帯びた腰を、そしてむきだしのふとももを、なまめかしくこすりつけられ、どうしていいかわからない。

　しかし幸か不幸か、強烈な睡魔が襲ってきて意識を保っていられなくなった。

「あらら。ご主人さま、どうなさいましたの、もうおねむ？」

「るーちゃん、もう寝ちゃうの？　いいわ、このつづきはまたあとで、たっぷり、ね」

「誰だれにも邪魔されない場所で、精一杯おもてなししてさしあげますわ」

「楽しみにしててね、るーちゃん。ふふふ……」

　二人のくすくす笑いが左右からステレオのように聞こえてくる。

　まるで魔女の姉妹みたいだ――そんなことをぼんやり考えながら、譲は意識を失った。



    

  
    
      
第六章　要よう塞さいメイド喫茶のご主人さま



　一



　翌朝。

　マリナフロント55はいつもとまったく同じように朝を迎えた。

　ランドセルを揺らし、大声ではしゃぎながら学校へ走る子どもたち。

　通勤バスの中には、はつらつと、あるいはいくぶん疲れた顔で職場へ向かう大人おとなたち。

　時間を持て余している若者はベッドの中で二度寝三度寝を試み、夜の仕事を終えた者たちは弁当屋やコンビニで食べ物を買って家路をたどる。

　いつもと同じ朝。平穏で明るい朝。

　だが、街角で、学校で、駅のホームで、携帯電話を手にした少女たちが、こんな会話を交わしていることに気づいた者が、どれだけいただろうか。

　――うそっ。朝霧あさぎり飛鳥あすかさん、まだ見つかってないの？

　――うん。街じゅうの“〝月光精霊ニンフアー”〟が徹夜で探したけど、どこにもいないって。

　――自宅は？　あと、親しん戚せきとか知り合いの家とか。

　――意外とまだ古紋こもん神社に隠れてるんじゃない？　あのへん森だらけだし。

　――とにかく早く見つけなきゃ！

　――今日の日没までに探しだして、私たちが月光貴石アルテミス・クリスタルを奪取するのよ。

　――よそのチームに渡すわけにはいかないもんね。

　――優勝するのはこの私！

　――ううん、この私が“〝女め神がみ”〟よ！



　床に置いてあった携帯電話が鳴った。

　ディスプレイに発信者の名前が表示されている。服部はつとり千紗ちさだ。

　千紗からの着信は、ゆうべからこれで四度目になる。

　だが飛鳥は、電話に出ようとしなかった。

（今はあの子の声は聞きたくない……）

　飛鳥が耳を押さえているうちに、着信音は切れた。

　ゆうべの千紗の行動を責めているわけではなかった。責めるわけにはいかない。無理な頼みごとをしたのは、飛鳥の方なのだから。

　千紗は羽衣はごろも学園チームの一員だ。飛鳥よりも仲間のことを優先するのは当然なのだ。悪いのは、そんな千紗に助けてもらおうなどと思った自分の方だ。

　千紗ちさは悪くない。絶対に悪くない。

　女め神がみになった以上、他ほかの月光精霊ニンフアーはすべて敵。いや、月光精霊は本来独ひとりぼっちなのだ。わかっていたはずなのに、甘かった。誰だれも信用するべきではなかったのに。

　気持ちを鎮しずめ、飛鳥あすかは再び木刀を振るい始めた。

　飛鳥はゆうべからまんじりともせず、ずっとこヽのヽ場ヽ所ヽに隠れ、特訓をつづけていたのだ。

　それは、古紋こもん神社の岩いわ牢ろうで絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるに教わった技だった。『ピッチフォーク・スクリュー破り』の練習である。

「はあ、はあ、はあ……」

　セーラー服は、とうに汗でぐしょぐしょだ。シャワーを浴びたい。着替えたい。だが、外に出ることは危険だ。

　今や、街じゅうの月光精霊が、飛鳥を狙ねらっているはずなのだから。

　こヽのヽ隠ヽれヽ場ヽ所ヽも、いつまで安全かわからない。

　もし白縫しらぬいあげはと闘うことになったら、絹ヶ瀬譲に教わった技だけが頼りなのだ。

「――あいつ、どこに行ってるんだろ。連絡ぐらいくれてもいいのに」

　いまいましい思いでつぶやく。携帯電話の番号は教えていないが、たとえばクラス委員にでも聞けばわかるはずではないか。

「って、私、なに考えてるのよ。誰にも頼っちゃだめって思い知ったはずじゃない」

　だが、千紗と絹ヶ瀬譲とは、また立場が別だ。絹ヶ瀬譲は、飛鳥のコーチなのだから。味方だと思って信頼していいはずだ。

　しかし連絡がない以上、自分で練習するしかない。幸いなことに、ここには稽けい古こにうってつけの機械が置かれていた。

　うなりをあげて稼働しているその機械に正面から向きあい、木刀を構える。

　あの技を身につけるには、ランダムに動く目標に、正確に『竜の爪つめ痕あと』の切っ先を命中させる技術が必要なのだ。

　また携帯電話が鳴った。知らない番号だ。絹ヶ瀬譲だろうか。

「もしもし！　絹ヶ瀬くん？　なにしてるのよ。早く私のところに――」

『朝霧あさぎり飛鳥さんですね』

「……誰？」

　相手は絹ヶ瀬譲ではなかった。女性だ。聞いたことがあるような声だった。

『絹ヶ瀬譲さまは、本日より私どものグループの一員になりましたので、その旨むねご連絡したいと思いまして。悪あしからず、ご了承くださいませ――』

　飛鳥はほとんど反射的に電話を切った。

　その後、二度ほど同じ番号からかかってきたが、飛鳥は出ようとはしなかった。



「ほんとにあいつの居場所なんか、知らないんだって！」

　譲ゆずるは悲鳴をあげた。もう何度同じことをいったかわからない。

「それに、あんたたちに協力もしない！　いいかげんに帰してくれーっ！」

　だが、譲を囲んだメイドさんたちは、にこやかでラブリーな笑顔のまま、ますます身体からだを寄せてくる。

「そうおっしゃらずに、ゆっくりなさってくださいませ、ご主人さま」

「新しいお料理をお持ちしましたわ。さあ、お口を開けてくださいな。はい、あーん」

「またマッサージいたしましょうか。それとも、また別の子たちを呼びましょうか」

「お好みの女性のタイプをお申しつけくだされば、どんなメイドでもお連れしますわ」

「ご遠慮なく、なんでもおいいつけくださいませ、ご主人さま」

「だったらまず、そのご主人さまって呼び方をやめてほしいんだけど……」

　メイドさんたちはちょっと困ったような顔になった。

「申し訳ございません。それはできかねますの、ご主人さま」

「ここにいらっしゃる以上、あなたは私たちのご主人さまですもの」

「それとも旦だん那なさまとか、マイマスター、などとお呼びした方がよろしいでしょうか」

「あるいは、お兄ちゃん、先輩、弟クン、ボクちゃん、坊や、とか」

「わが君、わが殿、わが神、全宇宙に君臨する偉大なるお方、などがお好みでしたら――」

「ご主人さまでいいです」

　その呼び方はほとんど罰ゲームの領域だ。

　とにかく薬が切れて目を覚ましてから、ずっとこの調子なのである。

　気がついたらこの部屋に移されていた。王侯貴族が座るような、超きらびやかでドレッシーな服を着せられ、豪華な椅い子すに座らされていたのだ。

　そして以後ずっと、二十人以上ものメイドさんたちに過剰接待をされまくっている。全員、ルックスは抜群。白縫しらぬいメイドチームの精鋭部隊なのだそうである。

　もちろん単なるサービスではない。朝霧あさぎり飛鳥あすかの居場所を訊きかれ、白縫メイドチームへの協力を要請されてのことだ。

「お食事はもうよろしいですか？」

「それではお飲み物などお持ちいたしますね」

「デザートも用意してございますのよ」

「よければ大理石のローマ風呂でお背中をお流しいたしますわ」

　生まれてこの方、こんなハーレム状態は経験したことがない。全身がむずむずして頭が爆発しそうである。妹や亡なき両親には、とても見せられない姿だ。

　怒ったりブチ切れたりしようにも、こうまめまめしく世話を焼かれては怒りの感情も引いてしまう。なにしろ相手は本職のメイドさんだ。「ご主人さま」のご機嫌をコントロールすることにかけてはプロフェッショナルなのである。

（お客になったことはなかったけど、この店のメイドさんてすごいんだな……）

　部屋も豪華だ。ヨーロッパのお貴族さまの邸宅のように、広くて豪華な調度品に囲まれている。といっても、なんのことはない、譲ゆずるが働いていたメイド喫茶のビルの、最上階にあるＶＩＰルームなのだ。今日は臨時休業にして、譲の貸し切り状態にしてあるという。

（店長も、俺おれがここでこんな接待受けてるって知ったらたまげるだろうなあ……）

「いかがでしょう。私どもに協力してくだされば、毎日こんな生活を送れますのよ」

　と、頑がん丈じようそうなドアを開けて、白縫しらぬいあげはが入ってきた。糸村いとむら真美子まみこもそれにつづく。二人ともメイド服姿だ。真美子のメイド姿は、意外にサマになっていた。

「クリーニングした制服が届きましたわ、ご主人さま」

　と、真美子が、おととい間違って業者に持っていかれてしまった譲の制服を置く。

「頼むから、おまえまで『ご主人さま』なんて呼ばないでくれよ……」

「それじゃお言葉に甘えて、今まで通りの話し方にさせてもらうね、るーちゃん」

　真美子は譲にぴったりくっついて座り、間近から顔をのぞきこんだ。

「私ね、後悔してるんだ」

「な、なにが」

「るーちゃんのこと、早くうちのチームにスカウトしておけばよかったって。そうすれば、もっといい形で仲間になってもらえたのに。でも、アルテミス・ハウリングのことは秘密だから、どうしようか迷ってるうちに時間が経たっちゃって」

　その好意を疑うつもりはない。ないが、しかしそれにしても。

「気持ちはありがたいけど、だからってこんなやり方、強引すぎるだろ」

「私より、朝霧あさぎりさんの方が好きなの？」

　哀かなしそうな顔で、ドキッとするようなことをいう。演技とわかっていても「いやそんなことないよ」といってしまいそうになる。

　おさななじみの女の子に、こんな可愛かわいらしい衣装で可愛らしい態度を取られると、新鮮な感動やら、戸惑いやら、ときめきやらで、感情が定まらない。恐おそるべし、メイドさん。

「なあ、おまえ、俺相手にこんなことして照れくさいとか思わないのか？」

「……。ぜんぜん、そんなこと、ないよっ？」

　ちょっと間があった。少し頬ほおが赤らんでいる。

「朝霧飛鳥あすかさまの居場所を知らない、というのは本当のご様子ですわね」

　と、真美子に替わって、今度は白縫あげはが譲にぴったりくっついてきた。

「ですけれど、あなたを仲間にお招きしたい気持ちに変わりはありませんわ。戦国兵ひよう法ほうを受け継ぐ、絹ヶ瀬きぬがせ流の古流武技。その恐ろしさは、闘いの世界に生きる者なら誰だれもが知っていることですもの。ぜひコーチをお願いしたいですわ」

「大げさですって。どんなふうに聞いてるか知りませんけど、うちは両親も他界してるし、滅亡寸前の流派なんですから」

「うかがっております。――あるご事情で、道場を閉じねばならなくなったとか」

「――――」

　譲ゆずるはにわかに表情をこわばらせ、口を閉ざした。

　この人は、当時のことを、どこまで知っているのだろうか。

「だいたいのことは、私どもの耳にも入っております。たいそうお気の毒ないきさつがおありだったそうですわね」

「…………」

「けれど、のちに仇かたきの一族が何者かに襲撃され、お父さまのご無念は晴らされた、とも聞き及びます」

「…………」

「激しい闘いだったそうですわね。再起不能になった方もいらしたとか」

「…………」

「どこのどなたがなさったことか、いまだに不明だそうですけれど……でも、絹ヶ瀬きぬがせ流のどなたかが、仇あだ討うちをした、という説も聞いたことがありますわ」

「――俺おれはなにも知りませんよ」

　硬い表情のまま、答える。

　まずい……。

　夕焼けだ。

　夕焼けの赤が胸の中に広がってくる。

　顔から血ちの気けが引いて、視界が暗くなってくる。背中に脂あぶら汗あせがにじんできた。得体の知れない衝動にかられ、大声をあげたり暴れたりしたくなる。

　実際に日暮れの時刻でなくても、なにかのきっかけでこうなることがある。あの時の記憶を思い出すと――。

　フラッシュバック。

　倒れている人々。赤く染まった世界。闘いや暴力や、憎しみや呪のろいに満ちた世界。

　周囲の光景や物音が頭に入ってこない。意識が赤い闇やみにのみこまれそうになり――。

「るーちゃん。るーちゃん、大丈夫？」

　肩を揺すられ、譲は危ういところで我にかえった。

　真美子まみことあげはが気づかわしげに譲を見ている。あながち演技でもなさそうだ。

「あ、ああ……ちょっとぼーっとしてた。なんでもない」

　――大丈夫だ。意識ははっきりしている。

「お気を悪くなさったならおわびいたしますわ、絹ヶ瀬さま」

　白縫しらぬいあげはが頭を下げた。それだけで、ふわんといい匂においがただよってくる。

「私は、絹ヶ瀬きぬがせ流の真価を、私どもが充分に知っていることを申しあげたかっただけなのです。――でも失礼なものいいでしたわ。どなたにでも、触れられたくないことはありますものね」

　そうだ、誰だれにでも触れられたくないことはある。

　この白縫あげはにだってあるかもしれない。心の古傷とか、秘めた誓いとか。

「お疲れになりまして？　よければあちらのベッドで横になられます？」

「そうさせてもらお……」

「私ども全員で、添い寝させていただきますわね。よければ子守歌の合唱なども」

「やっぱりいいです！」

「膝ひざ枕まくらの方がよろしいでしょうか」

「いいですってば！」

「いけない、私としたことが、大事なことをお話しするのを忘れておりましたわ」

　白縫あげはがぱちんと手を打ち鳴らした。

「コーチとしての報ほう酬しゆうのお話です。他ほかのどこよりもはずませていただきますわよ」

「いや、報酬の問題じゃなく、俺おれはあなたがたのチームには……」

「さしあたり朝霧あさぎり飛鳥あすかさまに対するコーチ料の、二倍でいかがでしょう」

「にばっ」

　本気で呼吸が止まってしまった。

「それだけではございませんことよ。食事つき家賃ゼロの職員寮をご用意いたしますわ」

「!!」

「衣服や生活用品も、こちらでまかなわせていただきます。領収証さえ出してくだされば、なんでも買いたい放題ですわよ」

「」

「さらに交通費、残業代、その他、諸手当も完備。白縫企業グループのホテル、旅館、リゾート施設なども格安でお使いいただけます」

「」

　呈示された給料を、たちどころに計算する。バイト生活が長いと給料関係の暗算が得意になる。

　飛鳥は、コーチ料は週給三万円といっていた。

（その二倍！　……ということは！）

　――目の前に札束が飛びかった。月収九万で暮らしていた身には、夢のような大金だ。

　しかも白縫あげはは、衣食住の提供まで申し出てくれている。

　ものすごい好条件だ。祖父母や妹に仕送りだってできるだろう。

「まだまだございますわ。白縫しらぬいグループの一員となれば、進路の不安もなくなりましてよ。白縫財ざい閥ばつ系の大学に推薦で入ることも可能ですし、専門学校への入学や、就職のご相談だってドンとこい、ですわ。もちろん奨学金のご相談にも乗らせていただきます」

「うおおおお……」

　これまたすごい特典だ。この就職氷河期時代、将来を心配していない学生などまずいない。バイトで知り合った大学生なんか、まだ一年の春なのに、もう就職課に出入りしている。譲ゆずるにしたところで、学費が払えず卒業証書がもらえなくなる、いわゆる卒業クライシスの恐怖におびえているのだ。

　そこに、天から降ってきたようなこの幸運！

　多少なりとも心が動かなければ、その方がどうかしている。

　が。

（いや、待て。待て待て待て。よく考えろ、自分！）

　欲にかられて、飛鳥あすかを裏切っていいものだろうか。

　いろいろ思い違いはあったにせよ、飛鳥は仮にも初恋の異性なのだ。

　金に目がくらんで寝返ったりしたら、父がまた夢でどやしつけてくるかもしれない。

　それにだ。うまい話には裏があるものだ。

　おいしいことを書き並べている求人情報ほど疑ってかからなければならない。ここの企業が、決して従業員に優しくないことは、譲自身、身に沁しみているではないか。

　この場の口約束に釣られて、人生を誤るわけにはいかない。

「もちろん、すぐにお返事いただきたいとは申しませんわ」

　白縫あげはが寛大な微笑を浮かべた。それがまた、うさんくさい。

「しばらく考えてくださいませ。お返事はのちほどおうかがいします――と申しましても、イエス以外のお答えはお聞きしたくありませんけれど、ね」

　その時、頑がん丈じようそうな扉を開けて、また別のメイドさんが入ってきた。

「あげはさま。捜索部隊のメイドたちから報告が入りました」

　白縫あげはになにやら耳うちする。白縫あげはは何度かうなずくと、報告の内容を譲に教えてくれた。

「朝霧あさぎり飛鳥さまの居所がわかったそうですわ。月光貴石アルテミス・クリスタルの反応を確認したとのことです」

「あいつ、どこにいるんですか！」

「それはお答えできませんわ。申し訳ございません」

　白縫あげはは妖よう艶えんな笑みを浮かべると、メイドたちに指示を出した。

「ご主人さまはお疲れのご様子です。しばらくお一人にしてさしあげましょう。私が戻るまで、絶対に外にお出ししてはなりませんよ」

「かしこまりました、あげはさま」

　と、美び貌ぼうのメイドさんたちが一斉に頭を下げる。

「それでは絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるさま、私は小こ一時間ほどで戻ってまいります。おさびしいでしょうけれど、しばらくここにいらしてくださいな」

「ちょっと待って。俺おれも連れてってくださいよ！」

　白縫しらぬいあげはは、微笑でそれを拒こばんだ。

「申しあげておきますけれど、力ずくで脱出なさろうとしても無駄ですわ。ここはビルの最上階。窓は防弾、壁は耐震耐爆仕様。防犯設備も防災設備も万全。いわば、メイド喫茶の形をした要よう塞さいなのですから」

「いくらなんでも大げさすぎるんじゃ……」

「アルテミス・ハウリングに参加する以上、これぐらいの設備は当然ですわ」

　そうなのだろうか。なんだか自分の常識が、どんどん揺らいでくる。

「では失礼いたします。しばらくお一人でおくつろぎくださいませ」

　スカートをつまんで優雅にお辞儀をし、白縫あげはは出ていってしまった。他ほかのメイドたちも、食器やマッサージ器具などを手に手に抱え、それにつづいた。

　糸村いとむら真美子まみこが、隠しポケットから大きなナプキンを出し、さっと広げた。テーブルの上にあった皿やコップ、箸置きや調味料入れなどの細こま々ごました小物を、まとめてナプキンに包んでしまう。

　譲はふと、その様子に見入った。

（ナプキンって、ああいう使い方もあるのか……）

　――待てよ。

　突然、ひらめいた。飛鳥あすかが白縫あげはを破るための、その手段を。

（そうだ、この手がある！　あげはさんに対抗する手段が。新しい武器を用意する必要はない。あいつの今の服装――装備だけで、あげはさんに立ち向かえるじゃないか……！）

　ごくシンプルなアイデアだった。だがその分、白縫あげはは意表を突かれるだろう。

　飛鳥にこのことを伝えなければ。

「それじゃあ、るーちゃん。またあとでね」

　糸村真美子と他のメイドたちは、うやうやしく礼をして部屋を出ていった。

「ちょっと待った！　俺も一緒に行く――」

　だが一歩遅く、扉は閉ざされ、廊下からロックをかける音が聞こえた。

　譲は完全に閉じこめられてしまったのだ。



　二



　授業が終わると、服部はつとり千紗ちさは高等部の校舎へ走った。

　本当は、中等部生がみだりに高等部に出入りしてはいけないのだ。だが飛鳥あすかのことが心配でじっとしていられなかったのである。

「朝霧あさぎりさんは欠席だよ。譲ゆずるも、あと今日は副委員長も休みでさ。風邪でも流は行やってんのかなってみんな噂うわさしてるんだ」

　応対してくれた男子生徒がそう教えてくれた。

「やっぱりお休みしてるんですか……」

「やっぱり？　なんか心当たりでもあんの？」

　あわてて首を横に振る。ポニテが首の後ろでふるんふるん揺れる。

「な、なんでもないです。ちょっとその、言葉のアヤっていうか」

　われながら意味不明の弁解だ。

「あーっ！　まさか、キミ、譲の彼女じゃないか？」

「はあ？」

「あいつ、好きな女の子のタイプが変わったとかいってたし、もしかしてあんたがきっかけで……。それで朝霧さんとキミへの愛の板挟みになって、悩みすぎて寝込んでるとか！」

「違いますっ！　なんの話ですか、なんの！」

「隠さなくていいって。あいつってそういうことに不器用そうだからなあ……。よし、俺おれが相談に乗ってやる」

「だから違うっていってるじゃないですか！」

「俺、あいつの親友で染師町そめしまち孝介こうすけっていうんだ。一緒に学食で話でもしようぜ」

「あ、あのっ。いいです。失礼しますっ」

　千紗ちさはポニーテールを水平になびかせ、ぴゅーっとその場から逃げだした。とてもつきあっていられない。

　廊下の隅で息をつく。

「どこに行っちゃったんだろう、飛鳥先輩……」

　飛鳥は欠席だろうと予想はしていた。月光貴石アルテミス・クリスタルを持っているのだから、きっとどこかに隠れているのだろうと。

　だが、もしかしたら絹ヶ瀬きぬがせ譲は登校しているかと思ったのだ。しかしよく考えてみれば、彼が学校にきていたら、高等部の月光精霊ニンフアーたちが大騒ぎしていることだろう。

「飛鳥先輩、私のこと怒ってるだろうな……」

　千紗はゆうべから反省し、後悔しつづけだった。自分のせいで飛鳥の居場所がバレてしまった。しかも飛鳥は、千紗に裏切られたと思っている。

　といって、チームの先輩たちを恨むつもりはない。そもそも千紗の行動こそが、チームへの裏切り行為なのだ。飛鳥の居場所を知っていながら黙っていたのだから。

「千紗、今度からはちゃんと協力してよ。朝霧さんと仲がいいのは知ってるけど、あんたは羽衣はごろも学園チームの一員なんだから」

　と、釘くぎを刺されただけで許してもらえた。それだけでも幸いというものだ。

「千紗ちさ。どうしたの、こんなとこで」

　声をかけてきたのは白ジャージ姿の針生はりゆう先生だった。針生先生は羽衣学園チームの監督だ。無論、千紗とも毎日顔を合わせている。

「飛鳥あすか先輩のことが心配で……。ゆうべから何度も電話してるけど、出てくれないし」

　針生先生は、ははあ、という顔になった。昨夜の大騒ぎについては、当然、先生の元にも報告が届いている。飛鳥が現在の女め神がみであることも。

「もう一度かけてごらんなさい。これを使っていいから」

　ジャージのポケットから自分の携帯電話を取りだした。千紗は礼をいうと、飛鳥の携帯電話の番号を押した。

「もしもし……。あっ、飛鳥先輩ですか！　私、千紗です！　え、番号？」

『――あなたの携帯の番号じゃないわね。誰だれかの借りてるの？』

　ひどく不機嫌そうな声だった。やはり怒っているようだ。

「これ、針生先生の電話なんです。あの、ゆうべは本当に……えっ？」

　千紗が息をのむ。

「今、一人なんですか？　どういうことですか、絹ヶ瀬きぬがせさんにも裏切られたって」

「千紗、ちょっと貸して」

　ただごとではないと感じたらしく、針生先生が千紗の手から電話を取った。

「飛鳥？　針生よ。絹ヶ瀬くんとなにかあったの？」

　千紗も耳を近づけ、飛鳥の声を聞く。

『あの人、白縫しらぬいグループに入ったそうよ。私のコーチより高い給料がもらえるっていわれて、その気になったらしいわ』

「待ちなさい。あなたは今どこにいるの。絹ヶ瀬くんから直接、話を聞いた？」

『白縫グループから電話があったの。今、あの人たちと一緒にいるって。……でも、関係ないわ。今日の日没まで、絶対に逃げきってやるから』

「もしもし、飛鳥。今どこなの？　ちゃんと説明しなさ――」

　電話は切れてしまった。かけ直したが、電源を切ってしまったようだ。

「針生先生……」

「千紗、一緒にきて。――まずいことになってるのかもしれないわ」



　火災報知機のベルがけたたましく鳴り響いた。

　留守番がてら、掃そう除じや料理の仕込みなどをしていたメイドたちは、はっと顔をあげると、一斉に動きだした。

　手に手に消火器や水の入ったバケツを持って、最上階のＶＩＰルームに駆けつける。

「まさか、火事？」

「もしや、絹ヶ瀬きぬがせさまが自暴自棄になられて部屋に火をおつけあそばしたのでは！」

「急ぎましょう。お客さまに万一のことがあれば、あげはさまの名に傷がつきますわ」

「絹ヶ瀬さまを、早くお部屋から出してさしあげなくては！」

　だがその心配は不要だった。この建物は、火災の警報装置と各部屋の電子錠が連動している。警報が鳴ると、自動的にすべてのドアのロックが解除されるのだ。災害時に、部屋に人が閉じこめられないための配慮である。

　駆けつけてきたメイドたちが、ＶＩＰルームのドアに手をかけようとした、その時。

「ちょっと失礼！」

　ドアが勢いよく開き、絹ヶ瀬譲ゆずるが飛びだしてきた。羽衣はごろも学園の制服に着替えている。

「きゃあっ！　絹ヶ瀬さま？」

　不意を突かれて、廊下に密集していたメイドたちが蹴け散ちらされた。

「ご主人さま、お待ちください！」

「皆さん、お帰ししてはなりませんよ！」

「ご主人さまを取り押さえさせていただきなさい！」

　意味的には「逃がすな、とっ捕まえろ」と同義なのだが、どこまでも敬語を使うのが、プロのこだわりなのである。

「お部屋にお戻りください、絹ヶ瀬さま！」

　無駄のない動きで絹ヶ瀬譲を包囲する。彼女たちはほぼ全員が月光精霊ニンフアーで、そうでない者も武闘の訓練を受けている。ハウルを着なくても充分に強いのだ。

「お戻りください。お聞きいただけなければ、力ずくでも――」

　じりじりと押し戻される。



　譲は小さく舌打ちした。

「まずった……」

　ベルを作動させたのは、もちろん譲だ。テーブルに置かれていたアンティークランプの白熱電球を、天井の火災報知機に近づけ、熱に反応させたのだ。

　この店の従業員だった譲は、火災報知機とドアのロックが連動していることを知っていた。万全の防災態勢が、この場合はかえってあだになったわけだ。

　だが、思惑通りにいったのはそこまでだった。混乱に乗じて一気に突破しようと思ったのだが、さすがに白縫しらぬいあげはの仲間だけある。そう簡単に脱出させてはくれないようだ。

（どうする……）

　そもそもまともに闘って勝てるとは思えない。相手は月光精霊の集団なのだ。

「絹ヶ瀬きぬがせさぁーん！」

　突然！　開いたエレベーターから、思いがけない人物が飛びだしてきた。

「千紗ちさ!?」

　体操着姿の服部はつとり千紗だった。額ひたいにハチマキをして、ポニーテールを躍らせ突進してくる。

「千紗、助けてくれ！　閉じこめられてたんだ！」

「誰だれが名前で呼んでくださいっていいましたか！　起動ドライブ！」

　怒りながら、千紗が胸のハウルを輝かせる。

　見る間に千紗の体操着は変へん貌ぼうした。白い布地にあの紋様が浮かびあがり、色合いもデザインも変わっていく。短パンがブルマになったのは、どういう原理によるものなのか。

　そして光が凝結し、手にはおなじみの鎖くさり鎌がまが出現した。

「羽衣はごろも学園中等部三年一組、服部千紗！　いきますっ！　だりゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鉛なまりの分ぶん銅どうをぶんぶん振りまわす。あいかわらず、狭い場所でも見境なしだ。

　だが今は、そのムチャクチャさが幸いした。密集したメイドさんたちがたちまち混乱状態に陥おちいる。

「きゃーっ！」

「危ない、危ないですわっ！」

「こんな狭い所で、そんな危ないものを振りまわさないで！」

「どうしてこんなところまでやすやすと侵入を許してしまったの!?」

「それが、見張り役の者まで、みんなここに駆けつけてしまって――」

「やむを得ませんわ。私たちもハウルを着ましょう！　起動ドライブ！」

　メイドさんたちもハウルを輝かせ、次々に変身していく。現れた武器は、槍やり、刀、杖つえ、棍こん棒ぼう、さまざまだ。

「とぁあ――――っ！」

　千紗はひるまず、機敏に動いた。もちろんハウルを着ているからだろうが、やたらめったらすばしこい。こんなに狭い空間でも、ちょこまかと器用に動く。

　メイドさんの槍をかわし、突いてくる剣を鎖鎌で受け、壁や天井に足をつけて宙返りし、ポニーテールをぴょこぴょこ揺らしながら、縦じゆう横おう無む尽じんに暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす。まるで軽かる業わざ師しか、メキシカンプロレスラーのようだ。

「今度こそ、おばあちゃんから教わった技を出す時です！」

　びし！　と鎖鎌を構える。メイドさんたちが、ぎょっとしたように動きを止める。

「秘伝！　羆ひぐまキャプチャァァァァァアアアアア――っ！」

　叫ぶや、鎖鎌を低く構え、がしがしがしがしがしがしがしっ、とメイドさんたちのむこうずねを払いながら突進してきた。

「おおっ、なるほど！」

　譲ゆずるは真剣に感心した。確かにこれは、クマが川で鮭さけ捕りする姿に似ている！

　メイドさんたちはみんなスタイル抜群で、脚あしもバレリーナのように長い。それは千紗ちさにとっては絶好の狙ねらいどころとなるのだった。

　しかも千紗は身体からだが小さいので、低い姿勢からの超高速稲刈りみたいな攻撃は効果的だ。孫娘にこんな理にかなった技を伝授するとは、千紗のおばあちゃんはなかなかあなどれない人物のようだ。

「きゃあーっ！」

「やられてしまいましたわ！」

「みなさん、脚に！　脚にお気をつけあそばせ！」

　次々にひっくりかえるメイドさんたちをかわし、踏み越えて、千紗が譲に猛進してくる。

「絹ヶ瀬きぬがせさん、これを！」

　千紗が投げた鎖を、譲がはっし！　と受けとめる。

「離さないでくださいっ！　え――いっ！」

「わっ！」

　千紗が鎖を力まかせに引く。譲は一気にたぐりよせられ、メイドさんの人垣を突破して、千紗のそばに到達した。

「逃げますよ、絹ヶ瀬さん！」



    

  
    
      



    

  
    
      「エレベーターはだめだ。こっちの非常階段から行こう」

「わかりました。ちょっと失礼しますっ」

　千紗ちさは譲ゆずるをひょいと背中に背負うと、口に鎖くさり鎌がまをくわえた。

「んふぅ――っ！」

　と、鉄製のドアに飛び蹴げりをくらわす。どかん！　一撃でドアがふっとぶ。譲をおんぶしたまま、千紗は七階の高さから、宙に身を躍らせた。

「わ、あ、あ、あ、あっ！」

「ひっかり、ちゅかまっててくらはいっ、きぬがひぇひゃんっ！」

　鎖鎌を口にくわえたまま、千紗が叫ぶ。そして、ほとんど譲に衝撃を与えず、すとっ、とアスファルトに着地した。メイド喫茶の裏手の路地だ。

「絹ヶ瀬きぬがせくん、千紗、乗って」

　走ってきたのは、針生はりゆう先生のワゴン車だ。開けられたドアから車内に飛びこむ。同時に急発進！　ワゴン車は軽くスリップしながら走りだした。

　後ろを見ると、メイドさんたちが裏口から駆けだしてくるところだった。なにか叫んでいるが、もう追いつくのは不可能だ。

「まったく、世話を焼かせてくださいましたね！」

　しゅぱっ、と光の粒子をきらめかせて、千紗がいつもの体操着姿に戻った。

「私はあなたなんか、別にどうなってもよかったんです。でも、針生先生がどうしてもっていうからきてあげたんですよ。感謝してくださ――きゃあっ！」

　譲は千紗のポニーテールの頭をくしゃくしゃ撫なでた。

「ああ、感謝してる。そのうちちゃんと果たし合いしてやるから、楽しみに待ってろよ」

「わっわっわっ、やめてくださいっ。髪がめちゃくちゃになりますーっ」

「仲がよくて結構ね」

　白ジャージ姿の針生先生が、運転席から笑いをふくんだ声をかけてきた。

「あなたが白縫しらぬいグループに加わったって聞いて、変だと思ったのよ。やっぱり嘘うその情報だったのね」

「俺おれが白縫グループに？」

　なんだその話は。どこから湧わいてきたのだ。

　まだ赤い顔の千紗が、乱れたポニテを直しながら、怒ったような口く調ちようで説明を足す。

「飛鳥あすか先輩のところに誰だれかから電話があったらしいんです。絹ヶ瀬さんが、飛鳥先輩を見捨てて白縫グループについた、って」

「冗談じゃない！　確かに誘いは受けたけど、入るなんてひと言もいってないぞ」

「だろうと思ったの。それで、もしかしたら白縫メイドチームに捕まってるんじゃないかと思って、チェーン店にかたっぱしから電話をかけてみたのよ。さっきの店だけ臨時休業だったから、怪しいと思ってきてみたわけ」

「…………」

　飛鳥あすかに電話したのは、たぶん糸村いとむら真美子まみこだ。恐おそらく飛鳥を動揺させる心理作戦だろう。副委員長でクラスメートの彼女なら、名簿もあるし、飛鳥の携帯電話の番号も知っている。

（あいつがそんなことするやつだったなんて……）

　少なからずショックだ。いや、真美子は真美子で、譲ゆずるのためを思ってしたことなのかもしれないが……。だが今は、真美子のことは後まわしだ。

「先生、飛鳥はどこです。あいつ、ほんとに俺おれが裏切ったと思ってるんですか」

「ということは、あなたも居所を知らないのね」

　先生の表情が曇った。

「私たちにもわからないの。でも、あなたが寝返ったのは本当だと思ってるみたいね」

「あの、バカ……」

　と、つい悪態が口をついた。が、よくよく考えれば「おまえのコーチはしない」と、ずっといいつづけてきたのは譲自身だし、飛鳥が自分の理想通りの女の子でなかったからといって、不満そうな態度をとっていたのも譲である。

　飛鳥が譲に見捨てられたと思っても無理はない。すべて譲が原因なのだ。

「早く見つけないと……せっかくあげはさんに対抗する作戦を思いついたんだから」

「作戦って、『ピッチフォーク・スクリュー』を破る作戦ですか？」

　と、隣で千紗ちさが訊たずねてくる。

「いや、接近戦での闘い方だ。ナプキンで食器をくるむやり方を見てひらめいたんだ」

　白縫しらぬいメイドチームの一員として、譲を罠わなにはめた真美子。その仕事ぶりがヒントになったのだから、皮肉といえば皮肉だ。

「ナプキンとバトルと、なにか関係あるんですか」

「ああ。向こうがメイド服の特徴を生かしてるなら、こっちもセーラー服の本質を生かせばいいってことだ」

「セーラー服の、本質？？？」

　千紗はますますきょとんとしている。譲が説明をつづけようとした、その時。

　ハンドルを握る針生はりゆう先生のポケットで、着信音が鳴った。車を寄せて、電話に出る。

「針生よ。どうしたの。――え？」

　ひとしきり聞いて、先生が譲と千紗に顔を向けた。

「うちのチームの子からだわ。羽衣はごろも学園に、メイドが大勢集まってきているそうよ」

「それだ！」

　譲は思わず腰を浮かせた。

「白縫あげはさんたちは、飛鳥の居場所を見つけたんです。それが羽衣学園に集まっているってことは――あいつは、学校に隠れてるんです！」



　三



　大丈夫。私は大丈夫。

　ショックなんか受けてない。

　最初からあいつのことなんか味方だと思ってなかったし。

　だって、千紗ちさでさえ、私よりもチームを優先した。

　まして、あいつが私に義理立てする理由はない。

　あいつが好きだったのは、おとなしい読書好きの女の子なんだから。

　そうじゃないとわかって、幻滅して逃げだすのは当然だ。

　だから大丈夫。私はショックなんか受けてない。

　裏切られて、見捨てられて、かえってせいせいした。嬉うれしいくらいだ。

　私には、仲間も、コーチも、友達も要いらない。

　姉の残してくれたハウルと、『竜の爪つめ痕あと』があれば充分だ。

　そう信じてこれまでもやってきたのだし、これからもそうだ。

「大丈夫。私は大丈夫……」

　壁かべ際ぎわで膝ひざを抱いてうずくまり、飛鳥あすかは呪じゆ文もんのようにくりかえしていた。

　木造の旧体育館。木枠の窓から、柔らかな午後の陽光が射さしこんでいる。

　ここは羽衣はごろも学園の敷地のはずれだ。灯台もと暗し。羽衣学園チームの月光精霊ニンフアーたちだって、まさか飛鳥が、学校に隠れているとは思わないだろう。――そう考えて、古紋こもん神社を脱出したあと、ここに逃げこんだのだ。

　床には野球の軟球が散らばっている。

　飛鳥が特訓に使っていたのはピッチングマシンだった。昨夜から、打ち出されるボールを相手に、ずっと『ピッチフォーク・スクリュー破り』の練習をつづけていたのである。

　何度もデッドボールをくらったが、それはがまんするしかなかった。

「！」

　びくっと身体からだをすくめた。外から足音が聞こえる。一人ではない、複数だ。

　ついに追手がきたようだ。白縫しらぬいあげはだろうか。千紗だろうか。古紋夕鶴ゆうづるかもしれない。もしかしたら針生はりゆう先生かもしれないし、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるかも――。

　誰だれだってかまうものか。

　月光貴石アルテミス・クリスタルは渡さない。どいつもこいつも、『竜の爪痕』で叩たたき潰つぶしてやる。

　そして優勝して、今度こそ本当に月光精霊になるのだ。

　行方ゆくえ不明の姉を見つけるために。



「行方ゆくえ不明？」

　ハンドルを握る針生はりゆう先生に、後席から譲ゆずるが問い返した。

「そう。飛鳥あすかのお姉さん、朝霧あさぎり竜美たつみは、突然姿を消してしまったの。原因も行き先も不明。本当に霞かすみみたいに消えてしまったのよ」

「それ、私も聞いたことあります。飛鳥先輩は、お姉さんを見つける手がかりを探してるって。そのためにアルテミス・ハウリングに参加したいんだって」

　と、千紗ちさも言葉を足した。

「飛鳥は、ずっとお姉さんの闘いぶりを見て育ってきたのよ」

　針生先生がつづける。

「あの子がお姉さんからゆずられたのは、ハウルと『竜の爪つめ痕あと』だけじゃないわ。飛鳥は、お姉さんの闘い方を、見よう見まねでコピーしているの。――もっとも私の知る限り、朝霧竜美は、あんな勢いまかせの大暴れはしなかったけど」

　言葉に少し苦笑が混ざった。

「そういうことだったのか……」

　なぜ飛鳥が、姉の剣を使うことにこだわっているのか。

　どうしてアルテミス・ハウリングに参加しようとしているのか。

　その理由が、やっとわかった。全すべては、いなくなった姉のためだったのだ。

「飛鳥はね、私たちのことを疑っているのよ」

　先生がいうと、千紗も表情を曇らせ、目を伏せた。

「アルテミス・ハウリングの関係者が共謀して、彼女のお姉さんをどこかへやってしまったんじゃないかって思っているの。そのために、より深くアルテミス・ハウリングに関かかわって、手がかりを得ようとしているのね」

「あいつが独りで闘おうとしてるのは、それが理由ですか……」

「そう。だから、誰だれも信じないし、誰にも心を許さない」

「…………」

　誰も彼も信じられない。

　なにが真実かわからない。

　本当のことが、目に見えない。

　飛鳥の気持ちが、今の譲には、少しだけ理解できるような気がする。

　なぜなら譲自身、この三日間で、人間が、世界が、いかに表面だけではわからないものか、身に沁しみて思い知らされたからだ。嘘うそも隠し事も、偽いつわりも裏切りも、これでもかというほど目まの当あたりにしたのだから。

「あの子が人間不信になるのも無理はないと思う。……でもね」

　と先生が言葉を接ついだ。

「このままじゃ、いずれ行き詰まるのが目に見えているわ。せっかくの才能も、花が咲く前に枯れてしまう」

「先生は、あいつの素質を買ってるんですね」

「そうね。あの子も天才かもしれないと思ってるわ」

　なにげない調子で、しかしずいぶんと重大なことを針生はりゆう先生は口にした。

「お姉さんとは、また違ったタイプの天才よ。絹ヶ瀬きぬがせくん、あなたはそう思わない？」

「――思います」

　千紗ちさは会話の意味がのみこめないらしく、あっけにとられたような顔をしている。

「考えてごらんなさい、千紗。あの子は誰だれのサポートも受けずに、あんなに身体からだに合わない武器を使っているわ。いってみれば、最初から大きなハンデを背負っているようなものよ。――それでも、他ほかの月光精霊ニンフアーとそれなりに闘いが成り立っている。それは、あの子の身体能力が尋常じゃないという証拠なのよ。身の丈に合わない武器を持ったハンデを、反射神経、動体視力、バランス感覚、その他いろんなことでおぎなっているのね」

「絹ヶ瀬さんもそう思ってらっしゃったんですか？」

「まあな」

　しかし譲ゆずるの見た限りでは、飛鳥あすかのスピード、下半身のバネ、突進力、肉体のしなやかさなどは、白縫しらぬいあげはや古紋こもん夕鶴ゆうづるを凌りよう駕がしている。

　もし身体に合った武器を手にしたら、どれほどの戦闘力を発揮するのだろう。そう考えると、期待と、少々の空そら恐おそろしさをおぼえるほどだ。

「でも、飛鳥本人はなにも気づいていないの。今は闇やみ雲くもにお姉さんを真ま似ねているだけ。自分がどんなタイプのファイターなのか、自分が何者なのかわかっていない。自分自身を追求しようという発想すらないんだと思うわ」

　それもそう思う。今のままでは、飛鳥はせっかくの素質を生かせない。もっと彼女に合った武器、戦法メソツドを見つける必要があるのだ。

「今までは、それも良かったと思うの。型にはめずに好きなようにやってみることも必要だから。でも、そろそろあの子も、自分の適性や資質を考える時期だと思うわ。そうしなければ、いつまでも不安定な、地に足がつかない闘いをつづけることになる……スタートラインに立つことさえできないままにね」

「でも、それを口でいったところで……」

「聞かないでしょうね、ああいう性格だから」

　針生先生は苦笑した。

「私はね、朝霧あさぎり竜美たつみの行方ゆくえも気がかりだけど、飛鳥のことも心配なのよ」

　ミラーの中から、先生が譲に目を向ける。

「朝霧あさぎり竜美たつみには飛鳥あすかという味方がいたけれど、飛鳥には誰だれもいない。お姉さんの幻まぼろしを追いかけて、見かけだけを真ま似ねて、無理な闘い方をくりかえしているわ。ちょうど、身体からだに合わない衣装を、無理やり羽は織おるみたいにね」

　女め神がみの衣ころもをまとう、まだ幼い精霊。

　そんな神話のような、あるいはおとぎ話のようなイメージが浮かんだ。

「天才の妹として生まれてしまった、もう一人の天才――。あの子に足りないなにかを、誰かがおぎなってあげる必要があるのよ」

「誰かが……」

「そう。誰かがね」



    

  
    
      
第七章　技をかける少女
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　羽衣はごろも学園のグラウンドは、まるで仮装パーティの会場と化していた。

　セーラー服姿の羽衣学園チームと、白縫しらぬいメイドチーム、さらに、情報を聞きつけてきた古紋こもん神社の巫み女こチームが入り乱れ、朝霧飛鳥を探しているのだ。

「朝霧飛鳥はどこ？　あなたたちが隠してるんでしょう。教えなさい！」

「知らないわ。私たち羽衣学園チームも探してるのよ！」

「この敷地のどこかにいるのは確かなのよね？」

「それは間違いないわ。さっき、私のハウルが反応したから」

「朝霧さん、出てきて！　同じ学校に通う者同士、正々堂々と勝負しましょう！」

「とんでもありませんわ。先に闘う権利は、私たち白縫メイドチームにあるのです！」

「日没前に姿をお見せください。調停は私たち、古紋神社チームがお引き受けします！」

　それぞれのチームがそれぞれの立場で飛鳥に呼びかけている。

　羽衣学園の敷地は広い。木こ立だちや池、築つき山やまもあるし、南側は海に面している。身を隠す場所にはこと欠かないのだが――。

「でも、こんなに大勢で探されたら、陽ひが沈む前に見つかっちゃう……」

　飛鳥あすかは旧体育館から脱けだし、これも木造の旧校舎の教室に身をひそめていた。

　胸に下げた月光貴石アルテミス・クリスタルをぎゅっとにぎりしめる。これは誰だれにも渡さない。これは私のものだ。私とお姉ちゃんのものだ。私とお姉ちゃんをつなぐ、唯一の手がかりなんだ――。

「見つけましたわ」

　ぎょっとして振りむいた。目の前で、白縫しらぬいあげはがにんまりと笑った。

「お召しかえの時間でしてよ、朝霧あさぎり飛鳥お嬢さま」



　譲ゆずるたちが駆けつけると同時に、飛鳥の声が旧校舎の中から聞こえてきた。

「うんぎゃおおあぁあぁぁぁぁぁぐぁああうぅぅぅわぁああああああだぁああっ!!」

　そして、なにかがひっくりかえる音、折れる音、さまざまな破壊音がつづく。

「飛鳥先輩の声です！」

「派手にやってるわね。ここも学校の施設なんだから、丁寧にあつかってほしいんだけど」

　針生はりゆう先生が、冗談でもなさそうに顔をしかめた。譲が訊たずねる。

「こんな大騒ぎして、誰かに見つかったりしないんですか？」

「部活の時間は終わってるから一般の生徒は残っていないわ。それに、こういう事態を想定して、グラウンドは外からも校舎からも見えにくくなっているの」

　やはりこの学園にも、いろいろと秘密が隠されていたわけだ。

「どぅありゃああああああああっ！」

「お待ちなさいませぇ――っ！」

　けたたましい音とともに窓をぶち破り、飛鳥と白縫あげはが飛びだしてきた。

「飛鳥せんぱ……！」

　思わず飛び出そうとする千紗ちさを、針生先生が止める。

「手を貸してはだめよ。一対一の闘いに、割って入ることは許されないわ」

　飛鳥も白縫あげはも、譲たちがいることに気づくどころではないようだ。長い髪を振り乱し、スカートの裾すそをひるがえして、踏み込み、飛び逃れ、勢いあまって地面を斬きり裂き、旧校舎の板壁をうがつ。飛鳥の胸で、月光貴石が揺れている。

　グラウンドに散らばっていた各チームの月光精霊ニンフアーたちも集まってきた。古紋こもん夕鶴ゆうづるもどこかにいるかもしれない。

「始まってるわ！」

「あげはさま、がんばってください！」

　メイドたちは応援に夢中で、譲がここにいることに気づかない。

（でも、メイド喫茶から脱走したって気づかれたら厄やつ介かいなことになるかもな）

　譲ゆずるはそっと、松の大木の陰に身を隠した。



　白縫しらぬいあげはの攻撃を、飛鳥あすかは懸命に受け流し、かわしつづけた。

「ふんぎゃおおおおぁぁぁぁあああああああああああっ」

　間を置かずに連続攻撃。白縫あげはが『ピッチフォーク・スクリュー』を出す暇を与えない。

「くっ……！　スタミナだけは、ほめてさしあげます！」

　いらだったような声。日没が近いので、さすがの白縫あげはも焦あせり始めているようだ。

（そろそろ仕掛け時ね……！）

　飛鳥は後方にジャンプし、距離を取って白縫あげはと対たい峙じした。

　呼吸を整えるふりをして、足を止める。

　チャンス！　と、ばかり白縫あげはの瞳ひとみが輝いた。飛鳥の罠わなには気づかない。

「まいりますわよ！」

　白縫あげはが縦ロールの髪をなびかせ、まっすぐ突っこんでくる。

　飛鳥は動かない。『剣歯虎サーベル・タイガー』の切っ先を凝視する。夜通しピッチングマシンで特訓をした成果が多少はあるのか、その軌道がよく見える。

「ぬぅぅぅうりゃぉぉぉぉぉああああああああっ！！！」

　飛鳥が『竜の爪つめ痕あと』を振るう！

　白縫あげはが突きだしてくる、『剣歯虎』の二ふた股またの刃。

　そこに自分から、『竜の爪痕』の刃をぶちこむ！

「――――!?」

　明らかな動揺を、白縫あげはが見せた。

　それもまた、絹ヶ瀬きぬがせ譲の作戦のうちだった。誰だれだって、自分が放った必殺技に、相手が自分からかかりにくるとは思わない。必ず隙すきができる。

　武器同士がぶつかる打撃音。『剣歯虎』に、飛鳥の『竜の爪痕』がはまりこむ。

　だが、レンガ倉庫での闘いの時とは違う。

『竜の爪痕』の名の由来となっている、先端の欠けた部分。

　その部分が逆に、『剣歯虎』の刃をくわえこんでいるのだ。

　二つの武器が、互いにがっちりと噛かみあう形になっている。

　――絹ヶ瀬譲に受けた説明レクチヤーが脳裏をかすめた。

「西洋に、『ソードブレイカー』って武器がある。相手の剣をはさんで、へし折るための道具だ。『竜の爪痕』は、その『ソードブレイカー』の形に似てるんだ」

　自分の武器が、相手の『捕具』――十じつ手てや突つく棒ぼうのような道具にからめ捕られた時、逆に向こうの動きを封じてしまう。これが絹ヶ瀬流の秘伝だそうだ。

　相手の攻撃を受け、その体勢を逆用して、反撃する。

　それは、なんのことはない。最初に絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずると闘った時、『竜の爪つめ痕あと』の斬ざん撃げきを受け流されたのと同じ原理なのだ。

　でも……あれ？

　絹ヶ瀬譲は、飛鳥あすかを捨てて白縫しらぬいあげはに寝返ったはずだ。

　なのに、この戦法メソツドのことを、白縫あげはにバラしていなかったのだろうか？

　が、そんな疑念は一瞬、頭をよぎっただけだった。

「うんぎゃおおあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁうぅぅぅわぁああああららああっっ！」

　白縫あげはに、逆に『ピッチフォーク・スクリュー』をくらわせる。

　すなわち、逆ヽ回ヽ転ヽのヽ『ピヽッヽチヽフヽォヽーヽクヽ・スヽクヽリヽュヽーヽ』！

　巨大な『竜の爪痕』が、すさまじい勢いで旋回した。

『剣歯虎サーベル・タイガー』よりも『竜の爪痕』の方が重く大きい。その分、運動エネルギーも大きくなる。

　飛鳥の『逆回転ピッチフォーク・スクリュー』は、本家の白縫あげはをしのぐ、爆発的なパワーを発揮した。

　白縫あげはの手から、『剣歯虎』がもぎ取られ、竜巻に巻かれたように、はるか頭上に振り飛ばされる。

「――――！」

　白縫あげはが息をのんだ。

　勝った！

　一瞬、飛鳥はそう確信した。絹ヶ瀬譲の考えた作戦は、すべて完かん璧ぺきに稼働したのだ。

　しかし、気を抜くのは早かった。

「まだですわよ！」

　白縫あげはは、即座に次の手をくりだしてきた。一気に飛鳥との間合いを詰める。

　いつの間にかその手には、寸すん鉄てつのような形の、銀色の縫い針が握られている。

「あっ――！」

　危うくかわした。胸もとを針の先端がかすめ、危うく月光貴石アルテミス・クリスタルを奪われるところだった。

「しまった……！」

　白縫あげはに接近戦用の武器があることはわかっていた。なのに『逆回転ピッチフォーク・スクリュー』が成功したため、一瞬、気がゆるんでしまったのだ。

　畳みかけて一気に勝負を決めるべきだった――だがもう遅い。

「第一ラウンドはさしあげましょう。でもここからは、第二ラウンドですわ！」

　さすがに歴戦の強つわ者ものだ。メインの武器がなくなったぐらいでは動じない。

　しかしその目は血走り、怒りで髪がふくらんでいる。怒ど髪はつが天を衝つくというやつだ。

「私の技を逆にかけるとは、面白い真ま似ねをしてくださいましたわね……！」

　鋭い針を縦横に振るいながら飛鳥あすかにせまる。空気を切り裂く音がする。

「月光貴石アルテミス・クリスタルを奪い返すだけでは足りません。二度と月光精霊ニンフアーになれないよう、あなたのハウルを、粉々に砕いてさしあげます！」

　ぞっとした。白縫しらぬいあげはは本気のようだ。

　だが、間を詰められ、剣を振るえない。こうなると武器の大きさは完全に逆効果だ。

　後退しようとして、どん、と背中が校舎にぶつかった。しまった！

　どんどんどん！　白縫あげはが、飛鳥のセーラー服の、裾すそに、袖そでに、針を突きたてる。

　レンガ倉庫の再現だ。標本にされた昆虫のように、板壁に縫い止められてしまったのだ。

『竜の爪つめ痕あと』が手から離れ、地面に転がる。

「くっ……！」

　腕は動く。でも飛鳥に接近戦用の武器はない。白縫あげはの攻撃を防ぐ術すべはないのだ。

「お覚悟なさいませ、朝霧あさぎり飛鳥お嬢さま！」

　白縫あげはが、ぎらり、銀色の縫い針を輝かせる。

（武器、武器……！　なにか、武器があれば……！）

　その時――。

「スヽカヽーヽフヽをヽ使ヽえヽ！」

　絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるの声が響いた。

「胸のスカーフだ！　それで防ぐんだ！」

　同時に白縫あげはが、銀色の縫い針を飛鳥の胸に振りおろす。

　飛鳥は躊ちゆう躇ちよしなかった。なぜここに絹ヶ瀬譲がいるのか、なぜ飛鳥に助言しているのか、そんなことを考えるより先に、身体からだが反応した。

　スカーフを抜き取り、振りおろされた針を受けとめる。

　黄色のスカーフを、銀色の針がぐさりと刺し貫つらぬき――。

　本能的なひらめきで、飛鳥は白縫あげはの手首にスカーフを巻きつけた。手錠をかけるように、あげはの手首を緊きん縛ばくしてしまったのだ。

「――――っ!?!?!?」

　完全に意表を突かれ、白縫あげはがたじろいだ。

　――考えてみれば、スカーフもハウルの力で強化されている以上、立派に武器として使えるはずなのだ。利用しない手はない。

　そういえば、いつか姉に聞いたことがある。

　セーラー服はもともと水兵の着る兵隊服、つまりは戦闘服だ。

　襟えりのスカーフは、ただの飾かざりではない。いざという時にロープや包帯代わりに使う道具であり、生命をつなぐ武器なのだ、と。

　だが、それを本当に武器として使うなんて考えたこともなかった。おそらく、他ほかの月光精霊も同じだろう……。

　さまざまな想念が火花のように閃ひらめく一方、身体からだはすでに反撃の体勢に入っている。

「ぬううううりゃぁぁぁぁあああああああああああっ！」

　強きよう靱じんな腰のバネで壁を押し、力まかせに前方に飛びだした。壁に縫い止められていたセーラー服が裂け、肌の各所があらわになった。が、かまってなんかいられない。

「私の、勝ちよ！」

　白縫しらぬいあげはを地面に押し倒し――。

　壁から抜き取った銀色の針を、胸のハウルに突き立てる！

　白縫あげはの、まるで断だん末まつ魔まのような悲鳴が響き、胸のハウルが光を放った。

　やがて、光こう芒ぼうがおさまると……。

　そこには、ハウルのドライブ状態を解除され、失神している白縫あげはと、その上に馬乗りになったままの飛鳥あすかの姿があった。

　それは、レンガ倉庫の闘いの、ちょうど逆の体勢だった。
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「はあっ、はあっ、はあっ……」

　荒い息遣いとともに飛鳥は立ち上がった。胸の月光貴石アルテミス・クリスタルが揺れ、額ひたいの汗が飛び散った。

「さあ！」

　ギャラリーたちを見回す。まだ陽ひは沈んでいない。油断はできないのだ。

「これで文句ないでしょ！　実力で白縫あげはを倒したわ。私が女め神がみよ！」

　服はぼろぼろ、髪を振り乱し、ぎらぎら輝く目でにらみつける。周りの月光精霊たちは、ひるんだように後退した。

（そうだ、あいつは――？）

　ギャラリーを見回す。だが、気がたかぶっているせいで、どこに誰だれがいるのか、よくわからない……。

　不意に、倒れている白縫あげはが身じろぎした。

「う……く……」

　顔を歪ゆがめ、うつ伏せになって苦しげに身体をよじり始める。

「あ、あげはさま……？」

「どうなさいましたの」

　仲間のメイドたちが、及び腰で声をかける。

「あ……っ、く……っ、あああああっ……！」

　あげはが胸のハウルを押さえ、苦しげなうめきをあげる。

「な、なに？」

　飛鳥あすかは動揺した。まさか、勢いあまって怪け我がをさせてしまったのだろうか。

　うつ伏せの姿勢から、白縫しらぬいあげはがやにわに上体を起こし――。

　かっ、と目を見開いた。

　飛鳥は息をのんだ。白縫あげはの顔に、異様に輝く紋様が走っていたのだ。

　そして、その瞳ひとみ。

　まるで眼球自体が発光しているかのような輝き。

「なにっ？　なんなの？」

　次の瞬間、白縫あげはのハウルが異様な光を放った。

　が、それは明らかに異常なことだった。いったん変身が解けたら、しばらく時間が経たたなければ、力は回復しないはずなのだから。

　衣服だけでなく、顔、腕、脚あしなど、肌が露出している部分にも紋様が表れている。

「ア、ア、ア、ア、アアアアァァァァ……!!」

　白縫あげはが咆ほう哮こうした。

　光が炸さく裂れつし、着ていた服が変化した。再びドライブ状態になったのだ。

　が、さっき闘っていた時とは違う。まがまがしい暗色のカラーリングに変わっている。

　手首のスカーフはほどけている。白縫あげはは地面に落ちていた『剣歯虎サーベル・タイガー』を握り、飛鳥に向き直るや、いきなり突進してきた。

「ちょっ……なんなの、一体！」

　くりだされる『剣歯虎』を、きわどく『竜の爪つめ痕あと』ではじき返す。

　なんだ。白縫あげはは、どうなってしまったのだ。

（落ちつかなきゃ！　　もう一度、『逆回転ピッチフォーク・スクリュー』をかけて……）

　一いち合ごう、二合、刃と刃が激しくぶつかりあう。

　突然、異様な手て応ごたえが飛鳥の手に走った。

「え……？」

　金属が砕ける耳ざわりな音。

　夕ゆう陽ひにきらきらと輝きながら、姉ゆずりの大剣が、破片となって空中に散る。

　瞬間、なにが起きたのかわからなかった。

　手に残されたのは、破は砕さいされた『竜の爪痕』。

　長さは半分ほどになり、側面も大きく割れて、もはや剣の形をしていない。

「お姉ちゃんの剣が……！」

　呼吸が止まった。突然、全世界が真っ黒に塗りつぶされたような衝撃だった。

「飛鳥さん、下がってください！」

　弓矢を手にした古紋こもん夕鶴ゆうづるが飛び出してきた。すでにハウルを身にまとい、紺こん袴ばかまから緋ひば袴かまに変わっている。

「今のあげはさんは正常ではありません。以前にもこうなったことがありました！」

「夕鶴ゆうづるさま！　でも、一対一の闘いに割って入ることは――」

　と、巫み女この誰だれかが叫ぶ。だが夕鶴は動じず、弓を構えた。

「これは緊急事態です。責任はわたしが取ります！」

「――――っ！」

　と声にならない叫びとともに、白縫しらぬいあげはが突進してくる。

「逃げてください、飛鳥あすかさん！　闘いは中止です。今はあげはさんを鎮しずめなければ！」

　飛鳥を後方に突き飛ばし、古紋こもん夕鶴が矢を放つ。驚くべき速度だった。三本の矢を同時につがえ、一度に三射。が、ことごとく『剣歯虎サーベル・タイガー』にはねかえされた。

　距離を詰められれば弓は弱い。突っこんできた白縫あげはの『剣歯虎』が空気を裂いた。

　横殴りのフルスイング。強烈な打撃が古紋夕鶴に襲いかかる。

「…………っ!!」

　夕鶴は長い髪をなびかせ、旧校舎の壁に叩たたきつけられた。そのままずるずると崩れ落ち、意識を失う。

　ギャラリーたちは戦せん慄りつしたように固まり、すぐには動けずにいる。

　白縫あげはが異様に光る両眼を飛鳥に向けた。

「…………！」

　飛鳥は肌がひりつくような恐怖を感じた。今、目まの当あたりにした古紋夕鶴の姿、それはすぐにも飛鳥を襲う運命であるはずだった。

「く……！」

　破壊された剣を手に跳躍し、屋根の上に逃れる。白縫あげはもすかさず飛鳥を追う。

　夕暮れの色が迫る空の下――。

　女め神がみと、女神の座を狙ねらう月光精霊ニンフアーは、傾斜のついた瓦かわら屋や根ねの上で、再び相あい対たいした。



「な、なんだ？　なにが起きてるんだ……？」

　松の木の陰に隠れていた譲ゆずるは、現状を理解できずにいた。

　とにかく、異常事態であるのは確からしい。ギャラリーたちの様子でそれがわかる。

「ちょっと、どうしちゃったのよ、あなたたちのエース！」

「わ、私たちにもわかりませんわ。あんなあげはさま、見たことがないですもの！」

「あげはさま、落ちついてください！」

「夕鶴さま、しっかりなさって！」

「早く車の手配を！」

　メイドたちは、白縫あげはの邪魔をしていいものかどうかためらっている。羽衣はごろも学園チームの生徒たちも、どうしていいかわからずにいるようだ。巫み女こたちは、失神した古紋こもん夕鶴ゆうづるを囲んで、その名を呼びながら、狂乱状態でとりすがっている。

「ちょ、ちょっと。揺すっちゃだめだ」

　見かねて譲ゆずるは飛びだした。

「え……？」

「あなたは、絹ヶ瀬きぬがせ譲さま？」

　巫女たちが驚き、振りかえる。

「頭を打ってるかもしれない。救急車がくるまでそっとしておくんだ」

　地面に宝石のついたブローチが落ちている。古紋夕鶴のハウルだろう。

　持ち主ぬしの身体からだから離れているからか、輝きを失い、くすんだ色になっている。

　譲はハウルに手を伸ばした。古紋夕鶴の胸に乗せてやるか、あるいは巫女さんの誰だれかに渡そうと思ったのだ……。

　指が、夕鶴のハウルに触れた瞬間。

　この日最大の異変が起きた。
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　それは、世界の明暗が逆転したかのような衝撃だった。

「――――っ!?」

　眼前に、目くるめくような光彩が乱舞した。古紋夕鶴のハウルが輝いているのだ。

　光が譲を包み、巻き起こった風が、服と髪をなびかせる。

　なんだ？

　なんだ、この、異様に力があふれ出てくる感覚は。

　まるで身体の奥底に泉が湧わいて、エネルギーが湧ゆう水すいのように噴きあげてくるような。

　身体じゅうの神経が、筋肉が強化され、力のたぎりを感じる。

　やがて、光がおさまると――。

「な、な、なんだこりゃ！」

　着ていたブレザーのデザインが変わっていた。過剰に装飾的になっているわけではないが、色合いが変化し、最適状態で身体にぴったりと適合した感じだ。

　胸にはハウルが輝いている。古紋夕鶴のハウルだ。二つの宝石がきらめいている。。

「き、きぬがせ、さん……？」

　意識を取りもどした夕鶴が目を見張っている。他ほかの巫女たちもあっけにとられている。

「夕鶴さまのハウルを、ドライブ状態にした……!?」

「他人のハウルは使えないはずなのに――一体どういうこと？」

　譲ゆずるにだって、わけがわからない。自分も月光精霊ニンフアーになってしまったのだろうか。

　だが譲には、その資質はないはずなのに。

　瓦かわらを踏み砕く音に、はっとした。視線を旧校舎の屋根の上に向ける。

　飛鳥あすかと白縫しらぬいあげはの闘い、その第三ラウンドが始まろうとしていた。



　古い瓦かわら屋や根ねの上で、飛鳥はまっすぐ立つことにすら難儀していた。傾いていて足場が悪く、ところどころ瓦がもろくなっていて、歩くと砕けてしまいそうなのだ。

「月光貴石アルテミス・クリスタル……」

　白縫あげはの声は、地獄の釜かまの底から吹いてくる風のように、不吉にかすれていた。

「月光貴石を、わたせ……」

「あげはさまあっ！」

　下からメイドたちの声が聞こえる。彼女たちにとっても、この事態は想定外のようだ。

「逃げなさい、飛鳥！　今の白縫あげははまともじゃないわ！」

「飛鳥先輩！」

　針生はりゆう先生や千紗ちさの声も聞こえてくる。

　千紗？　千紗もここにいるのか。だが今は考える余裕がない。

　逃げようにも逃げ場がなかった。地上は集まってきたギャラリーでぎっしりだ。それに、うかつに背を向けようものなら、背後から襲われることは必至だ。

　手には、もはや原形をとどめていない『竜の爪つめ痕あと』。

　元々この剣にはひびが入っていた。いつ壊れてもおかしくなかったのだ。

　でもよりによって、女め神がみの座を賭かけて闘っている、今この時に――。

　飛鳥の膝ひざは、震えていた。腰から下に力が入らない。

　恐おそろしい。闘いにこれほど恐怖を感じたことは今までなかった。

　どうすればいいか、わからない。

　飛鳥は姉だけを手本に闘ってきたのだ。なのにその姉の武器が失われてしまった今、頼れるものはなにもなかった。

　わからない、一体……一体、どうすればいいのか。

『剣歯虎サーベル・タイガー』を手に、白縫あげはが迫ってくる。

　夕暮れの風に髪を揺らし、敵意と悪意を瞳ひとみにこめて。

（――お姉ちゃん……）

　身体からだが動かない。完全にすくんでしまって、自分でもどうしようもないのだ。今にも悲鳴をあげてしまいそうだ。

（助けて、お姉ちゃん……）

　白縫あげはが近づいてくる。もう、数秒も待たずに『剣歯虎』が振るわれるだろう。

（助けて、誰だれか……！　先生、千紗ちさ――絹ヶ瀬きぬがせくん！）

「飛鳥あすかぁ――っ！」

　突然！　絹ヶ瀬譲ゆずるが、白縫しらぬいあげはの後方に跳びあがってきた。

「きぬがせくん――!?」

　白縫あげはがぎょっとしたように、絹ヶ瀬譲を振りかえる。

「斬きりこめ！　おまえはまだ闘えるんだ！」

「…………！」

「おまえの姉さんなら、こんなことぐらいじゃ諦あきらめないだろ！」

　絹ヶ瀬譲の声に、はじかれたように身体からだが動いた。瓦かわら屋や根ねを蹴けり、突進する――。

「うわぁぁぁぁあああああああ――――――っ!!」

　えっ？

　軽い!?

　今までとはまるで違う。速度も、勢いも、まるで未知の感覚だ。

「わ、あ、あっ！」

　あまりのスピードに、自分の身体がついていかなかった。切っ先が白縫あげはの胸もとをかすめた。数ミリずれていたら、白縫あげはのハウルを直撃していただろう。

「!?」

　白縫あげはも意表を突かれたようだ。が、すかさず『剣歯虎サーベル・タイガー』を振るって迎え撃とうとする。

　ところが飛鳥の速度の方が、はるかに上回っていた。反転し、すでに白縫あげはに肉迫していた。

「わわわ、わっ！」

　またしても狙ねらいが定まらない。自分の瞬発力をもてあましているのだ。まるで、これまでずっと水中で動いていたのが突然陸に上がったかのように身が軽い。

「なに、これっ！　こんな――こんな感じ、はじめて……きゃあっ！」

　勢いあまって転んでしまった。手から『竜の爪つめ痕あと』が離れ、瓦屋根の端まで転がった。

　慌あわてて立ち上がろうとする飛鳥に、白縫あげはの『剣歯虎』が襲いかかる。

「飛鳥！」

　絹ヶ瀬譲が白縫あげはの後ろから突っこんできて、体当たりをくらわせた。

「き、絹ヶ瀬くん、どういうこと？　なんでここに――」

　絹ヶ瀬譲は飛鳥をかばう形で白縫あげはと対たい峙じした。

「あげはさんたちに捕まってたんだ。千紗に助けてもらったんだよ！」

「千紗に……？」

「早く剣を拾え！」

「う、うんっ」

　白縫しらぬいあげはが咆ほう哮こうしながら、絹ヶ瀬きぬがせ譲ゆずるに襲いかかる。

「絹ヶ瀬くん！」

「まかせろ。大丈夫だ」

　絹ヶ瀬譲は冷静だった。縦横に空気を切り裂き、振るわれる二ふた股またの銛もり。その攻撃をことごとくかわし、素す手ででさばいている。

　強い。白縫あげはに真っ向から対抗する、その技の正確さは驚くべきものだった。

　ハウルの力が作用しているとはいえ、絹ヶ瀬譲がこんなに強いとは――。

　感心している場合ではない。飛鳥あすかは、飛びつきざまに『竜の爪つめ痕あと』を拾いあげた。

「絹ヶ瀬くん、どいて！」

「わかった――」

　と白縫あげはから離れ、振りむいた途端、不意に絹ヶ瀬譲の動きが停止した。

　飛鳥の頭上には、真っ赤に染まった夕焼け空が広がっていた。



「どうしたの、絹ヶ瀬くん！　早くどいて！」

　飛鳥の声を聞きながら、譲はしかし、動けなかった。

　大きな失策だった。いつの間にか夕暮れの時刻になっていたのだ。

　赤い空が目に入ったその瞬間に、激しい目まいに襲われてしまった。

　あの悪お寒かんが、譲の身体からだと意識を、蝕むしばみつつある。

　白縫あげはが猛烈に『剣歯虎サーベル・タイガー』をくり出してくる。譲を排除し、飛鳥を攻撃しようとしているのだ。

「…………！」

　かろうじてかわした。だが、視界がゆらぎ、相手の姿がかすむ。酩めい酊てい状態に陥おちいったように、平衡感覚が失われ、一秒ごとに力が身体から流れ出していく。

　ハウルを身につけていても、心身のダメージまで癒いやしてくれるわけではないようだ。

　白縫あげはの連続攻撃。必死にかわす。足がもつれる。

（予想しておくべきだった……。バトルが夕方になることはわかってたはずなのに！）

　アルテミス・ハウリングは、最ヽ終ヽ日ヽのヽ日ヽ没ヽ時ヽに終了する。

　ということは、最ヽ後ヽのヽ闘ヽいヽがヽ夕ヽ方ヽにヽ行ヽわヽれヽるヽ可ヽ能ヽ性ヽがヽ高ヽいヽ。

　なぜ気がつかなかったのか。せめて心構えをしておくべきだった。まだまだ未熟――。

「絹ヶ瀬くん！　どいて、あとは私にまかせて！」

　飛鳥の声が遠くに聞こえる。自分は飛鳥の攻撃の邪魔になっているようだ。

　しかし、どいてやろうにも、足さばきがおぼつかないのだ。

　白縫あげはの鋭い攻撃に翻ほん弄ろうされる。なんといってもこちらは素手なのだ。防御だけで精一杯、それも限界だ。

　吐き気がする。目まいがする。視野がぼやけ、思考力が麻ま痺ひしてくる。

　今や、譲ゆずるの最大の敵は譲自身だった。

　これは譲の記憶が、譲自身に仕掛けた罠わななのだ。

　ほんの一瞬でいい。わずかな間合いさえ作れればいい。

　白縫しらぬいあげはの攻撃をしのいで、距離を取れるだけの力がよみがえれば脱出できる。

　でももうだめだ。次の一撃はかわせない。

　ぎりぎりまで追い詰められた時、われ知らず――。

　譲の口から、飛鳥あすかのような咆ほう哮こうがほとばしっていた。

「うぁぉありゃあぉあおあぉぉああああああぐぁあああああああああああっ」

「!?」

　白縫あげはが、ほんのわずかに身をひいた。

　それだけで充分だった。譲は飛鳥のいる方へと跳躍した。

「月光貴石アルテミス・クリスタルを投げろ！」

　飛鳥は一瞬でその意図をさとったようだ。女め神がみの証あかしである月光貴石を、しかしためらうことなく思いきり空中に放ほうりあげた。

　純白の宝玉を、夕ゆう陽ひが真紅に輝かせる。

　白縫あげはの視線が、はっと空中の月光貴石を向いた。

「俺おれの背中を使え！」

　その声に飛鳥がダッシュした。譲の背中をジャンプ台にして、高々と跳躍する。

「――――！」

　あげはの驚きよう愕がくの表情。その胸のハウルに、剣を振りおろす！

「ぬおりゃあだあぁあぁああああありゃぁあおおおあありゃあああああああああっ!!」

　袈け裟さがけに斬きりおろした剣の先端が、あげはのハウルに強烈な打撃を与えた。

　それが、今度こそ最後の一撃となった。

　白縫あげはの悲鳴が轟とどろき、胸のハウルが閃せん光こうを発する。

　周囲が、純白の光に満たされ……。
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　真っ暗だ。

　なにも見えないし、なにも聞こえない。自分の身体からだすら見えない。

〈……絹ヶ瀬きぬがせ譲さん〉

　女性に名前を呼ばれていた。聞いたことのない声だ。

〈あなたをここに呼んだのは、私。あの子に伝言をお願いするために〉

　あの子？　誰だれのことだ？　伝言？　なぜ自分に？

〈あなたは、ハウルを通じて私の声を聞く力がある……あなたが持っている力は、月光精霊ニンフアーとは別のものだから〉

　どういう意味だ。ここは一体どこだ。この声の主ぬしは誰なのだ。

〈飛鳥あすかに伝えて。私は女め神がみのもとにいる、月の女神、まりなひめのいる場所にいると〉

　月の女神、まりなひめ？　アルテミスではないのか？

〈飛鳥が私に会いたければ、強くなるしかない……〉

　声が遠ざかっていく。もはや、本当に聞こえているのかどうかもおぼろだ。

〈もっと、もっと強くなること。そうすれば私たちは、また会うことができる……〉



　意識が戻った。

　まだ旧校舎の瓦かわら屋や根ねの上にいた。飛鳥とあげはも折り重なるように倒れている。

　譲ゆずるが気を失っていたのは、ほんのわずかな間だったようだ。

「飛鳥！」

　そばに月光貴石アルテミス・クリスタルが転がっている。拾いあげ、倒れている二人に駆け寄る。

「飛鳥、あげはさんっ」

　二人とも気を失っている。ハウルのドライブ状態が解除され、どちらも普段の服装だ。

　あげはは憑つき物が落ちたような表情で目を閉じていた。

「うぅ、ん……」

　飛鳥が睫まつ毛げを震わせ、小さくうめいた。

　セーラー服は土まみれだ。あちこち破れ、斬きり裂かれ、引き裂かれ、スカーフを失っている。あらわになった肌には、いくつもの細かい打ち傷や切り傷がある。

「絹ヶ瀬きぬがせさん！　飛鳥せんぱいっ！」

　地上から心配そうな千紗ちさの声。軽く手を上げ、無事だと教えてやる。羽衣はごろも学園チームの生徒たちが、はしごを抱えて走ってくるのが見える。

　譲は飛鳥の上体を抱き起こした。飛鳥は白い喉のどをさらして、ぐったりと頭をのけぞらせた。疲れ果てたような――でも、どこか満足そうな顔。

「よくやったな……さすが、俺おれの弟子だ」

　ささやき、譲は飛鳥の首を支え、月光貴石をかけてやった。

　西の丘きゆう陵りように夕ゆう陽ひが落ちていく。東の空には十じゆう七しち夜やの月がのぼっている。

　アルテミス・ハウリングの終わりを告げる最後の残照が、飛鳥の胸の宝玉を、あざやかにきらめかせた。



    

  
    
      
終章　女め神がみの咆ほう哮こう



　翌日の放課後、古紋こもん神社。

　譲ゆずるは飛鳥あすかと一緒に、古紋夕鶴ゆうづるの見舞いに訪れていた。

「不思議ですね……。わたしも、そのようなお話は初めて聞きます」

　布団から半身を起こし、白しろ襦じゆ袢ばん姿の古紋夕鶴はそうつぶやいた。

「針生はりゆう先生も同じこといってました。ハウルを通じて誰だれかの声を聞くとか、委員会の記録でも読んだことがないって。でも、夢にしてははっきりしすぎてたし……」

　誰よりも不審を感じているのは、そういう譲自身なのだ。あれから夕鶴のハウルをもう一度ドライブ状態にしてみようと、何度か試みたが、ついにできなかった。

「夢ではないと思います。“〝まりなひめ”〟という言葉を知っているのは、古紋神社の関係者に限られていますから」

「まりなひめって、古紋神社の神さまなんですか」

「ええ。“〝真ま理り奈な毘ひ売め”〟は、この神社に祀まつられている古い女神さまです」

　古紋夕鶴はうなずいた。その手には、譲から返されたハウルがある。

「またの名前を、天あめの真ま理り奈な媛ひめ御み子こさま――アルテミス・ハウリングを、そもそも最初に始めたのがこのお方だと伝えられています」

「アルテミス・ハウリングって、神社の儀式だったんですか？」

「わたしどもの神社にはそう伝わっています。古くからの秘祭が、時代の変遷を経へて、今の形に変化したと。ハウルは“〝まりな”〟さまに渡されたものだともいわれています」

「ハウルって、新発明のテクノロジーだとかって、針生先生に聞きましたけど……」

「違います。ハウルがどこからきたのか、どういう原理で動いているのか――それを知っている人は誰もいないのです」

　譲は軽く息をのんだ。

　誰が作ったのか、どういう原理なのかもわからない？

　それではハウルは一体、どこからやってくるのだろう？　誰が、なんの目的でアルテミス・ハウリングを主催しているのだ？

「同じことをお姉ちゃんもいってたわ。ハウルには、なにか秘密があるって」

　譲の横に座った飛鳥が、強こわ張ばった顔で同意した。

「絹ヶ瀬きぬがせさんになにが起きたのかはわたしにもわかりません。ただ、これはわたしの想像ですけれど……絹ヶ瀬さんに話しかけたのは、朝霧あさぎり竜美たつみさんではないでしょうか」

「やっぱり夕鶴さんもそう思いますか」

「ええ、そう考えるのが一番自然かと。朝霧竜美さんがどこにいらっしゃるのか、まりなさまが実在するのか、わたしにもわかりかねますが――」

　飛鳥あすかは唇を引き結んで、じっと古紋こもん夕鶴ゆうづるの言葉を聞いている。

「床とこ離ばなれができたらわたしも調べてみます。絹ヶ瀬きぬがせさんの力のことも。わたしのハウルが使えたということは、もしかしたら、あなたと古紋神社は、なにかご縁があるのかもしれませんね」

　優しい姉のような柔にゆう和わな笑顔。譲ゆずるは頬ほおの筋肉がゆるむのを感じた。

　その横で飛鳥は、妙に不機嫌そうに夕鶴と譲をにらんでいた。



「さっきからなに怒ってるんだよ」

　古紋神社の長い石段を下りながら、譲は先を歩く飛鳥に声をかけた。

「別に怒ってないわ」

「怒ってるだろ。お姉さんが無事なのがわかったんだから、もっと喜べばいいじゃないか」

「それは昨日、あなたの話を聞いてからたっぷり喜んだわ。なによ、そっちこそ、さっきからニタニタしちゃってみっともない」

「別にニタニタなんかしてないだろ」

「さっきも夕鶴さんの胸ばっかり見てたし」

「そりゃいいがかりだ。確かに夕鶴さんの胸は大きいけど――」

　後半はいわずもがなのことだった。飛鳥は憤然として足を早めた。

「今のはなし！　――わかった、悪かった。今度から気をつける。夕鶴さんの胸に気をとられたりしないから」

「胸のことなんかどうでもいいのっ！」

　背を向けて歩きながら飛鳥が怒鳴る。自分からいいだしたくせに。

「いったい“〝まりな”〟ってなんなのよ。女め神がみだかなんだか知らないけど、どうしてお姉ちゃんがそばにいるの？　わけがわからないわ！」

「そんなこと俺おれにいわれても」

「あの暴走メイドのことも気になるわ。あれから意識不明だっていうじゃない」

　それは譲も気がかりだった。なぜ白縫しらぬいあげはが、あんな“〝発作”〟を起こしたのか、譲たちの耳には届いていないのだ。

　気がかりといえば、自分をだました糸村いとむら真美子まみこのこともそうだ。彼女とはこれからもクラスメートなのだ。今日は欠席していたが、今後、どんな顔で会えばいいのだろう。

　飛鳥は不意に、石段の途中で足を止めた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

　眼下に広がる街に向かって吼ほえる。女神の名を冠した街、マリナフロント55に。

「なんだよ、いきなり？」

「なんとなく大声出したくなったの。そういうことってあるでしょ？」

　譲ゆずるにはよくわからない……。

　こともない。ちょっとだけわかるような気もする。少なくとも、前よりは。

「確かに、あなたのいう通りよね……」

　飛鳥あすかはふっきれたような顔で空を見上げた。

「今は喜ばなくちゃ。お姉ちゃんが無事らしいってわかったんだもの」

　六月の空は、夏の予感をはらんで輝いている。

“〝まりな”〟と朝霧あさぎり竜美たつみはどこにいるのだろう。あの雲の上か、海の彼方かなたか、あるいは、この街の、誰だれも知らない場所に隠れているのだろうか。

「そうだ、これ渡しとく」

　飛鳥がセーラー服のポケットから携帯電話を出した。月光を思わせる白銀色だ。

「もう手続きしといたわ。これがあれば、いつでもどこでも私とは連絡取れるでしょ」

「え？　いや、ありがたいけど、こんなもの受け取るわけには」

「私のコーチ、引き受けてくれるんでしょ？」

「う――」

　譲は口ごもった。

　闘いは嫌いだ。

　暴力沙ざ汰たとは関かかわりたくない。

　アルテミス・ハウリングなんていうおかしなバトルゲームとは無縁の、平凡で穏やかな高校生活を送りたい。

　その気持ちには今も変わりはないが――。

　ここで譲が拒否したら、この人間不信で社会性のない同級生はどうなってしまうだろう。

　ためらったのはわずかな間だった。譲は飛鳥の手から銀色の携帯電話を受け取った。

「――わかった。もらっとく」

　操作してみる。すでに飛鳥の携帯電話の番号が登録されていた。登録番号は００１だ。

「よしっ」

　満足げに飛鳥がうなずいた。ちょっと照れたように、頬ほおを赤くして。

「さあ、ぐずぐずしてられないわ。行くわよ」

「行くって、どこに？」

「私のうちにトレーニングルームがあるの。さっそく帰って練習よ」

「ちょっと待て。なにもそんなに焦あせらなくても……」

「ぐずぐずしてられないわ。もう闘いは始まってるんだから」

　飛鳥のいう通りだ。またすぐ、次のアルテミス・ハウリングが始まるのだ。

　そして今度は飛鳥が、挑戦を受ける立場になる。

　白縫しらぬいあげはが、古紋こもん夕鶴ゆうづるが、針生はりゆう先生ひきいる羽衣はごろも学園チームが、飛鳥あすかに襲いかかってくるだろう。今度は服部はつとり千紗ちさだって、本当に敵に回るかもしれない。

　飛鳥は走りだした。長い髪と、セーラー服のスカートをひるがえして。

「待てよ！　そんなに走ると転ぶぞ！」

「待たなぁーいっ」

　飛鳥を追って譲ゆずるも駆けだした。石段を駆けおりる飛鳥の胸で、月光貴石アルテミス・クリスタルが踊るように跳ねていた。

　優勝者の証あかしである、美しい純白の宝玉が。
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あとがき



　作者の遠見塚とおみづかわたるです。「アルテミス・ハウリング　技をかける少女」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　最初に自己紹介を。遠見塚わたるという名前はペンネームです。これまでにもアニメやゲームの仕事に関かかわってきた人間ですが、今回はこの名前で皆さんにお目にかかることにしました。学園を舞台にしたコメディが大好きです。どうぞよろしくおねがいします。

　いやあ、書いてみてつくづく思いましたが、元気な女の子が大勢出てくるストーリーは、書いている側も元気になれていいですね。

　いろんな武器やコスチュームが登場するので、それらの資料を集めたり、武道やコスプレに詳しい人に話を聞いてバトルシーンのプランを考えるのも、苦労もありましたが楽しい作業でした。書いた僕と同じくらい、読んでくださった皆さんにも楽しんでいただけたらうれしいのですが。

　このお話の原型を考えついたのはずいぶん前のことです。以前、横浜でプロレスの試合を観戦した際、女子の選手たちが彩いろどり豊かで個性的な衣装で闘っているのを見て、「このまま外に出て、街の中でファイトしたら面白いんじゃなかろうか」と思ったのが、そもそもの始まりでした。（実際、それに近いことをやっていたプロレス団体もあるみたいですが）

　試合が終わって会場を出たあと、みなとみらいの夜景が目に入り、有名な超巨大観覧車や、ユニークな形の建物を見ているうちに、こういう舞台で、自分の考えたキャラクターたちを暴れさせてみたいという気持ちがふつふつと湧わいてきたのでした。

　で、その後、いろいろとアイデアの変遷を経へてまとまったのがこの本です。

　英雄、豪傑、異能者による宝物の争奪戦というのは、それこそ神話の時代からある古典的なパターンですが、自分なりの味を出していきたいと考えています。“〝アルテミス・ハウリング”〟という競技についても、ルールや設定など、ほんとはもう少し詳しく考えてあるのですが、それはまた、おいおいにご説明していければと。

　先に書きました通り、作者がコメディ好きで能天気な性格なので、ストーリーもそういう感じになりました。とはいえ登場人物たちはいたって真面目まじめにバトルしているので、応援してやっていただけると、本人たちも喜ぶと思います。たぶん。

　最後に、イラストのともすけさん、編集のＳさん、力や知恵を貸してくださった方々、そして読者の皆さんに心からのお礼を申しあげます。

　それではまたお会いできる日を楽しみに。その日までどうかお元気で。

遠見塚わたる



    

  
    
      　著者

　遠見塚わたる（とおみづか・わたる）

　　仙台市出身。アニメ、ゲーム、演劇関係のライターとして活動。明るく楽しい話が好きです。夜に仕事することが多く、しめきりが迫るとほぼ昼夜逆転生活。目がさめた時に朝の五時か夕方の五時かわからなくなることも。特技はフルート演奏。ペンネームの由来は仙台の地名から。



　イラスト

　ともすけ

　　神奈川県のすみっこでひっそりと絵を描いております。

　　こんなイラストでも皆様のお目に止まれば幸いデス。



　　ホームページ「ＭａＨｏＬａ‐まほら‐」

　　http://mahola.skr.jp/



    

  
    
      アルテミス・ハウリング

技をかける少女



著者名……遠見塚わたる

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年８月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2010 Wataru Tomiduka



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          序　章　朝霧飛鳥と絹ヶ瀬譲
        




        		
          第一章　巨大剣の同級生
        




        		
          第二章　体操着ブリッジ娘の襲来
        




        		
          第三章　夜の美少女コロシアム
        




        		
          第四章　監獄神社の巫女集団
        




        		
          第五章　機動メイド部隊の逆襲
        




        		
          第六章　要塞メイド喫茶のご主人さま
        




        		
          第七章　技をかける少女
        




        		
          終　章　女神の咆哮
        




      


    
  

OEBPS/image/ec_000000_png_kune.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
\/ /

\S
A

T B oo

“BREROYH"EWIThIS0EF.

EREEO—ARICLT
F—LDI—Ro






OEBPS/image/ec_000000_png_kune_yoko.png





OEBPS/image/ec_000000_png_!!!!!!!!!!!!!!!!.png





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/ec_000000_png_!!!!!!!!.png
1





OEBPS/image/ec_000000_png_!!!!!!!!!!!!.png





OEBPS/image/o_p067.jpg





OEBPS/image/o_p113.jpg





OEBPS/image/o_p077.jpg





OEBPS/image/o_p021.jpg





OEBPS/image/o_p213.jpg





OEBPS/image/o_p013.jpg





OEBPS/image/o_kuchie05.jpg





OEBPS/image/o_p259.jpg





OEBPS/image/o_p151.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg
NPT i






OEBPS/image/o_p129.jpg





